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　また会いましたね。

　そう、私です。

　イレイナです。

　私が今、どこにいるか、分かりますか？　ええそうです私です。どこにいると思います？

　きっとすぐにはお察さっしできないことと思いますので、ヒントをあげましょう。

　あなたから見てここは見渡す限りが文字で埋うめ尽つくされていて、きっととてもとてもモノクロームな世界に見えることでしょう。ここはとてもぺらっぺらの紙切れの世界で、そして私はきっとそんなぺらっぺらの世界の文字の中にしかいないのです。

　私がいるのは、そんな世界です。

　どこだかわかりますか？

　そうです。本の中です。

　まあなんということでしょう！　私は今、本の中の世界にいるのです！


　…………。



　と、いうわけで、改めまして。読者のあなた、おはようございます。こんにちは。こんばんは。

　私がここから手を振っているのが見えますでしょうか？　いえ見えるわけありませんよね、私はただの文字として書かれていることでしょうし。

　そもそも私がこうして本の中にいることを、本の中で息をしていることを、果たして認識できるものなのでしょうか？

　誰にも読まれなかったらどうしようと私は思うばかりです。少々恐怖すら感じます。ですからできれば本を閉じることなく、見守っていてくださいね？

　ところで本の中の世界というものはとてもとても摩訶まか不思議でどうしようもないもので、時には現実には起こり得ないことも平然と起こってしまうものなのですが、ご存じでしょうか？

「うふふ。私の眼鏡めがね、素敵すてき……」

　私が言いました。眼鏡をかけていました。ついでにラトリタ国立学園こくりつがくえんの制服姿でした。

「ネコミミメイド服の私……可愛かわいすぎでは……？」

　媚こびた容姿の私が窓ガラスに映る自分自身に見惚みとれていました。いつか袖そでを通したカフェのメイド服を着込んでいました。


「…………」



　私は沈黙ちんもくしました。ただただ沈黙しました。

　この場には、私以外に私と同じ姿をした私が二人います。

　ひどくややこしい文章で大変恐縮きょうしゅくなのですが、大体このような状況に今、私は直面しています。

　もう一度ご説明しましょう。

　私は本の中にいて、ついでに私が二人ほど余分にいるような状況が、今です。


「…………」



　嘆息たんそくが漏もれてしまいますね。「この状況、どう思います？」

　私は横でぼうっと立ちながらネコミミメイド服の私に冷めた目を向けていたほうきさんに聞きました。

　彼女は至極しごくフラットなお顔をこちらに向けました。

「どうしようもない状況だと思います」

「ド正直ですね」

「わたくしの持ち主はイレイナ様ですので」

「どういう意味ですか」

「そういう意味でございます」

　淡々たんたんとしたやり取りはそうして紡つむがれ、私は再度、ため息を漏らします。このようなやり取りも、この紙面を眺ながめているあなたには届いていることでしょうか？

　私はこうして本の中を、私と同じ姿をした二人と、それとついでに若干じゃっかん似ているものの別の姿をしたほうきさんと共に冒険することになったのです。

　この先のページにて何が待ち受けているのかは、私にもわかりません。

　けれど。

　願わくば、最後まで見守っていただければ幸さいわいです。
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　今より三か月ほど前のその日、私はいつものように一人で国から国へと旅をしておりました。前日に訪れた国が海に面した国であったこともあり、なんとなく興きょうが乗った私は、海岸に沿ってほうきを飛ばしておりました。

　見渡す限りが青でした。

　晴れた空に雲はなく、海と空は果てしなく広がっています。呼吸のようにさざ波はゆっくりとゆっくりと浜を濡ぬらして引き返し、その合間に小さなカニが砂の中からひょいと顔をのぞかせます。

　自由で静かで何もない旅路に、私は心地よさを覚えていました。

　そんな最中です。

　ほうきの進む先に死体が転がっていました。


「…………」



　いえ、死体のように見えただけかもしれませんけれども──浜辺に転がっている一人の女性、のようなものが見えたのです。

　金色の髪を頭の後ろで一つにまとめており、露出ろしゅつがやけに多い肌はだは透き通るように白く、綺麗きれいでした。

　お昼寝にしては随分ずいぶんと眩まぶしい場所に横たわっているもので、私は気づけばほうきを降りて、彼女の近くへと歩み寄り、しゃがんでいました。

「……生きてます？」

　彼女を見下ろす私の三角帽子が、彼女の顔に影をつくりました。身じろぎひとつしなかった彼女は暗がりの中でようやくうっすらと金色の目を開き、見上げます。

　瞳ひとみと瞳が合いました。ので、

「あ、こんにちは」

　私はご挨拶あいさつを一つしました。

　対する彼女の返答はこちら。

「……死にたい」

　シンプルにそれだけ言って嘆息たんそくを漏もらしました。

　初対面の者に対して語る言葉としてはあまりにも物騒ぶっそうでは？

「何かあったのですか？」

　私が首をかしげると、彼女はようやく身体を起こし、「……あなたはどなた？」と尋たずねます。

「旅の魔女です」黒のローブと三角帽子を着込んでおり、胸元には星をかたどったブローチがひとつ。ご覧らんの通り魔女でございます。「それであなたはどなたですか？」

「……レイシェ」

　彼女はお名前だけを端的たんてきにお答えになりました。

「なにか悩みがあるようにお見受けしましたけれども」私は首をかしげます。「よければ聞きましょうか？」

「……！　相談に、乗ってくれるの……ですか……？」

　私を見上げる彼女はとたんに顔を輝かせます。目にきらきらとした生気せいきが取り戻されたような気がしました。

「……まあ、ええ」死にたいなどと開口一番にあっさりと吐はいてしまうような状態のお方をそのままこの場に放置して「じゃあさよならー」などと立ち去ってしまうのはあまりにも冷淡れいたんな気がします。

　話を聞くくらいは別に構わないでしょう。

　ですから私は、「何を悩んでいるんです？」と尋ねるのです。

　すると。

　彼女はにわかに視線を下ろしながら、ぽつりと言葉を漏らすのです。

「……恋」

「ん？」

　なんと？

「……恋に、悩んでいるの」

　やや恥はずかしそうに、それでいて少々嬉うれしそうに、彼女は語るのです。

　恋に悩なやんでいて悩み悩んだ末に死にたくなったと。

　なるほどなるほど。

「それはちょっと私にはどうすることもできませんね。さようなら」

　私は立ち上がりほうきを手に取りました。

「え！　うそ、ちょっと！　何で恋の悩みって聞いたとたんに逃げるのよ！」

「すみません。私、そういうのはちょっと専門外なので……」

　ご相談には乗れないかと思います……。

「お願い！　ちょっとでいいから聞いて！　聞くだけでもいいから！　ねえ！」

　ぐいぐいとその場にへたり込んだまま私のローブを引っ張るレイシェさんでした。なにをする。

　結構な力でしがみついているのか、振りほどこうとしても上手うまくいかず、結局私は嘆息を漏らすに至りました。

　致いたし方ありません。

「……聞くだけですよ」

「素敵すてき！　私の話を聞いてくれるのね、魔女さん……！」

　いや聞かないと逃がしてくれないだけですけれども……。

　それから彼女はぽつりぽつりと悩みを語ってくれました。

　曰いわく。

　彼女は、ある日、一人の男性と巡めぐり会いました。

　年の頃は二十代半なかば程度。髪は黒く、端正たんせいな顔立ちの彼は、旅人で、優しく、お話が上手じょうずで、それでいて紳士しんしだったといいます。彼女はすぐに彼を好きになりました。

　恋をしてしまったのです。どうやら彼女は惚ほれっぽいようです。

　流れ者で旅人の彼とは一度しか会えませんでしたが、それでも深く深く、恋をしてしまったのです。

　会えない日々が続けば続くほど、胸が締め付けられ、どうしようもないくらいに恋しくなり、彼女はこうして故郷こきょうのすぐ傍そばの砂浜で死体のように転がるに至ったのだといいます。

「もうやだ……なにもかもやだ……一体どうしたら彼ともう一度会えるの……？」

　つまるところ意中の男性と会えないせいで嘆なげき苦しみやってらんねー状態に陥おちいったのが彼女であるということです。要するに面倒めんどうくさい恋煩わずらいにかかってしまったのです。

　なるほどなるほど。

「それはちょっと私にはどうすることもできないですね。さようなら」

　私はほうきを手に取りました。

「ちょっと！　ここまで聞いておいて逃げるつもり？　逃がさないわよ。私の恋路こいじに協力して！」

　魔女でしょ？　なんとかして！　と抗議するレイシェさん。

「いえ、あの……魔女は決して万能というわけでもないですし……」

「ならせめてもう一回彼に会える方法を探して！　なんでもいいからどうにかして会わせて！」

「と言われましても……」

「あともう一回彼に会ったときに即結婚できるような状態にもなっておきたいわね。私の魅力を最大限に引き出してちやほやされるような感じにして頂戴ちょうだいな」
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「あなた魔法使いを何だと思ってるんですか」

「なんでもできちゃう素敵な人種」

「滅茶めちゃ苦茶くちゃ言いますね……」

「とにかくお願いよ！」

「と言われましても……」

「私を女にして！」

「その言い方はちょっとどうかと思います……」

　それからしばしやいのやいのと言い合ったのち、結局私は折れて、ため息を漏らし、彼女のご要望に可能な限り応えるに至ったのです。

　それが今から三か月ほど前の出来事。

　フラン先生と深い森のビエラで再会するよりも前の出来事になります。





●






　私とイレイナの旅の最中、訪れた国にて。

　人魚にんぎょが噂うわさになっておりました。

　人魚です。

　上半身が人間の女性で、けれど下半身はまるでお魚のように鱗うろこで覆おおわれ、尾ひれがついている奇妙きみょう奇天烈きてれつな生き物が、近くの国では話題を集めておりました。

　私とイレイナが国を訪れた際も当然の如ごとく街中が人魚一色で、おおよそ三か月ほど前に突然現れた人魚の噂話に人々は花を咲かせておりました。

「俺おれ、将来は人魚の婿むこになるんだ……」

　街を歩けばそんな声がそこかしこから聞こえたものですし。

「この前海に行ったらな、人魚さんがいてな、俺にウインクしてくれたんだよ！　あれは間違いなく俺に惚れてるね」

　人魚さんの目にゴミが入った瞬間に勘かん違ちがいをこじらせてしまったのか、もしくはご自身の目にゴミが入っておられるのか、そのような思い違いをする方もおられましたし。

「俺なんてサイン書いてもらっちゃったぜ」

　おまけに人魚さんのサインを所持している殿方とのがたもおられました。額がくに入れられた紙きれには『人魚』とややよれた文字が綴つづられておりました。

「俺は握手してもらったぜ。もうこの手は洗えない」

　あるいはべたべたの手を見せびらかしながらもどこか誇ほこらしげな男性までいる始末しまつでした。

　人魚さんの人気は、しかし街の住民だけに留とどまりませんでした。

「らっしゃい。これ、人魚の肉ね、どう？　銅貨一枚でいいよ」

　などと話題に便乗びんじょうして普通の焼き魚に妙な名前を付ける露店ろてんがあったり。

「うちの宿屋は海に面して窓があってな、天気がいい日は人魚を見ることができる……かもしれない」

　もはやとりあえず人魚という単語をつければ売れるだろうと思っておられる宿屋があったり。

　そんな風に街中で不思議な生き物の話題はあちこちで絶え間なく浮かび上がり、沸わいていました。とはいえ私もその中の一人であったりするのですけれども。

「人魚ですか……面白そうですね」

　もしもお会いできる機会があるのなら、お話くらいはしたいものですね。

　などと私は街を歩きながらイレイナに語り掛けていました。

　一方でイレイナはといえば、人魚というものにはさして興味が湧かないのか、

「……そですね」

　やや遠い目をしながら私の話に頷うなずいておりました。そのような会話をしたのはちょうど昨日のことになりますが、とてもとても微妙びみょうな表情をしていたのをはっきりと覚えております。

　旅人のイレイナがこのような珍しい物事に興味を向けなかったのは少々妙で、私は昨日、そんなイレイナを見やり首をかしげておりました。

　今、私はイレイナと別行動をとっております。

　海辺に来ていました。

　件くだんの人魚が出ると噂の海辺を訪れていました。

　なぜ突然海辺などに繰り出したのかは──その理由までは語るまでもないでしょう。

　人魚です。

　本当はイレイナと一緒に来る予定だったのですが、イレイナは「あ、私は遠慮えんりょしておきます」の一点張りで、腕を引っ張っても可愛かわいらしくおねだりしてみても結局ついてきてくれることはありませんでした。先生は悲しいです……。

　ともあれ、私は人生初の人魚に少々心躍おどらせながら、海辺を歩いていたのです。

「確か……この辺りで見られるのですよね……？」

　街で噂の人魚の出没地点を記した地図を片手に、私はふらふらと砂浜を歩きました。波が揺ゆれるなか、どこまでも同じような景色を進みます。

　やがて噂の通り、人魚は私の目の前に現れました。

　とてもとても美しい姿をした人魚が、海から現れました。

　髪と瞳は金色。頭の後ろで一つにまとめられておりました。私には気づいておられないようで、浜辺を見つめておりました。

　上半身は確かに人間そのものです。

　しかし下半身は桃色の鱗で覆われ、尾ひれが一つ、ついていました。

「今日もいっぱい泳いだわね──」

　海から上がる彼女はまさしく、人魚でした。

「あらあら……」

　まさかこんなにも簡単に会えてしまえるなんて！

　私はその姿にいたく感激したもので、一体どのようにお声掛けをするべきかその場でしばし彼女に見惚みとれながら、考えておりました。

　そのときです。

「えいっ」

　恐らく彼女は私に気づいていなかったのでしょう。

　海から上がった彼女は、手にしていた杖つえを自らの下半身へと向けます。青白い光は彼女の鱗を覆い隠し、そのまま、姿を別のものへと変えていきました。尾ひれがなくなり、代わりに下半身は二つに分かれていき、みるみるうちに人魚であるはずの彼女から人魚らしさは失われ。

　光が失われる頃には、綺麗な脚あしが二つ生えておりました。

　……脚？

　人魚、なのに？

「あの……あなた、それは──」

　一体どういうことなのですか？

　私は声を震わせながら彼女に近寄り、

「……！」

　やがて彼女も、そこでようやく私の存在に気が付いたようです。驚き、目を丸くしながら、彼女は砂浜の上にその脚で立ち上がると、

「見られちゃった……！」

　と声を漏らします。どこからどう見てもそこにはただの女性がいるだけでした。

「あなた、人魚では……ないのですか……？」

　もはやこの時点で私は大分落胆らくたんしていたのですけれども、目の前の彼女はそのような私の心境しんきょうなど知る由よしもないでしょう。

「えっとー、人魚だったり、人魚じゃなかったりするわね」

　あっさりとありのままの事実を認める彼女でした。

　そのうえで。

「通りすがりの魔女さんがね、私を女にしてくれたの……」

　などと頰ほおを染めながら語る始末ですらありました。

　あらあら。

「どこの誰ですか。そんなふしだらなことをする魔女は」





○






　そう、私です。

　人魚捜しに出かけたフラン先生を待っているあいだ、街の中で暇ひまを持て余していた私は、とりあえず程度に街角にて座り込んでいました。

　ここからは街の様子がよく見えます。

　大通りは活気に満ち満ちており、人々の会話が絶え間なく飛び交っていました。とりわけ三か月ほど前から見られるようになった人魚の話題は絶えず私の前を通り過ぎていきます。同時に人魚さんの人気に便乗した商売も然しかり。どうやら人魚という単語にお金の匂においを嗅かぎつけたようです。

　いやはやまったく。

　困ったものですね。

　海辺にいる人魚の名前さえ使っておけばお金儲もうけができるだなんて。商売とはそれほど甘いものでもないでしょうに。

　感心しませんね。

「おやおや？　そこのあなた、何かお悩みでもあるのですか？」

「え？　わたくしのこと……？」

　私に声を掛けられて、大人しそうな女性はやや目を見開きつつ驚いておりました。私は頷きます。

「ええあなたです。あなた、悩みごとを抱えている顔をしていますね……？　どうです？　ちょっと占いを受けてみませんか？」

「占い……ねえ。わたくしそういうのはちょっと──」

「実は私、こう見えても人魚さんとお知り合いでして、彼女から直々に教えていただいた占いの手法があるのですよ。やってみません？」

「人魚のお知り合い……？　え、人魚って、あの？」

　はてさて。

「どの人魚さんのことかは分かりかねますけれども、近頃街を賑にぎわせている海辺の人魚さんのことを言っているのでしたら──ええ、そうですね。私のお知り合いですね。彼女とは何回か会っているんですよ。もうお友達といっても差し支えないでしょう。親友といっても過言かごんではないでしょう」

　いやはやまったく。

　人魚さんの名前を使っておけばお金儲けができるなどと考えるのはいかがなものかと思いますね！

「あなたもご存じでしょう？　今、人魚さんといえば街中で男たちを虜とりこにしている素敵な存在。そんな彼女が教えてくれた占いがあるのですよ。興味ありませんか？」


「…………」



　女性は座りました。座ってしまえばこちらのものです。

「興味がおありのようで」私はさも意味あり気な笑みを浮かべながら頷くと、彼女と私の前にその辺で見つけた箱を用意。その上に貝が詰め込まれたティーカップを置きました。

　実際、巷ちまたを賑わせている人魚たる彼女が教えてくれた占いがあるのは本当の話なのです。

「ところであなたの悩みとは何ですか？」

　ティーカップを揺らし、じゃらじゃらと貝を混ぜながら私は首をかしげます。

　彼女は躊躇ためらいがちに、

「えっと……、今、好きな人がいるんだけど……」私以外は誰も耳を傾けてはいないとはいうものの、それでも彼女は声を潜ひそませ、語りました。「その人に告白しようかどうか悩んでるの」

「なるほど」

　恋の悩みですか。専門外ですね。

　ですが心配には及およびません。

「では占ってみましょう」

　じゃらじゃらとそれからしばしカップの中の貝を混ぜたのちに、私は箱の上に貝をまんべんなく振りかけました。先日拾っておいた色とりどり大きさまばらの貝たちがぱらぱらと箱の上に散らばります。

　これが三か月ほど前に教えてもらった占いでした。

「結果が出ました」

　箱の上に落ちた貝は合計十個。表向きに転がっているのが七で、裏が三。巷で人気の人魚さん曰く、表の数が多ければ多いほど願い事は叶いやすいといいます。

　つまり、しかるに。

「だいたい付き合えると思います」

　私は自信をもってお答えしました。

　しかし目の前の彼女はやや訝いぶかしんでおりました。

「アバウトなのね……。その占い当たるの？」

「だいたい当たります」

「アバウトなのね……」

「ちなみに魔法を使えば貝の裏表の確率を操作することができます」

「イカサマじゃないの……」

「まあ運は自分で引き寄せるものと言いますし……」




　というわけで。

　そのようにアバウトな感じに、私は占いをしてみせました。

　人魚という単語だけでも相当な人気が集められることからお察さっししていた部分ではありますが、このように半ばおふざけのような占いでもそれなりに注目を集めるもので、人から人へと噂が徐々に広まり、大通りにて座り込んでから一時間が経たつ頃にはわざわざ呼び込みをせずとも人が訪れるようになりました。

「君って人魚さんのお友達なの？　ちょっと人魚さんの連絡先教えてくんない？」


「…………」私は貝をぶちまけました。全部裏でした。帰ってもらいました。



「あのさ、連絡先とかはどうでもいいんだけど、人魚さんって普段どんなもの食ってんの？　いやべつに変な薬盛りたいわけじゃないんだけどさ、まごころ込めた差し入れをしたいっつーかなんというか」


「…………」私は貝をぶちまけましたが全部裏だったので帰ってもらいました。



「人魚さんって俺の顔を認知してくれてるかな。俺のこと何か言ってた？」


「…………」全部裏だったので帰ってもらいました。



「人魚さんって──」


「…………」帰ってもらいました。



　ため息が出てしまいます。

　もうとにかく来るたび来るたび全部裏の貝を見せては「無理です」と人魚さんとの間に何の可能性もない事実を突きつけて帰っていただきました。

「この国の男性方は色恋いろこい沙汰ざたに前向きすぎるお人ばかりなんですか？」

　そんな私の呆あきれ交じりの返答に、彼らはこぞって憤慨ふんがいしておりました。

「お付き合いしたいわけじゃないし別に！」「失敬しっけいな！　僕はまだまだまともなほうだよ！」「いや俺なんかまだマシなほうだぜ？」「俺ってまだにわかファンだから彼女のこと知りたいだけなんだよね」

　などなどと。

　彼らはこぞって自分はまともだと主張なさるのでした。

　人魚さんと彼ら街の住民では文字通り棲すんでいる世界が違うわけですけれども、それ以上にそもそも人魚さんは何度か握手あくしゅをしただけの間柄あいだがらの不特定多数の人たちに恋慕れんぼを抱いだくほど純真じゅんしん無垢むくというわけではないのです。いえ人魚さん、というよりも大体の女性がそうであると思いますけれども。

「まともなお客さん来ないですね……」

　人魚さんの親友と触れ込んだのが不味まずかったのでしょうか。来る客はどなたも変な方ばかりです。

　これはもしかして早々に店じまいをしたほうがいいのでしょうか……？

「ちょっといいかな」

　おおよそこの国の男性方のやや偏かたよった思考回路に混乱していると、これまた男性が一人、私の店を訪れました。

　年の頃は二十代半ば程度。髪は黒く、端正な顔立ちの彼は、

「恋愛運を占ってほしいんだけど」

　と語ります。

「どなたとの恋愛運ですか？」

　人魚さんでしょう？　人魚さん相手の恋愛運でしょう？　私は半ば決めかかって杖をこっそり準備しながらカップを回します。


「…………」



　そして、やがて彼は答えるのです。

　巷で人魚と謳うたわれている彼女の名前を。





●






　海でお会いした彼女とそれから街までご一緒することになりました。

「しかし一体どうしてあんなことをしていたのですか？」

　浜辺を歩きながら、私は尋ねます。

　疑問でならなかったのは彼女が三か月前から急に海辺に現れ、街で噂になるようなことを延々えんえんと繰り返していたという事実です。

　よほどのマイペースなのか、彼女は歩く私を無視してその辺にしゃがんで、砂の上に幾いくらかの貝を転がし、「あー！　裏が多い！　やり直そ」などと再び拾い上げておりました。

　結局私も立ち止まり、彼女を見やります。

　今の彼女は人魚らしい装よそおいに包まれてはおりません。

　身にまとっているのはシンプルなブラウスと、深い青のロングスカート。彼女にはしっかりと二本の脚が生えており、今の姿を見て彼女こそ人魚だと気づく人間はおそらく殆ほとんどいないことでしょう。

　私の至極しごく単純な問いかけに、彼女は薄うっすらと笑みを浮かべながら、答えました。

「好きな人ともう一回会いたかったから……こんな感じになっちゃった」

「なっちゃったって」

　随分と軽い動機で始めたものですね……。「あなた、街で噂になっていますよ。可愛い人魚が街の近くに出没しゅつぼつしているって」

　とは私も言いましたが、彼女自身もそのことには当然ながら気づいているのでしょう。レイシェさんは「そうね」と頷きながらも、

「でもね、でもね、仕方ないのよ？　好きな彼が私の噂を聞いてもう一回会いに来てくれるまで人魚として海辺で活動するつもりだったんだもの。色々な人が会いに来てくれて、私の噂を広めてくれたわ。でも、私は好きな人がいるから、決して媚こびを売ったりなんてしてないのよ？」

　などとやや言い訳がましくも語るのでした。

　そのとき街での噂が私の頭の中に過よぎりました。

　──俺にウインクしてくれたんだよ！　あれは間違いなく俺に惚れてるね。

　──俺なんてサイン書いてもらっちゃったぜ。

　──俺は握手してもらったぜ。もうこの手は洗えない。


　…………。



「本当ですか？　本当に媚売ってませんか？」


「…………」気まずそうに目を背けるレイシェさん。「ま、まあ……ちょっとは、ファンサービス？　的なこともやったけど……」



　知ってました。

　とはいえ咎とがめるつもりもありません。私自身も人魚さんにお会いしてサインの一つでも貰もらっておこうと思っていた部分もありますし。それに、

「別に住民からお金を巻きあげて人魚としてのファンサービスしているわけでもないようですし、まあ咎められるようなことでもありませんよね」

　私は笑いました。


「…………」



　しかし彼女はまたも目を逸そらしました。

　……あらら？

「お金、巻きあげているんですか……？」

「え！　えー？　何を言ってるのかしら！　おおおお金なんてもらってるわけないじゃない！」

「この上なく動揺どうようしてますね……」

「で、でも本当よ！　本当にお金は貰ってないから！　マジで！」

「お金は？」


「…………！」



　まさしく失言しつげん。彼女は両手でお口を押さえて黙だまりこくりました。

　しかし時既に遅し。

「どういうことですか？　何か悪いことをなさっているのですか？　ちょっと詳しくお話を窺うかがってもよろしいですか？」

　人と人魚の姿を自由に切り替えながら一体なにをなさっておられるのです？

「いや、あの……」至極気まずそうな彼女がそこにはおりました。「ちょっと、街の人たちが……その、いい人ばっかりで……サイン書いたり、握手したりすると、色々くれるのよ……」

「はあ。色々とは」

「ちょっと高い服とか、アクセサリーとか」

　聞けば、三か月ほど前、偶然ぐうぜんにも人魚の姿のレイシェさんを見かけた街の男性が「うおー！　人魚だ！　すげえ！」と声をあげて大喜びし、握手を求められたことがあったそうです。

　好きな男性に振り向いてもらうために人魚と人の姿を往復していた彼女でしたから、その気持ちに応えるつもりは毛頭もうとうありませんでしたが、「じゃあ私の噂を街で広めてくださる？」とお願いをしつつ、握手に応じて差し上げたそうです。

　その効果は絶大なるものでした。

「一人に握手したら、翌日から色々な人が来るようになってね、今度はサインまで求められるようになったわ……」

　そしてサインを書くようになったらなぜかお金を渡されるようになったといいます。

「なるほどなるほど」私は頷きました。

「でもね、あのね、サイン書いただけでお金を貰うってなんだかとても罪悪感があったから断ったのよ。私は噂をばらまいてもらうだけで満足だったもの」

「あらそうなのですか」

「でもお金を受け取らなかったらその代わりに翌日から服とかアクセサリーをファンの人が渡してくるようになったわ……」

「ほうほう」なるほど。「それで、そちらは断らなかったのですか？」

「女の子ってね、お金をそのまま渡されるよりも、プレゼントを渡されたほうが嬉しい生き物なのよ」


「…………」



　乙女おとめ……。

「でも私、そもそも好きな人がいるから……プレゼント貰っても困るって、男の人たちにちゃんと言ったのよ？　でもあの人たち、『僕は君の恋を応援するよ！』とかなんとか言って結局プレゼントくれるのよ……。分からない……男の人たちの考えていることが分からない……」


「…………」



　理解できないものの代名詞として乙女心が槍玉やりだまにあげられることが稀まれにありますが、もしかしたら彼女のような乙女からすれば世の男性たちの心もまた理解しがたいものなのかもしれません。

　とはいえレイシェさんはどうやら悪意を持ってプレゼントをファンの人たちから徴収しているわけではないようで、

「貰ったのに使わないのは忍びないから、今はファンの人たちから貰ったプレゼントを着たりしてるのよ」

　彼女は依然いぜんとして砂の上に貝を放り投げながら、語ってくれました。「でもね、お金も人気も、本音を言うとあんまり興味はないの」

　砂へと手を伸ばし、裏返しになった貝だけを拾い、取り残された表向きの貝たちを彼女は眺ながめます。

「では何なら興味があるのですか？」

　私が尋ねると、彼女は一言だけ、囁ささやきました。

「好きな男の人の心」と。

「その方のお名前は？」

　畳たたみかけるように尋ねる私に、彼女はまたも囁きます。

「キース」

　優しくて、お話が上手で、それでいて紳士で素敵な殿方なの──と。




　彼女はそれから街へと歩みを進めながら、キースさんとの物語を語ってくれました。

　……語ってくれましたが、

「その日、私はお魚さん達と一緒に海で泳いでいたの。私が『ごきげんよう』と声を掛けるとね、彼らは『あ、ご、ごきげんよう！』って微笑ほほえんでくれるの。この海辺で泳ぐのが私の日課だったわ」

　よくも悪くも乙女で夢見がちな彼女ゆえなのか、その回想かいそうはどことなく空想じみておりました。

「その日はいつものようにお魚さん達と海の中で追いかけっこをしたの。彼らが逃げて、私が追いかける。お魚さん達ったら本当に逃げるのがお上手でね、いくら追いかけてもいつも逃げ切られてしまうの。それでね──」

「あ、すみません本筋に関わらない部分はカットでお願いします」


「…………」



　彼女はしばし不服そうに頰を膨らませて黙りました。

　それから、

「私がキースさんと会うことになったのは、その日の昼頃だったわ。お魚さんを何匹か捕まえた直後にね、私、怪我けがをしてしまったの」

　ほんの少し声を沈ませながら、レイシェさんは自らの腕を撫なでました。

「なにかあったのですか？」

　お見受けしたところ痕あとが残るような怪我ではないようですが。

「海の雷鳴らいめいが、私の身体を貫つらぬいたの……」

「……何です？」

「いえ、だから海の雷鳴」

「申し訳ないのですけれども私でも分かる言葉で説明していただけますか？」

「……刺されました」

「何に？」

「クラゲに」


「…………」



　海の雷鳴などという仰々ぎょうぎょうしいお名前の割に随分とありきたりなお怪我をされていたレイシェさんに私はただただ閉口するのみでした。

「それでね、とにかく痛みがひどかったから、私、海から一度上がったの」

　彼女はそこで、キースさんと会ったのだと話してくれました。

　キースさんは砂の上を苦しそうに這はいずるレイシェさんを見て、ただ事ではないことをすぐに察知したのでしょう。彼女のもとへと走り、介抱かいほうしてくれたといいます。

　魔法を使えないキースさんは、しかし旅人であるだけあって、その手の怪我の対処法にはそれなりの知識がありました。

　綺麗な海水で患部を洗い、腫はれが出ていることを確認すると、冷やしてくれました。

「うう……」

　痛みに苦しむレイシェさん。彼はそんな彼女の手を握り、「だ、大丈夫だよ！」と語り掛けてくれました。胸の奥がぽかぽかと温まるのをレイシェさんは感じたと言います。同時に海の雷鳴が滅茶苦茶痛かったとも語ってくれました。私は再び閉口しました。

　キースさんはレイシェさんの赤く腫れた肌にぎこちなく薬を塗ってくれました。旅人たるもの、怪我の治療にも多少の心得こころえはあるはずでしたが、しかし彼はどうやら女性に対してさほど免疫めんえきがあるようではなかったようです。

　レイシェさんはそんな彼に微笑ましさを覚えました。

「クラゲにやられたんだね……、これを塗ぬってしばらく待っていれば痛みは引くと思うから、が、頑張がんばって！」

　レイシェさんは、彼に首を振ります。

「クラゲじゃないわ……」

「？　クラゲじゃない？　じゃあ何にやられたの？」

「海の雷鳴……」妙なこだわりを発揮するレイシェさんでした。

　キースさんは困りました。

「え？　海の雷鳴？　いやこれただのクラゲ──」

「海の雷鳴にやられたの！」

「ああうんそうだね！　海の雷鳴だね！」

　彼はとても優しくて紳士的な男性でした。

　それから怪我の状態が落ち着くまでの間、彼はレイシェさんと一緒にいてくれたそうです。彼は彼女が退屈しないように、たくさんのお話を聞かせてくれました。

　慣れないながらもぽつりぽつりと語ってくれたのは、彼が旅をしながら国々を渡り歩いていること。

　彼には夢があるそうです。

　自然豊かな国でゆっくりと過ごしたいと、彼はそんなささやかな夢を、しかし目を輝かせながら語ってくれました。

　彼の話は夢見がちな乙女かつ地元から離れたことのない彼女にとって、とても綺麗なおとぎ話のように感じられました。

　ですからお礼にレイシェさんは自身の話を語って聞かせました。

「私はね、いつもここでお魚さん達と泳いでいるの」

「え？　あ、ああ。うん、そうなんだ……」

　二人は焚火たきびを囲んでいました。揺れる火は串くし刺しにされた魚を撫でています。

「お魚さんはいつも私を置いて逃げてしまうの。だから追いかけて、つかまえるのよ」

「へ、へえ……」

　程よい焼き加減になった焼き魚を食べながら、レイシェさんは「うふふ」と笑いました。

　二人で一緒に食べたお魚さんはとても美味おいしかったといいます。

　お魚さん……。

「それでね──」

　レイシェさんは、それからキースさんと他愛たあいもない会話を弾ませました。時間を忘れ、痛みも忘れるくらいに夢中になって、彼とお話をしました。浜辺で知らない人とお話などしたことのなかった彼女ですから、陽が傾いても、言葉が次から次へと浮かびました。

　彼とならいつまででも話せるような気がしました。


「…………」



　やがてキースさんは、彼女を見つめます。

　傾いた陽射しの中でも、彼の頰が赤みを帯びていることは分かっていました。

　──この人、私に惚れているわ！

　レイシェさんはすぐに気が付きました。何なら会った直後から薄々感づいてすらいました。

「ねえキース、あなたってどんな女性が好みなの？」

　私でしょう？　私みたいな子が好みなんでしょう？　そうなんでしょう？　などという絶大な自信をもって彼女は尋ねていました。

　彼は目を逸らしながら答えます。

「人魚、かな……」

　彼は人魚フェチでした。


　…………。



　人魚フェチってなんですか？

　まだ、二人は話し足りません。もっと仲良くなるためには、時間が必要でした。

「……あのさ、レイシェさん」だから、キースさんは語るのです。「明日もここに来たら、君に会えるかな」と。

　彼の真っ直ぐな気持ちはとても眩まぶしくて、彼女はとても嬉しかったと語ってくれました。

　けれども。

「……ダメだわ」レイシェさんは、首を振ります。「それは、ダメ」

　明日もここで会うことはできるかもしれません。もっとたくさんお話をすることはできるかもしれません。しかしレイシェさんは拒こばんだのです。

　彼女はとてもとても純情じゅんじょうな乙女であり。

　同時に少々面倒くさい性分しょうぶんも抱えておられたのです。

　世界中を旅しているキースさんと、世界の国々を知らないレイシェさんでは、きっと結ばれても上手くはいかないと、思ったのです。

「明日からは、来ないで」

　今日はありがとう──とだけ、レイシェさんは言い残し、彼のもとを去りました。

　本当はキースさんとずっと一緒にいたかったというのに。

　そして迎えた翌日。

　レイシェさんは再び浜辺に来ました。拒んでおきながら、心の片隅かたすみでは「もしかしてキースさん来てくれてるかも？」と期待をしていたのです。

　しかし彼はいませんでした。

「あああああああああああもうやだああああああああ！」

　彼女は泣いてそのまま浜辺でごろごろと転がりました。

　結局、それからも毎日のように浜辺に来ていますが、彼が現れることはなかったといいます。

「……というのが私のこれまでの話なのだけれど、どう思う？」

「面倒くさい女の子だなぁと思いました」


「…………」







○






「……なるほど」

　恋愛相談に来た彼のお話をひとしきり聞き終えたのちに、私は一度頷きました。

　曰く。

　旅人として色々な国を渡り歩いていた彼は、三か月前に出会った一人の素敵な女性のことが忘れられずに戻ってきてしまったと言います。

　名前はレイシェさん。

　近頃はこの国の辺りで見られる人魚さんとして人気を博はくしている女性です。

「要するに僕は彼女のことが忘れられなくてね、だから戻ってきたんだよ」

　一度、この辺りの国から離れたのちに、きっとどこかで人魚の噂を耳にしたのでしょう。国の近くの海辺に綺麗な人魚が出るようになった──とか、そんな感じに。

　そしてその人魚の風貌ふうぼうは、聞けば聞くほどかつてお会いしたことのあるレイシェさんそのもので、だからこそ気になって、戻ってきてしまったのでしょう。

　彼の話だけ聞くと大体そのような印象を受けました。

　なるほどなるほど。

「ところで、戻ってきたと言いましたけれども、具体的には何日前に戻ってきたのですか？」

「えっ」

　私がこの国に来たのは昨日の話です。

　今日は朝から占いを営いとなんで、結構な数のお客さんと対面したわけですけれども。

「あなた、街で噂になってますよ」

　私は謹つつしんで教えて差し上げました。

　人魚さんとの恋愛運を占ってほしいと頼み込んできた男性は数えきれないくらいにおられるのですけれども、そんな彼らに対して私が嘆息を漏らして呆あきれたとき、彼らはこぞって、このように語っていたのです。

　──いやいや、俺なんかまだマシなほうだよ。

　などと。

　初めてその言葉を耳にしたとき、彼ら自身が人魚さんに首ったけになっておられることに気づけないほど夢中になっておられるのかと思ったのですけれども。

　話を聞いてみると、どうやらそうでもないようなのです。

　住民の一人が話してくれました。

「人魚に会いに行って話をするだけでお金をくれる変な男がいるんだよ」

　あるいはこのように語ってくれた方もいました。

「人魚からサインを貰うだけでお金をくれるんだ。何がしたいんだかよく分からないんだけどあれは多分ストーカーだな」

　もしくは、

「俺なんてこの前プレゼントを渡すように頼まれてさ、何だかよく分からないけどあれはストーカーだな」

　などという目撃証言もあったくらいで、要するに最低でも一か月前からこのストーカーらしき男は、レイシェさんに間接的に関わっているようです。

　だから「俺なんかまだマシなほう」などと言えたわけですね。もっと深く深く沼に嵌はまってしまっている男性を一人だけ知っているから。

　ところでそのストーカーの外見なのですが、黒髪で、優しそうな顔立ちで、年はだいたい二十代半ば程度であるそうです。

　おやおや。どなたかに似ていますね。

「あなたもしかして一か月前からずっとレイシェさんの辺りを探っていたんじゃありません？」


「…………」キースさんは全力で私から目を背けました。「……い、いや、何のこと……？　知らないな……」



　わあ何とも分かりやすい。

「遠回しに情報を集めてないで直接お話でもしに行けばいいじゃないですか」

　ざっくりと助言して差し上げました。話しかけないと何事も始まりませんよ？

　しかし彼は、そんなざっくりとした私の言葉にいたく憤慨ふんがい。

「それができたら苦労しないよ！」

「でも一度しか会っていないわけでしょう？　人伝ひとづてに聞いた情報だけで満足なんですか？　あなた、彼女が今どんな姿になっているのかもご存じないでしょう」

「？　知ってるよ。人魚だろ？」


「…………」いえまあそれはそうなのですけれども。「彼女が人魚であることには驚かないんですね」



「うん、まあ。世の中広いし、そんな人がいても不思議はないでしょ」


「…………」



　それほど物分かりがよいというのに……。「どうして一度拒絶されただけで会えなくなってしまうんですかね……」

「いや、僕も会いたいよ？　でも無理なんだよ……」

　明日からは、来ないで。

　それが彼女と最後に会ったときに言われた言葉です。キースさんは律儀りちぎにもその言葉を丸ごと受け取り、それがレイシェさんの本心だと捉とらえたのかもしれません。

「僕と一緒にいても、話をしていても、つまらなかったんだろうなぁと思うと、話しかける勇気が消えるんだよ……。何度となく海辺には行こうとしたよ？　でも、拒まれるのが怖くて、駄目だめなんだ」


「…………」



「情けないだろ？　笑ってくれ」

「えへへ」

「笑うなよ！」

「ええ……」

　笑えと言ったじゃないですか……。

「とにかく、僕は彼女との恋愛運が見たいんだよ。これで見込みがないなら彼女のことは諦あきらめる。だから占ってくれ。頼むよ」

　深々と私に頭を下げるキースさんでした。

　これが彼なりに悩みぬいて出した結論なのでしょう。

「──分かりました」

　ならばご要望の通り、ひどくアバウトな方法で占うことにしましょう。彼が運を引き寄せてくれると信じてカップを揺らし、私はすぐに、中の貝殻たちをぱらぱらとばら撒まきました。

　結果はすぐに出ました。


「…………」



　彼は箱の上に転がる貝たちを見つめながら少しの間固まり、そして私を見上げて首をかしげるのです。「……これ、つまりどういう結果なの？」と。

　お答えするのも構いませんけれど。

「それはあとでのお楽しみということにしましょう」

　きっとそのほうがいいですよ──と私は国の門のほうへと、目を向けました。


「…………？」



　私に遅れて、キースさんがそちらに目を向けます。

　丁度ちょうどいいタイミングでした。

　本当に丁度いいタイミングで、フラン先生が街へと戻ってきてくれていました。


「…………」



　目を見開くキースさんでした。きっと彼は驚いたのではないでしょうか。

　そこには、私の師匠と共に、三か月前に一度だけお会いした一人の素敵な女性がいたのですから。

　三か月前はただの人魚だった彼女の下半身に、脚が二本、生えていたのですから。
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　三か月前の話です。

　海辺で私は、死体のように転がっている人魚さんと出会いました。

「私を女にして！」

　などと少々妙な言い回しをしながら私にすがりついた彼女は、人間の女性に姿を変えてほしいと私に頼みました。

　彼女は一人の男性に恋をしていました。けれども、結ばれざる理由が一つあったのです。

　レイシェさんとキースさんとでは、棲んでいる世界が違うから。

　たったそれだけの理由が、二人の仲を引き裂いてしまいました。

　キースさんは地上を歩く人間で、レイシェさんは海に生きる人魚ですから。

　本当はレイシェさんもキースさんに想いを寄せていたのです。それが叶かなわなかったのは、二人が恋仲になったとしてもきっと上手くいかないことを彼女自身がよく分かっていたからです。

　だから明日からは来ないで、などと言ったのです。

　しかし言い換えるのならばレイシェさんとキースさんの妨げになっているものはたったそれだけで。

　まあ正直なところ、魔法で解決できなくもない事案のように思えました。

　ですから私は腰のあたりにしがみつくレイシェさんの腕をとり、見下ろしながら、笑いかけるのです。

「一つ、いい方法がありますよ」

　そして彼女に、杖を一つ、差し上げました。

「……何これ？」

　怪訝けげんに首をかしげるレイシェさんに、私は言います。

「とりあえず魔法で脚を生やしちゃえばいいんですよ」

　そうすれば万事解決じゃありません？　と。




　魔法は結構便利な代物ですから。

　私も何度かやったことはありますが、自身の姿を変えることも不可能ではないのです。であるならば、彼女もそれを使って尾ひれを脚にしちゃえばいいのでは？　と私は思ったのです。

　人魚であるところの彼女に魔法の素養そようがあるかどうかは正直なところその時点ではよく分かりませんでしたが──もしも魔法が使えなかった場合はお薬とレシピでも渡してあげようかと思っていたところですけれども、杞憂きゆうでした。

　彼女は魔法が使えました。その才能が備わっておりました。もしかすると普通の人間とは違うものを持っている方はおおよそ魔法に対する才能が生まれつきあるのか、生まれて初めて持ったはずの杖を彼女はすぐに使いこなしてみせました。

　流石さすがに才能あるとはいえ、変身魔法などはそれなりに高等技術を要する魔法でしたから、習得には少々時間がかかりました。

「こう？」変身魔法を自らにかける彼女。

「失敗ですね」

　尾ひれが若干じゃっかん変わっただけでした。

「じゃあ、こう？」翌日も変身魔法を自らにかける彼女。

「別の生き物になってますよ」

　今度は下半身が馬になってました。

「むむ……じゃあこう？」それまた翌日も変身魔法を自らにかける彼女。

「あの……どんどん人から遠ざかってる気がするんですけど……」

　下半身はおろか上半身まで馬になってました。

　それからも時間の許す限り私は彼女にお付き合いして、魔法を教えて差し上げました。彼女がまともに下半身を人間のものに変えることができたのは、それから大体五日ほど経たった頃であったと思います。

「こう？」

　綺麗な白い脚が、彼女の下半身にはありました。

「成功ですね」私は頷きます。

　魔法の訓練というよりは、下半身を人間のものに変える訓練を五日間。結局彼女は変身魔法以外は何も使えませんが、しかし男性と生きるためだけならば、それだけで充分でしょう。

　ですから私は、彼女に脚が生えたことを確認した時点で、「じゃあもう私は不要ですね」と荷物をまとめました。

　流れ者の旅人ですから、長居ながいは無用むようというものでしょう。

「えー？　困るわイレイナさん。私、まだちょっとの間しか人間でいられないのに」

　露骨ろこつに顔をしかめるレイシェさんでした。実際そのような文句もんくを垂たれた直後には脚が尾ひれに変わってしまっていました。

　まだ完全ではないようです。

　しかし、

「まあ、あとはご自分で練習してください。そのうちまともに歩くことができるようになると思いますよ」

「一緒にいてはくれないの……？」

　脚がないゆえ砂浜にへたり込み、その場から私を上目うわめ遣づかいで見上げる彼女でした。若干のあざとさがありました。

　けれど私はあっさり首を振ります。

「もう私がいなくても問題ないでしょう？　それに──」

　私は彼女の頭に触れながら、

「私は旅人ですから、長居は無用です」

　だからもう行きますね、と言いました。

「……むー」

　不服そうに頰を膨ふくらませながらも、彼女は出会ったその日のように駄々だだをこねることはありませんでした。

　代わりに彼女は私に一つ尋ねました。

「旅ってそんなに面白いの？」

　どうお答えするのか迷う質問でした。キースさんが旅人であることも相まって、旅への興味が彼女の中に僅わずかながらもあるのかもしれません。

　私はしばし「んー」と唸うなってから、彼女に笑います。

「まあ、やってみれば分かるんじゃありません？」

　それは恐らく至極曖昧あいまいで、若干面倒くさい答えであったと思います。
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　イレイナとこの国を訪れたのは昨日のことでした。

　巷は人魚で沸わきに沸いており、私も少なからずその噂に便乗するかたちでやや高揚こうようしていたのですけれども、イレイナはといえば「人魚ですか。ふうん」とさしたる興味もない様子。

　違和感を覚えたのは言うまでもありません。

「どうかしたのですか？　イレイナ。いつものあなたらしくもありませんね」

「いつもの私ってどんな感じなんですか？」

「『ええー？　人魚ですか？　先生！　ちょっと海辺に行って人魚ウォッチングしてきましょうよ！』みたいな台詞せりふを言いながら私の袖そでを引っ張る感じです」

「誰ですかそれ」

　そんなことやったことないですよ、とイレイナは目を細めていました。

　まあさすがに今のは冗談ですけれども、

「でもどうしたのです？　興味ないんですか？　人魚」

「いえ興味がないわけではありませんけど──」

　と、そこでイレイナは話してくれました。

　三か月前に一度人魚に会ったこと。たった一度しか会えなかった男性との恋に悩んでいた彼女に魔法を教えてあげたこと。

　興味がないのではなく、知っていたからたいして驚かなかったのだということを。

「困りましたね……三か月も経っているのに未いまだに海をうろついているなんて……予想外でした……やっぱりもう少し一緒にいてあげたほうがよかったんでしょうか……」

　ぶつぶつと呟つぶやくイレイナでした。

　そのうえで彼女はひとつ、提案してきたのです。

「先生、人魚に会いに行ってもらえませんか？」

　曰く、件の人魚さんを街に連れてきてほしいと、彼女は言ったのです。

　私は首をかしげました。

「それは構いませんけれども……相手は人魚でしょう？　どうやってここまで連れて来るのですか？」

　連れてきたら騒ぎになったりしません？　この街の人達は随分と人魚にお熱のようですし──と私は怪訝けげんに眉根まゆねを寄せたものです。

　しかしイレイナはそんな私に、言うのです。

「あ、それは大丈夫です。たぶん騒ぎにもなりませんし、普通に連れて来られると思いますから」

　などと。

　察するに三か月前に会ったときに、人魚さんに何かしたのでしょうね。ええ分かっていますよ。

「……何を隠しているのですか？」

　じっとイレイナを見る私でした。

　もう長い付き合いになります。こんなときにイレイナがどのような言葉を返すのかも分かりきったうえで、一応、念のために、私は尋ねていました。

　そしておおよそイレイナは予想を裏切ることなく、あくまで飄々ひょうひょうとしたまま、くすりと笑って答えるのです。

「それはあとでのお楽しみということにしましょう」




　その翌日に私はイレイナと話した通りに人魚に会いに行きました。脚が生えていたことには驚きましたけれども──なるほど人になることができる魔法を教えてあげたということなのでしょう。

　まだ不完全な状態ではあるものの、日に日にその技量は向上なさっているようで、聞けば、今は街と海を往復できるようにもなっているとか。

　街を訪れた人魚さんことレイシェさんは、きっと驚いたはずです。


「…………」



　ただ黙って、イレイナの前に座る一人の男性を見つめていましたから。

　それが彼女の想い人であることはわざわざ確認せずとも分かりました。ゆっくりと彼に近づく彼女の足取りは、躊躇ためらいがちで、けれど決して後ずさることはなかったのです。

　二度と離れないように、ゆっくりと、彼女は彼の元へと歩んでいました。

「……キースさん」

　やわらかい声が響きました。

「あ、レイシェさん……」

　一方で男性のほうは少々緊張なさっているように見受けられました。

　二人はそれからゆっくりと互いに歩み寄りました。互いに拒むことはありませんでした。どうして人魚に脚が生えているのかだとか、旅人であるはずの彼がどうしてこの街にいるのかだとか、そういった疑問は二の次で、二人はただただ二人だけの世界に没頭ぼっとうしていったのです。

　多分、私のこともイレイナのことも見えてはいないことでしょう。


「…………」



　その真横を普通に通り過ぎながら、私はイレイナの傍へと身を寄せます。「変身魔法を教えてあげたのなら先に教えてくれてもよかったのではありません？」

　私てっきり魔法使いが人魚の振りでもしているのかと思ってしまったのですけれども。

　などと小言を一つ。

　イレイナは笑いました。

「そのほうが面白いかなと思いまして」

　おや反省なさっていませんね？

　まあいいですけれども。

「私が人魚さんに会いに行っている間、何をしていたのですか？」

　するとイレイナは視線を下ろし。

　そして、答えるのです。

「占いを少々」

　見つめる先、箱の上には、表向きになった貝だけが転がっていました。
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　レイシェさんとキースさんの二人がその後どうなったのかは、長々と語るまでもありませんが、念のためお話ししなければならないと思いますので、簡潔かんけつに綴つづらせていただきます。

「えへへ、イレイナさん。聞いて聞いて？　実はね、キースくんったら私と一緒に旅をしたいって言ってくれたの。だから明日から色々な国に二人で行くことにしたのよ？」

　後日の話です。

　フラン先生と二人で街をふらついていたところ、彼女はとてもとても嬉しそうに私にそのように語っておられました。

　聞けば未だ変身魔法を完全に習得できてはいないものの、日に日に彼女は人間の姿を保つことができる時間が延のびているそうです。

　魔法の練習と並行して、まずは海沿いの街を回っていくつもりだそうです。キースさんの腕にしがみつきながら「えへへ」と笑いながら話してくれました。

「そうなんですか……よかったですね」

　ちらりと真横の彼を見ます。

「あ、ちょっ、あの……、ち、近い……」顔が真まっ赤かでした。

　女性慣れ……してないんですね……未だに……。

　回想の中ではわりと饒舌じょうぜつだったのに……。脚が生えてると駄目なのでしょうか。そうなのでしょうか。そもそも魔法の練習が必要なレイシェさんと同じくキースさんは女性慣れする特訓でもしたほうがいいのではないでしょうか。

　というか。

「彼、私とは普通にお喋しゃべりできてたんですよね……どうしてレイシェさんの前だとああなってしまうのでしょうか」

「人魚フェチだからじゃありません？」

「人魚フェチってなんですか」

「さあ。先生にも分かりません」

　やや投げやりな先生でした。遠い目をしていました。

　一方で私達のそんなやり取りなど彼女らには聞こえてはいないのでしょう。二人だけの世界にすっかり入ってしまっていました。

「ねえキースくん。次の国はどこにする？　私はキースくんがいる国ならどこでもいいのだけど！」有あり体ていに言って丸投げするレイシェさんでした。

「え、ああ……うん、とりあえず今は一人になりたいかな……このままだと死にそう……」一方で彼は既に死にかけでした。


「…………」



　二人はこれから新しい故郷こきょうを探す旅に出るわけですけれども。

　いやしかし。

「前途ぜんと多難たなんですねえ……」

　彼がレイシェさんとの関係に慣れるのが先か、それともレイシェさんが人間の姿を保てるようになるのが先か、果たしてどちらでしょう？

　きっと再びお会いするようなことがあれば、そのときは答えが分かることかと思いますけれども。




　それから旅に出る二人を見送ってから、私達も国を離れる準備をしました。

　人魚が街の近くの海辺から姿を消した報しらせはすぐに国中に広まることでしょう。けれどまあ、三か月前まではそもそも人魚などまともに見られなかったわけで、結局のところその当時の状態に戻るだけですし、大きな問題はないことでしょう。

　人魚に便乗してただの焼き魚に怪しい名前をつけていたお店などは困ることでしょうけど。

「恋っていいですねえ」

　国を出る間際、先生は思い出したように呟きました。人目をはばからずにいちゃこらとやっていた二人（というより一方的にレイシェさんが絡からんでいただけですけど）の余韻よいんに浸ひたっておられるようです。

「イレイナは恋したことありますか？」

　うふふ、とその場の流れで妙なことを尋ねる先生でした。

　ほうほう恋ですか。

　ほうほう。

　私は答えます。

「先生と出会った頃からずっとしてますよ」

　などと。

　先生はやや妙な顔をしました。

「……あら、どなたに？」

　その顔はなにやら警戒なさっているようにも見えて、私は殊更ことさら笑ってしまいました。

「旅にですよ」

「……何ですかそれ」

　おかしなことを言いますね、と先生も笑います。

　しかし仕方がありませんよね。

「恋をすると人は少々面倒くさくなってしまうものです」
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　先生と私がその日辿たどり着いたのは、巷ちまたでは文字の国などと呼ばれている一風変わった国でした。

　お昼頃から平原をほうきで突っ走っていたゆえに私は少々空腹を感じていたので、国の門を見つけた時は少々心躍おどったものですし、しかしそれが文字の国であると気づいたときにはやや複雑な心境にもなりました。

「イレイナはこの国に来たこと、ありますか？」門の前にてほうきを降りた先生が私に尋たずねます。

　頷うなずきました。

「ええ。ひと月ほど前に一度だけ」先生と同じく私もほうきを降ります。「文字の国と呼ばれているくらいですから、文筆ぶんぴつ業に携たずさわる人が結構多いみたいですよ。ちなみに料理のほうは、あまり期待は……できないですね……」

　一度訪れたことがありますからまあまあこの国に関しては知識もあります。まず第一に図書館がものすごく大きいことが特徴として挙げられるかと思います。蔵書数もそれなり。どうやらペンを握る職業の方々にとってこの国は居心地がいいようで、今しがた申し上げた通り、有名作家が多くこの国に在籍ざいせきをしておられるようです。そして並なべて申し上げた通り、この国においては料理はおおよそ質素しっそなものが多く、腹に入りさえすれば何でもいいといった具合にシンプルさを追求した料理ばかりが食卓に並ぶのです。

　普段の私ならば「わあい本がいっぱい！　ステキ！」などと目を輝かせていたことでしょうが、今は本の虫になるよりも腹の虫を落ち着かせたいところなのです。

　いえ、旅人という職業柄、こうして国に辿り着けて食事にありつけるだけで有難いことこの上ないのですけれども。

　けれどもそれでも複雑な心境ですね……。

「我が国の入国審査はすべて書面にて行われます。必須事項にすべて記入をお願いいたします。書き終わりましたら、門の傍そばにある箱に入れてください」

　私達を迎えた門兵もんぺいはそのように語り、ペンと紙切れを私達にそれぞれ手渡し、カウンターへと案内してくれました。

　私は二度目ですから慣れた手つきで必須事項を埋うめていきました。年齢、出身国、この国を訪れた回数、今回の入国の目的、職業、過去の犯罪歴、趣味や好きな本などなど。

「あら……名前を書く欄らんがありませんね？」

　私の横で先生は訝いぶかしげに「ふむむ……？」と小首をかしげておりました。

　お困りのようですね。

「入国するときに名前は書かなくていいみたいですよ。以前、名前を書くことを極端に嫌がった旅人がいるみたいで、揉もめ事になるからと廃止になったそうです」

「あら……そうなのですか」

　変な魔法使いもいたものですねえ、と先生はくすりと笑って、それから必須事項を埋うめていきました。

　書いている最中に先生は、

「そういえばイレイナはこの国にどれくらい滞在していたのですか？」

　とこちらに目を向けることなく、尋たずねます。口ないし耳が寂さびしくなったのかもしれません。私はペンを口に添えて「んー」と唸うなってから、

「確か……一週間くらいでしょうか。滞在期間中はお金に困っていたのでアルバイトをして日銭ひぜにを稼いでいましたね」

「あなたがアルバイトだなんて珍しいですね。何の仕事ですか？」

「無限の可能性を秘めた本というタイトルの本を路上で売って歩くアルバイトです」

「それ、どんな本なのです？」

「中身全部白紙の本です。その辺の本屋に置いてありました」

「要するにただのノートじゃないですか」

「やけに上等な作りになってたので面白半分で買ってみたんですけど、タイトルつけたら結構なお値段で売れたんですよ」

「それ詐欺さぎですよね」

「まあでも白紙ですし無限の可能性を秘めているのは事実ですし」

「詐欺ですよねそれ」

「先生、物事は多角的に見るべきです。見方によっては私が社会的に意義のある行動をしているようにも……見えなくもないでしょう？」

「すみません、どの方面から見てもあなたが詐欺をして住民からお金を巻きあげている絵面えづらしか思い浮かばないのですけど」

「怪しい魔女が路上で売っているような本を安易あんいに買うと後悔こうかいしますよー、という教訓が私の商売からは得られると思いません？」

「結局詐欺ではないですか」

　相変わらずですねえ──と呆あきれたように先生は嘆息たんそくを漏もらし、そのあとでペンを置きました。書き終えたようです。

　私達はそれから揃そろって入国審査用紙を門の傍に設置されていた四角い箱の中にポイっと入れました。箱から紙が再度吐き出されたら晴れて審査終了となります。

　まあ実際のところ私がこの国への入国にやや消極的なのは、斯様かような悪行が国にばれてしまっているのではないか、という不安が要因であったりもします。

　しかし再度入国審査用紙を書いていて思ったのですけれども。

　──名前書かなくていいし、多分、大丈夫なのでは？

　正直に白状すると、前回入国したときも今回も審査用紙はテキトーに記入欄を埋めました。つまり噓うそまみれです。でも別に紙面だけで、過去に詐欺的行為を働いた私が素知そしらぬ顔で二度目の入国をしようとしていることなど分かるはずもありませんし、大丈夫ですよね？　……ですよね？

　ほどなくして、チーン、とベルが鳴って、紙切れが箱から吐き出されました。

「あら」

　フラン先生の用紙でした。紙の端のほうに『入国回数：二回』『国からの通達：あなた宛あての本を預かっています』との文字が印刷されていました。

　……おやおや？

「先生、この国に来るの、二回目なんですか……？」

「あら？　言っていませんでしたっけ？」

「初耳ですけど……」

　などとやり取りをしている最中です。

　私のぶんの紙切れが先生の時と同様に、チーン、とベルを鳴らして吐き出されました。

　紙切れには印刷が施されていました。これも先生の時と同様に──。

『入国回数：二回』

『国からの通達：事情聴取を要請します』


　…………。



　ん？

　ちょっと違う？

「君、ちょっといいかな」

　首をかしげた直後、肩を叩かれました。跳ね上がる心音とともに恐る恐る振り返ると何人かの兵士が立っておりました。


「………………えっと、何の用、ですか……？」



　声を絞り出し、そして目を逸そらす私に向けて兵士の一人は、

「以前この国の路上で詐欺をしていた魔女だな？　詳しく話を聞かせて貰もらえるかな」

「え？　えー？　詐欺……？　い、一体何のことですか？」

「今書いてもらった入国審査用紙の筆跡が一か月前に出回った妙な本の表紙に書かれていた筆跡と一致いっちした」


「…………」



「そして偶然ぐうぜんにも一か月前の入国審査用紙の筆跡とも一致している。不思議なことに出身国も年齢も何もかもばらばらだったが、筆跡だけはなぜか一致しているんだ」


「…………」



「ご同行願えるかな」

　言いたいことは分かりますよね？　というニュアンスを存分に含んだ言葉でした。


「…………」



　私は先生を見ました。

　先生は私を哀あわれんだのでしょうか、

「イレイナ。物事は多角的に見るべき、でしょう？」

　私の発言を拝借はいしゃくしつつそのように語っておられました。

　と言われましても。

「すみません、どの方面から見ても私がこってり絞られる未来しか見えないのですけど……」

「因果いんが応報おうほうですねえ」

　先生はやはり呆れたように嘆息を漏らし、けれど少し笑っていました。

　その顔はなぜだか、どこか昔を懐なつかしんでいるようにも見えました。





●






　文字の国へと入国を果たすこのタイミングで、悪い魔女が兵士達に囲まれておりました。

　どなたでしょう？

　そう、愛弟子まなでしです。

「断固拒否します！　断固拒否します！」

　などと自棄やけになって事情聴取を拒否しながらも結局イレイナは半ば強引に兵士達によって連行されてしまいました。

　事こうなっては仕方ありません。悪事を働いたのはゆるぎない事実でしたから、私はせめてもの慰なぐさめに「その……頑張がんばってくださいね？」などと意味不明な鼓舞こぶをしつつひらひらと手を振ってお見送りをして差し上げました。

「夜まで帰ってはこないでしょうね……」

　けれども仕方がありませんね。

　私はそれから近くにいた兵士の一人を捕まえて、イレイナが解放されたら渡してほしいと手紙を託たくしました。『大通りの噴水広場の近くにある宿屋で待っています』と、ただそれだけを綴つづった手紙でした。以前、この国に滞在していたときに泊っていた宿屋に、今回も泊るつもりでいましたから。

　もっとも、私がこの国を最初に訪れたのは随分ずいぶんと昔のことになりますから、今もその宿屋があるかどうかは分かりませんけれども。

　どのような国でも、昔のままの姿でいることなどないのですから。人も場所も、変わらないということは決してないのです。

　変わらないと感じるのは、それだけ共にいるからそう感じるだけなのです。

　もしも私がかつて泊った宿屋が潰つぶれてしまっていたのならば、まあ、そのときは噴水広場で待っていればいいでしょう。

　かくして私は入国審査用紙に綴られている通りに、二度目の入国を果たしたのでした。

　懐なつかしさを覚える街並みが、私を出迎えてくれました。

　この街のことはよく覚えています。

　ここは私が旅人になって以来、初めて一人で歩いた街なのです。

「……懐かしいですね」

　本当に随分と前のことになります。

　故郷こきょうから命からがら逃げ出した私は、その当時、一人の魔法使いと旅路を共にしていました。

　白に近い灰色の髪を伸ばし、身にまとうのは黒のローブと三角帽子。胸元には星をかたどったブローチがあり、魔女でした。

　そして彼女こそ私の生涯において二人目の先生となった人です。

　ゆえに当時は彼女のことを私は「師匠ししょう」と呼んでいました。先生はもういましたから。「いい？　これから私のことは師匠と呼びなさい」と半ば強引に呼ばされたからでもありますが、ともかく私は彼女を師匠と呼んでいました。

　そんな師匠が、国に入る直前にきっぱりと言い放っていた言葉がありました。

「断固拒否するわ」

　当時の私といえばまだ国の外を知らない世間知らずでしたから、例えば目に映るものすべてが素敵な光景に思えていましたし、何ならそうして門兵に囲まれながらも断固として自らの意見を譲らない魔女さんの姿にさえやだ、かっこいい、と思っていました。

「名前なんて書かないわよ。ぜったい書かないわよ。身分証明書も出さないわ」

　ちなみに師匠がゴネていた要因は、入国審査用紙にありました。名前を書く欄があったのです。彼女はなぜだか名前を書くことを極端きょくたんに嫌がっていました。

　ちなみに当時の私の心境はこうです。

（兵士に囲まれても毅然きぜんとしている……！　やっぱり魔女さんって凄すごいんだ！）

　ただのあほです。

　当時を思い返してみれば、師匠が兵士達に囲まれていた理由というのは実際のところ、

「お前、この前うちの国で詐欺してたろ」「目撃証言たくさん出てるんだよね」「被害届もな」「名前書いてくんない？」「とりあえず事情聴取受けてもらいたいんだけど」

　兵士達が無尽蔵むじんぞうに投げる言葉からおおよその察さっしがつくことと思いますが、やはり子は親に似るのか、私の当時の師匠もまた詐欺的行為を働いていたのです。

　つまり名前を書けば「あれ？　君、この前も入国してたよね？　しかも詐欺してたよね？　ちょっと裏まで来てくれるかな」と連行されることは火を見るより明らか。彼女にとって名前を書かないことは自衛のための最後の手段であったのです。

　しかし親も子も互いに同じ顚末てんまつを迎える定めにあるものなのかもしれません。

「いいからとっとと来い！　連行だ！」半ば強引に手錠てじょうを嵌はめる兵士さん。

「やめなさい！　私を誰だと思っているのかしら！」

「詐欺師」「守銭奴しゅせんど」「犯罪者」

「そういう直球の言葉は傷つくからやめて」

　そのまま師匠は私が見送るなか、兵士達に連行されてしまいました。

　つまるところ今の私のように、当時の私もまた、ただ一人取り残されてしまったのです。とはいえ当時私が置かれていた状況は、今とは大分異なります。


「えっ？　師匠、えっ？　えええっ……？」



　突然一人取り残されて急に心細くなりおろおろとし始める当時の私がそこにはおりました。「君は行ってもいいよ」と兵士さんは私を国の門の向こうまで通してくれましたが、重ね重ね語るようにそもそも当時の私は一人で外の世界を歩いたことがなかったのです。

　生まれてから、覚えている限りずっと深い森のビエラの中で過ごしていましたから。

　だからたった一人で国の中へと放り出された私は、途方に暮れていました。

「ど、どうしましょう……」

　辺りを見渡します。

　石畳いしだたみが真っすぐ延びていました。両脇に並ぶ建物たちの壁は白く、陽の光を受けて眩まぶしくもありました。通りには本屋さんや郵便屋さん、本が読めるカフェやら有名作家の記念館やらと文章に関わるお店の看板が目に入りました。ここが文字の国と呼ばれていたことを知ったのは、あとになってのことでした。

　初めて見る光景に私はすぐに心を奪われました。

　どこまでも広がる美しい外の世界が、私を迎え入れてくれました。たかが国のたかが路地の一つ一つが、私にはとてもとても輝いて見えました。果てしなく続くかのように見える道をあてもなく歩いた私は、やがて噴水のある広場に辿り着きました。

　ぽつりぽつりと置かれたベンチにて街の人達が一休みしていました。すぐ傍に佇たたずんでいる図書館から本を借りた人がそのまま休憩がてらに読書にふけるために利用しているようで、本を手にしている人が多く見受けられます。

　とはいえ誰だれもが本を読んでばかりいるのかといえば、そうでもないようでした。

「むむ……これは……！　いや駄目だめだな……むうう……」

　噴水を背にして佇むベンチの一つに、おじさんが一人座っていました。

　薄い冊子にさらさらと文字を連ねたかと思うと、彼は直後に白髪しらが交じりの頭をかいてページを破っておりました。

　年のせいなのか、それとも気難しい顔を浮かべて頭を抱えているからか、おじさんはそこそこお年を召しているように見えました。

　ですから彼のもとにまだお若い女性が近寄っていくのが見えたときは、恥はずかしながら私は娘さんだとばかり思っていたのですけれども。

「あなた、こんなところで執筆活動？」

　夫婦でした。

　夫婦だったようです。よく見れば二人の左手の薬指にはお揃そろいの指輪が嵌はめられておりました。

「いきなり話しかけるんじゃない！」おじさんは冊子をあわただしく背中に隠し、奥様を見上げると、「どこで書いていようが私の自由だろう。放っておけ！」と声を荒げて突っぱねるのでした。

「私はこれから服屋を見て回るのだけれど、一緒に来る？」

　おじさんの対応には慣れておられるようで、奥様は極めて穏やかな口調でした。

「行くわけがないだろう。私は新作の仕込みで忙しいんだ！」

「服を見たあとに食事でもどうかしら？」

「いらん！」

　一人で勝手に行ってこい、とおじさんは吐き捨てます。まあ何と冷たいおじさま。

「あらそう」うふふ、と奥様はお上品に口元に手を寄せて笑い、「じゃあ、もうしばらくここで待ってて頂戴ちょうだいな」と言い残して、再びおじさんのもとを去ってしまいました。


「…………」



　そんな奥様の後ろ姿をおじさまはしばらく眺ながめたあとに、「……行ったか」と呟つぶやいて、再び冊子を開き。

「ううむ……やはり何を書いてもしっくりこんな……むうう……」そして頭を抱えながらペンを握り締めました。

　ところで私は国の外を歩くのが初めての経験であったことはもうご存じのことかと思いますが、実のところ私の生まれ故郷には娯楽と呼べるような娯楽はなく、そのため文筆業に携たずさわる人間を目にしたのも、これが初めてのことになります。


「…………」ですから私が物珍しいまなざしでおじさんをまじまじと観察してしまったとしても、それは仕方のないことだったと言えるのではないでしょうか。



「書き出しは何がいいのだ……？　そもそも何を綴れば正解なのだ……？　むうう……分からん」


「…………」至近距離でその冊子を覗のぞき込むようにじーっと見つめてしまったとしても、罪にはならないのではないでしょうか。致いたし方ないのではないでしょうか。



「やはりここは臭くさい台詞せりふの一つでも書いてしまえば──ん？」


「…………」おじさんと目が合いました。




「…………」おじさんは黙りました。



「こんにちは」とりあえず程度に挨拶あいさつをしました。


「…………」おじさんはそれでも尚なお黙だまりました。そして、ぱたん、と冊子を閉じると、



「な、なんだ貴様は！　じろじろと見るでない！」

　再び奥様にそうしたように声を荒げてみせました。近づく者があると条件反射的に怒鳴どなり散らす習性をお持ちのようです。

「あ、す、すみません……」しかし当時の私はまだ世間知らずなだけでしたから、急に怒られてしまったことに少々たじろいでいました。「小説家さんを見るのは初めてだったので……」

「むっ……なんだ、子どもか……」

　まだ相手が年端としはもいかぬ少女であったことに遅れて気づいたのか、おじさんはそこでようやく大人らしい振る舞いを思い出したようでした。「小説に興味があるのか？」


「…………」こくり、と私は頷いていました。



「そうか」

　おじさんの手元にある冊子の表紙には『妻へ』と綴られています。

　本のタイトルでしょうか？

「それは新作ですか？」

　私は冊子を指差していましたが、おじさんは首を振ります。

「違う」

「……？　違うとは？」

　どういう意味で？

「これは小説じゃない。知らんのか？」

　私は頷きます。

「ふむ……。よその者か」私の格好かっこうをまじまじと見つめるおじさん。「これは図書館に保管するための本だ」

　おじさんはそしてゆっくりと噴水の向こう──図書館へと振り返り、一つ面白い話をしてくれました。

　どうやらこの国には少々変わった図書館の利用方法が存在しているようです。

　本来、図書館というのはご存じの通り一般に流通されている本を所蔵し、無料で読ませてくれるような施設のことを指すのですけれども。しかしこの国においてはもう一つの役割を持っているようでした。

「この国の図書館は個人が所有する冊子を倉庫に保管してくれるんだ。ネタ帳や手記なんかをな」

　曰いわくこの国は昔から文筆業に携わる人間が多くいたようで、同時に、図書館で作業をする作家さんがそれなりにいたようです。作家さん達は自らのネタ帳を持ち込んで本を読んだり資料を漁あさったりしながら新しい物語を図書館で作り出していたわけですが、ネタ帳の冊数が増えれば増えるほど毎回全部持ち込むのが億劫おっくうにもなるもので、同時に作家さん達の間で交互に冊子に文章を綴って小説を書く一種のお遊びも流行し始めたこともあり、図書館側が個人の冊子を一時的に保管するよう取り計らったことがあるそうです。

　毎回重い荷物を持ち込まなくても手ぶらで図書館で作業をすることが可能になり作家さん達は大喜び。

　図書館が冊子を保管してくれるようになったことは一般にもほどなくして知れ渡ることになり、やがて恋人同士が交換日記を保管するために、あるいは未来の自分へのメッセージを保管してもらうために利用するようになったのだといいます。

　むしろ今ではそういった利用の仕方が一般的なのだともおじさんは教えてくれました。

　しかし、ならば、要するに。

「あなたが書いているのは、奥様へのラブレターですか？」

　まあざっくり言うとそういうことになりますよね？


「…………」おじさんはしばし黙りましたが、「……まあそうだな」と苦い顔を浮かべるのでした。



　未だ頭を抱えるばかりで端はし書がきすらできていないことは想像に難くありません。

「直接言葉にして伝えるのは難しいからな……文章であれば多少はまともになれると思ったのだがな、上手うまく言葉に出来んものだな」

　仮にも私は小説家なのだがな──とおじさんは頭をかきました。

　奥さんに対する態度に悩みを抱いていることも、想像に難くありませんでした。

「まあ、こんなものを改めて書かなくとも私が妻に対して何を思っているのかなど、きっと伝わっていることだろうがな」

　おじさんと対照的に至極穏やかだった奥様を、私は思い出していました。新作の仕込みで忙しいなどとわめく彼を見守るように笑っていた彼女は、確かに彼が何を書いていたのか、悩んでいたのか見通していたようにも、見えました。

　けれど、

「伝わっているからといって、書かなくていいというわけでもない」おじさんは何度も破ったせいですっかり薄くなってしまった冊子を撫なでて、語ります。「どんな物語も、どんな思いも、言葉にして初めて意味を持つ。頭の中にあるうちは存在していないのと同義だ」

　だからこうして書くのだよ──と彼は、奥様を捜すように、街並みを眺めて語るのでした。

「書きたいことは決まっているのですか？」

　私の当たり障りのない質問に対して、彼は頷きました。

「そうだな。決まっている。だが多すぎる」

　ほうほう。

「だから頭を抱えているんですね」書きたいことが多すぎて悩んじゃうわけですね。

　と私は一人納得したのですけれども。

　しかしおじさんは笑いながら首を振っていました。

「頭を抱えるのは単に気恥きはずかしいからだよ」




　その日、夕方になって私は師匠と合流し、噴水広場近くの宿屋へと泊まりました。

「なるほどね」

　師匠は本日私の身に起こった出来事を聞くと、一人納得したように頷いていました。「だからこの国の本屋さんは変な冊子がたくさん売っていたのね……」

　言いながら彼女が懐ふところから出したのは、街でおじさんが手にしていたものとまったく同じ冊子でした。

「どこでそれを……？」

「以前、この国に来たときに商売のために幾いくつか買っておいたのよ。一冊あげるわ」

「あ、はあ……」商売とは一体何のことで？　と少々疑問を抱きましたがとりあえず受け取っておきました。

「この国に来るのは二度目だけれど、そういう文化があることは知らなかったわ。明日図書館に行ってみましょう。未来の自分にメッセージを送ってみるなんて面白いじゃない」

　俄然がぜん乗り気の師匠でした。

　いえ乗り気になっていただくのは大変結構なのですけれども、冊子も頂いたことですし、ぜひとも伺うかがいたいくらいですけれども、

「師匠、兵士さんに目をつけられたりしていませんか？　図書館になんて行って大丈夫ですか？」

　昼間に揉め事を起こしていますから、私はてっきり明日には国を出ていくことになるものだと思っていたのですけれども。

「問題ないわ。金で解決したもの」

「お金で……！」

　くどいようですが当時の私は世間知らずでしたので「困ったときにはお金で解決しちゃう師匠すてき！」と思っていました。どうしようもないあほです。

「ところでこの冊子を使った商売って何ですか？」

　素朴そぼくな疑問でした。

　すると師匠は「ふっ」とやや誇らしげな笑みを浮かべながら、

「錬金術れんきんじゅつよ」

　と答えるのでした。

　冊子の表紙をよく見てみれば『無限の可能性を秘めた本』と綴られておりました。


　…………。



　親と子はやはり似るものですね……。





●






　思い出話はそこそこに。

　大人になり、再び歩く街並みはどこか昔よりも小さく慎つつましい印象にまみれておりました。あるいは私が大きくなっただけでしょうか？

　この国に来たのは随分と前のことですから、残念ながらかつての街の姿を鮮明せんめいには覚えてはおりません。ゆえに、かつてのように私は街をぶらぶらと歩き回りながら、思い出を拾い集めるように街を眺めて回りました。
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　文字の国と未だ呼ばれているだけあって、本屋さんが数多く軒のきを連ねておりました。

　小難しい学術書の類たぐいを扱あつかったお店から、娯楽ごらく小説のお店、それから図書館に預ける冊子の専門店などなど。

　幾いくらかお店を見て回りました。

「……あら」

　ほどなくして、とあるお店に辿り着いたとき、見覚えのある顔と遭遇しました。

　眉間みけんに皺しわを寄せた、気難しそうなお顔。昔にお会いした時と相変わらずな一人の男性の姿が本屋の前にはありました。


「…………」



　ただし彼はかつてと違い、私に言葉を語ってくれることはありませんでした。反射的に声を荒げることもなければ、けれど頭を抱えたりもしていません。ただじっとこちらに鋭い眼光を向けているのみです。

　それどころか昔と異なり、ただただ薄っぺらい紙切れになってしまわれておりました。

「……有名な作家さんだったのですね」

　私は本屋の前、彼の姿を眺めながら、身を屈かがめます。

　娯楽小説を取り扱うそのお店では、私が昔、言葉を交わした彼の小説でフェアを組んで店先に並べておりました。ざっと見る限り彼の作品がずらりと並べられています。

　せっかくお店に来て懐かしい顔とお会いできたのですから、なんとなくこのまま立ち去るというのも少々寂しい気がして、私は棚たなから一つ、本を手に取り、買いました。

　この機会を逃すと、二度と巡り会えないような気がしてなりませんでしたから。

　買ったばかりの本を抱えてお店を出る間際、私はふたたびお店を振り返ります。

　没後五年。

　私の知るおじさんは、傍らにそのように文字を飾りながら、小さなポスターの中で窮屈きゅうくつそうにしておりました。




『国からの通達：あなた宛ての本を預かっています』

　入国した際に渡された紙きれを見ながら私はかつての足跡そくせきを辿っていました。曰く、入国審査用紙を見せれば、私に宛てられた本を図書館で渡してくれるそうです。

　私に宛てられた本と言いますが、覚えている限り、私はこの国に友人と呼べるほどの親しい間柄の者はいませんし、恋人などもってのほかです。

　ですが差出人に心当たりがないわけでもありません。

　ほかならぬ私が私に対して贈った冊子が、恐らくは図書館に収蔵されているのでしょう。

　はて一体どのような内容を書いたのでしょう？　残念ながら図書館に行ったことは覚えているのですけれども、師匠に渡された『無限の可能性を秘めた本』とやらに記した内容に関しては既に私の頭の中からすっかりするりと抜け落ちてしまっていました。頭をいくらか捻ひねってみましたが、噴水広場に辿り着くまでの間に思い出すことはありませんでした。

「こんにちは」

　むしろ噴水広場に来た直後に、それまで記憶の糸を手繰たぐり寄せていた手をぴたりと止めてしまっていました。

　顔を上げると、噴水を背に一人の女性がベンチからこちらを見上げているのが見えました。

「その本、好きなの？」女性の目は、私の手に握られた一冊の本に注がれていました。

「まだ読んだことはありませんから、好きかどうかは」

「ああ、……そうよね。ごめんなさいね、懐かしくて、つい」女性の手は、お上品に口元に添えられていました。

　見覚えのある仕草で、彼女は笑っていました。

　そのお膝ひざの上には、ぼろぼろの冊子が一つ、ありました。

　私がその冊子をまじまじと見つめていたからでしょうか、あるいは入国審査用紙が目に入ったからでしょうか、

「あなた、よその国の人ね？」と女性は穏やかに尋ねます。

　然しかりと頷きました。

「そうですね。遠い遠い国から来ました」

「何の御用ごようで？」

　私は答える代わりに女性の手元を指差します。

　それだけで察しがついたようで、「あら」と彼女は顔をほころばせました。

「お相手は誰？」

「昔の私自身です。何を書いたのかは、よく覚えてはいないのですけれども」

「そう」

　だったら楽しみね、と彼女は言いました。

　私は頷き、

「そちらの冊子は旦那だんな様から頂いたものですか？」

　と首をかしげます。

「ええ」分かりきっていた答えが返ってきました。「不器用で、すぐ怒鳴る主人だったわ」

　本来ならば上等な作りになっているところの冊子は随分とみすぼらしく、そしてよく見れば極端に薄くなっていました。きっと私と会ったあとも何度も何度も書き直したのでしょう。頭を抱え続けた跡が、そこにはありました。

　彼女はぼろぼろになり果てた冊子を愛いとしげに撫でると、

「でもいい夫だったわ」

　と、囁ささやきます。

「……その冊子には何と書かれているのですか？」

　少々興味を惹ひかれました。おじさんは結局、悩みに悩みぬいて、何を伝えたのでしょうか？

「たった一言よ」

　女性は笑いながら、冊子をこちらに手渡してくれました。「面と向かって言うのがよほど恥ずかしかったのでしょうね」と。

　私はそして彼女から冊子を受け取り、開きます。


「…………」



　そこには確かに、直接口にするには少々気恥ずかしい言葉が、綴られていたのでした。





●






　図書館の中は見渡す限りが本で埋め尽つくされておりました。

　さすが文字の国と自称するだけあります。ガラス張りの天井てんじょうからこぼれる光が、棚に並ぶ本たちをあまねく照らします。

「ようこそ。図書館へ」

　師匠と二人、受付を訪れると、カウンターの向こうで座っていた女性は、噂うわさで聞いた通り、この図書館では一般書籍を借りることも、自ら持ち込んだ冊子を保管することもできると語ってくれました。

「じゃあ、この子の冊子を保管してくれるかしら」

　師匠は受付さんに言いながら、私の背中を押しました。私は反射的に師匠を見上げます。

「師匠はいいのですか？」

「ええ」軽く頷きます。「私、この国で悪いことばかりしたもの」

　書いたところで取りに来られないわよ──と師匠は肩をすくめていました。

　こう言っているようにも聞こえました。

　いつか大人になったときに、またここに戻って来なさい、と。

「……じゃあ、これ、お願いします」

　私は両手で冊子を受付さんに手渡します。

　夜のうちに、中身は書いておきました。何を綴ろうかと何度も頭を抱えた結果、結局私はいつか、こんなものを書いたことすら忘れるくらいに大人になったときに、読んでくすりと笑える程度の可愛かわいらしい内容を、綴ったのでした。

　大人の私に向けて。

「承うけたまわりました」

　私の冊子を受け取った受付さんは、しばらくそれを不思議そうに見つめたのちに、再びこの国に来たときに入国審査用紙を図書館に持ってくれば冊子を返すことができる、と教えてくれました。

　だから大人になったときに、またここに来ようと思いました。

　何を書いたのかを忘れるくらいに、大人になってから。

「どんな内容を書いたの？」

　図書館から出る最中に師匠が尋ねます。

　私は答えました。

「未来の私に、一つ質問をしました」

　口にするのは少々恥ずかしい内容を、と。





○






　国の兵士さん達に囲まれつつ夜になるまで長時間こってり絞しぼられ、挙句あげくの果てには罰金を払わされ、最終的には「もう二度とやるなよ！」ときつくお叱しかりを受けたのちに、ようやく私は自由の身と相成あいなりました。

　そういった経緯けいいもあって、先生と合流した際には既すでにへとへとで、食事を摂とる気力すら残っていないほどでした。

「ただいま戻りました……」

　宿屋へと辿り着いた私の声は弱り切っておりました。もはや死に体です。

「お帰りなさい。大変だったみたいですね」先生はいつものようににこやかに私を迎えてくれました。どうやら読書中のようで、ベッドに寝転がる彼女の手には本がありました。

　くつろいでますね……。

　私とは違い充実した一日を送ったようですね……羨うらやましい……。

　などと、そんな風にややヤケクソ気味に先生を眺めていた私でしたが、


「…………？」ふと、ベッドの傍かたわらに置かれている冊子が目に入りました。



　見覚えのある冊子でした。見覚えのある表紙でした。『無限の可能性を秘めた本』などと。

　おやおや？

「……私、先生にその冊子お渡ししましたっけ？」

　記憶にないのですけれども？

「いえ」先生はあっさりと首を振ります。「これは私が前から持っていたものですよ」

「そんな変なタイトルを書く人間、私以外にいない気がするのですけど」

「いえ案外他にもいるものですよ」

「どなたですか」

「変な人です」

「でしょうね。見れば分かります」


「…………」



　先生なんとも言い難い顔をしておられました。いえそれはともかくとして。

「とりあえず今日はひどく疲れたのでとっととお風呂ふろに入ってさっさと寝ますね……」

　宿屋に来たとたん疲れがずしんとのしかかってきたような錯覚さっかくに襲われました。もう今日は何もしたくありません。

「そうですね」ベッドの上から、先生が頷いていました。「ゆっくり休んでください」

　フラン先生は、言いながら手をひらひらと振っていました。

　いつもよりも一層穏やかな声に振り返ると、彼女はどこか懐かしそうに、笑っていました。





●






　宣言通り、イレイナはお風呂に入ったあと食事を摂ることもなく、髪を軽く乾かしてから「おやすみなさい」とベッドにころりと横になってしまいました。

　怒られてよほど疲れたのでしょう。しばらくすると寝息が彼女のベッドから聞こえてくるようになりました。

　その頃には本も読み終わってしまっていましたから、私はぱたんと閉じて、起き上がりました。

　傍らには、薄い冊子が一つ、置いてあります。

　ずっと昔に私が私に向けて書いたものがあります。


「…………」



　冊子を開きました。

　薄っぺらい冊子にはたったの一ページしか残ってはいませんでした。何度も何度も書き直して、それでも上手うまく言葉にできなくて、当時の私はその度にページを破り捨てていたようです。

「結局たったの一言しか書くことができなかったのですね」

　ずっと前に会ったおじさんのように、書きたいことが多すぎて、何を書いても恥ずかしくて、まとまらなかったのでしょう。

　苦し紛まぎれの一言は、一ページ丸々使って収められていました。

　過去から未来に、私に対してのメッセージが綴られていました。

　あるいは、私以外のどなたかへの、メッセージでもありました。


「…………」私はベッドで寝息を立てているイレイナを覗き込みました。



　横を向いて、静かに静かに寝息を立てている彼女はやはり疲れているようで、すっかり夢の中へと浸つかっているように見えました。

　起きる気配はありませんね。


「…………」



　少々ここで私のいたずら心が燻くすぶりました。

「……えい」頰ほおをつついてみました。

「んん……」少々鬱陶うっとうしそうに眉根まゆねが寄せられました。けれどもやはり彼女は眠りの世界の中におられるようで、やはり静かな息が続くばかりです。

　寝てますね。


「…………」



　先ほどまで、かつて会ったおじさんの本を読んでいたからでしょうか。

　頭を過よぎる言葉がありました。

　──どんな物語も、どんな思いも、言葉にして初めて意味を持つ。頭の中にあるうちは存在していないのと同義だ。

　そんなことを、彼は昔言っていました。

　気持ちが伝わっていようといまいと、結局、言葉にしなければ意味がないのだと。


「…………」



　寝ている今に私がイレイナに語り掛けたとしても、あまり意味はありませんね。

　結局のところ伝わりはしないのですから。

　ですからこれはあくまで予行演習といたしましょう。

　私は彼女の長く、柔やわい髪を撫でました。くすぐったそうに少し眉根を寄せた彼女の露あらわになった耳に指を添えて、私は一つ囁きます。

「あのとき、私を助けてくれて、ありがとうございます」

　ずっと昔に命を救ってもらったから、今の私はあなたの隣にいるのです。

　ずっと昔の私が、今の私に尋ねます。

　たった一言、口にするには少々恥ずかしい内容を。

『今もイレイナさんのことが好きですか？』

　そうですね。

「大好きです」





●






　翌日になって私とイレイナは宿屋で寝ぼけ眼まなこをこすりつつ朝食を摂って、ほどよく時間が過ぎた頃に国を出ることにしました。

　もう少し観光をしてもよかったのですけれども、イレイナのほうから「今日のうちにこの国を出ませんか？」と提案があったために、そうすることにしたのです。まあ彼女自身、怒られた場所にそうそう長くはいたくありませんよね。

　親子は似るといえど、きっと昔、図書館に赴おもむいた師匠も、本当はすぐにでも国を出たかったのでしょう。そうしなかったのは、きっと私がいたから。


「…………」



　見納めとなる国の情景じょうけいをぼんやりと眺めながら、私は歩きました。

　石畳が真っすぐ伸びていました。両脇に並ぶ建物たちの壁は白く、陽の光を受けて眩まぶしくもありました。通りには本屋さんや郵便屋さん、本が読めるカフェやら有名作家の記念館やらと文章に関わるお店の看板が目に入りました。

　ここは文字の国。

　たくさんの言葉が並ぶ、素敵すてきな国でした。

「んんー……」

　そうして、やがて国の門が見えた頃になってのことです。イレイナは横からじっと私の目を見て、何かが歯に詰まったように口元をもどかしく動かし始めました。


　…………？



「どうしました？」

　私が尋ねると、イレイナは、


「…………」やはり私を見たままじっと黙り、それからもまた同じく「んー」と考え込んでから、



「実を言うと、一つ先生に言い忘れていたことがありまして」

　とのたまいました。

　おやおや。

「何ですか？　まだ余罪よざいがあったんですか……？」詐欺ですか？　詐欺の話の続きですか？　先生今度こそ怒りますよ？

　などとやや顔をしかめたものですが。

　けれども私の予想はおおよそ見当違いも甚はなはだしかったようで、

「そんなんじゃありませんよ」と少々冷たく彼女は言い放っていました。

　その様子はやや不貞腐ふてくされているようにも見えました。

「では何ですか？」

　門の目の前。

　私は立ち止まり、彼女に尋ねます。首をかしげる私でした。

　イレイナはそれから再び黙り込み、悩むように小難しい顔を浮かべてから大きく大きくため息を漏らしたかと思うと、

「先生」

　と一歩踏み出し、私の傍らで、ずい、と背伸びをして。

　それから私の髪を撫でるように触れて、耳に指を添えるのです。

　そして彼女は、たった一言囁きます。

「どういたしまして」

　その言葉が意味するところが何なのかを、何に対しての言葉なのかを理解するまで、少々時間を要しました。

　たった一瞬だけ背伸びをしていた彼女は、それからすぐに私の前に踏み出して、

「それじゃあ行きましょうか」

　と、そのまま門へと向かってしまいました。

　それからしばらくイレイナがこちらに振り返ることはありませんでした。

「……そうですね」

　私は彼女の足跡を追います。

　彼女が振り返らなかったことに少々ほっとしながら。
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「これより裁判さいばんを開廷かいていします」

　壇上だんじょうからの一言で私の意識は覚醒かくせいしました。

「……え？」

　なぜだか私は手錠てじょうを嵌はめられ、見覚えのない部屋の真ん中に、立たされておりました。

　はて、ここはどこで？　私は辺りを見渡します。

　そこは堅苦しい雰囲気ふんいきの一室でした。右に長机、左にも長机。前を向けば見覚えのある顔が、檀上からこちらを見下ろしています。その刺すような視線から逃れるように振り返ってみれば、簡素かんそな柵さくの向こう側からたくさんの人が私を見上げています。ざわめきがそこにはありました。

「あれが例のイレイナさん……？」「しっ！　目を見ちゃだめよ！　めろめろにさせられるわ！」「確かに犯罪者ヅラしてるわね……」「国を跨またいで詐欺さぎしてそう」

　ひそひそと飛び交う言葉の数々が私に差し向けられた刃物のように突き刺さります。

　誰もが私に敵意を向けておられたのです。

　けれども私はわけも分からず戸惑とまどうばかりで、はて一体どうしてこのような場に立たされているのかも、分かりませんでした。

　私は確か昨日、宿屋で寝て、それから──。

「静粛せいしゅくに」

　かん、と木槌きづきが叩たたきつけられ、静寂せいじゃくを取り戻します。思考の海に沈しずみかけていた私は、そこでまた、この場所に意識を引き戻されました。

　そのときになって、ようやくこの場所が罪を裁く場所であることに、私は気づきました。

　ここは法廷ほうてい。

　壇上にいる人物は、つまるところ裁判官ということになるのでしょう。

「まず最初に、被告人ひこくにん」

　裁判官は、そのように告げて私を見やりました。「名前は？」

　被告人……？　私がですか？

　罪を犯したかどうかはさておき、法廷に連行された記憶などないのですけど……？

「えっと……イレイナです」しかし有無うむを言わさない雰囲気が、質問に答えさせていました。

「職業は？」

「……旅人です」

　私は答えました。直後です。

「異議いぎあり！」

　私の左側の長机から立ち上がる気配がありました。「被告人は噓うその供述きょうじゅつをしています。旅人は職業ではないと思います」

　裁判官に対してはっきりと言い切る彼女は黒の髪を伸ばした大人の女性でした。なぜだか妙みょうに威風堂々いふうどうどうと立っている彼女は、黒いローブと三角帽子を身にまとい、胸元には星をかたどったブローチがありました。

　彼女は魔女。

　というかフラン先生でした。

「弁護人べんごにん」

　裁判官がフラン先生を睨にらみます。「今は人定質問じんていしつもんの時間です。座っててください。それと被告人の噓うそを暴あばくのはあちらの検察けんさつの役割です」

　わりと本気で怒っておられました。

「……すみません。ちょっと言いたくなって、つい」

　しゅん、と小さくなって座るフラン先生でした。

「被告人。出身地は」

「平和国ロベッタです」

「なるほど。ありがとうございます」

　なんだかよく分かりませんけど質問が終わったようです。

　丁度ちょうどそのころ気づいたのですけれども。

「じー……」

　検察が私を見てました。台詞せりふにまで現れるくらいにじーっと穴が開くくらいに私を見つめていました。


「…………」検察を見ました。



「じー……」検察側の席に座る彼女は見覚えのある顔でした。白い髪はさらりと伸び、頭にはリボン。年の頃は私より少々下くらいでしょう。

　こちらもどういうわけかフラン先生同様、見覚えのある顔でした。

「……えー？」

　というかアヴィリアさんでした。なぜ彼女がここに……？

　どういうことですか？

　私は再度振り返りました。

　よく見ると柵の向こう──傍聴人ぼうちょうにん席に座っているのは、見覚えのある顔ばかりでした。

「ああ……女の子がいっぱいだわ……！」なぜか目を輝かせて辺りを見渡しているのは眼鏡めがねの考古学者さん。ヴィオラさん。

「不潔ふけつ」そんなヴィオラさんの横で、ぺっ、と吐き捨てるのは褐色かっしょくの魔法使い。アトリさん。

「ふふふふふふふふ……」不敵ふてきな笑みで林檎りんごを撫なでまわすのはサブカル女さん。

「ここにグールが来たら全員速攻でグール化間違いなしね……」深刻しんこくそうに辺りを警戒するのはアナさん。

「イレイナちゃん……信じてたのに……」なぜか泣いてる赤髪あかがみの女学生。アリアドネさん。

「人の業ごうは深いのう……」遠い目をしている白髪はくはつの女性。ルシェーラさん。

　そのほか見渡す限り面識めんしきのある人ばかりで、そもそもどこで行われているのかも定かではないこの裁判には、私が名前を知っている人間しか集まってはいませんでした。

　これまでの旅路で会った人々が、ここにはいました。

「……そういうことですか」

　一体何を裁かれるのかは未だよく存じ上げませんが、この時点で気づいたことが一つありました。

　これ夢ですね？

　絶対夢ですよね？

「それではこれより裁判を──」

「異議あり！」

「弁護人」

「すみません」

　何はともあれ夢の中のぐだぐだな空気感の中で、私の罪は裁かれるようです。





○






「起訴状きそじょうを読み上げます」

　私から見て右側の長机から立ち上がったのはアヴィリアさん。極めて真面目まじめな顔をしていました。

「被告人は先週よりこの国に滞在たいざいしていますが、街で歩いていた女性を突然口説き、あまつさえ女性をめろめろにさせただけでは飽き足らず、『倍にして返しますからちょっとお金貸してくれません？』と金を巻きあげ、そのままカジノへと消え、それから音信不通になりました」

「いやそんなことした記憶ないんですけど……」

　どこの誰だれの話ですかそれ。

「被告人はそのような行為を街中で繰り返し、被告人にお金を巻きあげられた被害者は数十人にのぼります。本日に至るまでの一週間での被害総額は金貨千枚程度。最低のくそやろうです」

「言い方酷ひどくないですか」

「なんやかんやで死刑しけいが妥当だとうであると思われます」

「何でそんなふわっとした理由で死刑求刑されないといけないんですか……？」

　しかし裁判官はそんな私の疑問など華麗かれいに聞き流しつつ、「分かりました。検察、ありがとうございます」とお辞儀じぎを一つ。

　おやおやどうやら私の異議は聞き入れてはくれないようです。

　まあそれはいいのですけれども。

　ところで。

「なんでネコミミなんですかアヴィリアさん」

「やかましいのです」

　しゅた、と着席したアヴィリアさんのネコミミがぴょこぴょこと動いていました。夢の中ゆえに現実ではあり得ないことが簡単に起きてしまうようです。

　……まあそもそも私が街中の女性を口説いて回ったという起訴状が一番ありえないのですけど。

「被告人。起訴状の内容は間違いありませんか？」

　裁判官が私を見下ろします。

　いえいえ。

「間違いだらけです。そもそも私は口説かれることはあっても口説くことはありません」

「……容疑ようぎを否認ひにんする、ということですか？」

「まあそういうことです。そもそも──」

「異議あり！」

　威風堂々と私と裁判官の会話を遮さえぎり立ち上がるフラン先生。「イレイナちょっと。あの、口説かれることはあるというのはどういうことですか？　そこ詳しく教えてもらえますか？」

「弁護人」裁判官が目を細めていました。

「具体的にどのくらいの頻度ひんどで口説かれているんですか？　それでお食事などにはついていったことはあるのですか？」

「弁護人」

「裁判官。先生は気になります」

　できれば聞き流していただきたいところだったのですけど……。

「そうですね。裁判官もそこはちょっと引っ掛かったところです」

　裁判官……。

　法廷が妙な雰囲気に包まれかかったところで、私の右側からしゅた、と手が挙がりました。

「裁判官」立ち上がったのはアヴィリアさん。「本日は被告によりお金を巻きあげられた被害者達を証人しょうにんとして呼んでいます。証人尋問じんもんを要請ようせいします」

　その場の流れは完全無視でした。裁判官は「むう……」と唸うなりました。フラン先生も「あら……」と少々残念そうに眉根まゆねを寄せました。

　気になるんですか……？　そんなに私の恋愛事情、気になるんですか……？

　べつに誰かと一緒になっていないことくらい、今までの旅路の話でも聞いていれば分かりそうなものだと思うのですけど……。

　いえ、しかし。

　いま、証人尋問と言いましたか？

「……あの、もしかして被害者全員呼んでるんですか？」

「大体呼んでるのです」

　然しかりとアヴィリアさんは私に頷うなずきます。

　そして裁判官は木槌を叩き、

「ではこれより証人尋問を──」

「異議あり！」

「弁護人」

「すみません、そろそろ言ってもいい頃合いかなと……」

「マジ追い出しますよ」


「…………」



　裁判官に割と本気で叱しかられているフラン先生をよそに私は後ろを振り返ってみました。あからさまにこの場には私の顔見知りしかおりません。それはまあ夢ですから、私の記憶なのですから当然のことなのですけど。


　…………。



　この流れからすると嫌な予感しかしませんね……。





○






　証人尋問が始まるということで私はお役御免ごめん。フラン先生の横に着席しました。

「先生。これ何なんですか」

　先生の袖そでを引っ張りつつ私は尋たずねました。

　彼女は私にいつものようなにこやかな笑みを向けて、

「さあ……夢じゃないですか？」と答え、ついでとばかりに、「あの、ところでどれくらいの頻度で口説かれているんですか……？」と先ほどの続きを始めるのでした。

　何をおっしゃるのやら。

「この場で答えないとだめですか……？」さしもの私とて羞恥心しゅうちしんくらいはありますよ？

「弁護人たるもの、被告人のことはすべて知っておくべきだと思いませんか？」

「でも先生、私のことなら大体知っているでしょう？」

「というと？」

「一年も一緒にいたのに、今も一緒に旅をしているのに、今更先生に隠している大きな秘密なんてないですよ」

「あら……」

　先生はやや頰ほおを緩ゆるめておりました。

「裁判官。弁護人と被告人がいちゃついているのです」検察のアヴィリアさんはそんな私達を厳しく睨みました。

「マジ追い出しますよ」

　裁判官にも睨まれました。

　私の夢なのに彼女達はどうしてこんなに私に対して厳しいのでしょうか……。

　夢の中における意味不明な事態に嘆息たんそくを漏もらす私でしたが、先生は何かを勘かん違ちがいなさったようで、私の肩を叩きながら、

「大丈夫です。イレイナ。私がイレイナの無実を証明してみせます」

　となぜか自信満々に言ってのけました。

　……いや無実かどうかはこの際どうでもいいんでとりあえず夢から醒さめてほしいです。

　それからほどなくして証人尋問が始まりました。

　一人目に召喚されたのはどこかで見覚えのある紫色の髪の女性。やたらと気合いの入ったローブを着込み、星をかたどったブローチをつけた彼女は、

「ボクだよ」

　したり顔でした。

　アヴィリアさんは彼女を「こちら被害者のシャロンさんなのです」と紹介したうえで、主尋問しゅじんもんに入ります。

「シャロンさん。あなたはあの被告人に口説かれた覚えはありますか？」

「うん」軽く頷くシャロンさん。「あのね、ボクが街を歩いてたらね、いきなりイレイナさんが『可愛かわいいですねシャロンさん、可愛いですね、ふふふ』って近づいてきたのさ」

　誰ですかそれ。

「それでね、ボク、『やめろよぅ、なんだよイレイナさぁん』って彼女を拒こばんだんだけど──」

　あなたもあなたで誰ですか。キャラ崩壊ほうかいしてるじゃないですか。

　しかしこんなふざけたノリのまま彼女の証言は幕を開けました。

　要約すると大体こんな話でした。

『ところでシャロンさん、今ちょっといい儲もうけ話があるんですけど……どうですか？』ぐい、と肩に手を回して回想の中の私は彼女に耳打ちをしたそうです。『うまくいけば一攫千金いっかくせんきんが狙ねらえるチャンスなんですけど……』

『ええっ！　いっかくせんきん……？　何？　ちょっと気になる！』

『ふふふ。そうでしょう。しかしこの儲け話、ちょっと問題がありましてね……？　あなたの魔法がどうしても必要なんですよ。優秀な魔女であるあなたの魔法が、ね？』

　曰いわく、その辺に転がっている石ころを集めて、シャロンさんの魔法でそれを宝石に変えて、質屋に売り飛ばすというなんともアレな作戦を私はシャロンさんに提案したそうです。

『いやあ、私、魔女ですけどそういった魔法は使えないもので……、シャロンさんの力がないとどうしてもうまくいきそうにないんですよ……』などと肩を落としながら。

　シャロンさんは『ふふん』と得意げな表情を浮かべました。

『なるほどそれは確かに優秀な魔女であるボクの力が必要だね。イレイナさんは魔女のわりにボクより実力ないものね』

『ちょっとシャロンさん、いくら私でも怒りますよ？　もう』こつん、とシャロンさんの頭を叩く私。

『ふふふ』

『うふふ』

　回想の中の私はそうしてシャロンさんに頼んで石ころを宝石に変えたのち、『じゃ、ちょっと売り飛ばしてきますね！』とのたまい、しかしそのまま帰って来なかったといいます。

　回想の締めくくりにアヴィリアさんが「最低のくそやろうなのです」と唾つばを吐き捨てました。


　…………。



　色々と突っ込みどころ満載まんさいなんですけど……。

　そもそもシャロンさんって魔法使えませんよね？　夢の中では魔法が使える設定なんですか？

「まあとにかくイレイナさんには困らされたという話だね」

　わざとらしく肩をすくめるシャロンさん。主尋問はそこで終わりました。言うまでもありませんが彼女が供述きょうじゅつした内容に関して私は一切身に覚えはありません。

　フラン先生が立ち上がり、シャロンさんに反対尋問を始めます。

「反対尋問の前に雑談ざつだんから始めましょう。シャロンさん。……あなたは魔女なのですね？　胸元のブローチはまさに魔女である証あかし。私の弟子もそこそこ若い頃に魔女になりましたけれども、あなたも優秀なのですね。凄すごいですねえ」

　ぽわぽわとした雰囲気で反対尋問が幕を開けました。緊張感皆無かいむでした。

「そうだね。まあボクって結構才能に恵まれているタイプだからね」したり顔でした。

「あら凄い！」フラン先生はそして、シャロンさんの前に杖つえを置きました。「ところで、もしよろしければ、ちょっとこの場で魔法を使って頂いてもよろしいですか？」

　たぶん興味本位だったのでしょう。先生はにこやかな表情のまま、「私、この堅苦かたくるしい空気がどうも苦手で……ちょっと場を盛り上げるために魔法を一つ、お願いできません？　ね？」とシャロンさんに尋ねます。

「……え。魔法？　今、ここで？」

「ええ。お願いできませんか？」距離を詰めるフラン先生。


「…………」黙だまるシャロンさん。
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「？　どうかしたのですか？」更に距離を詰めるフラン先生。


「…………」顔を逸そらすシャロンさん。



「なにか、できない理由が、あるのですか……？」肩に手を置くフラン先生。


「…………」びくりと跳はねるシャロンさん。



「シャロンさん……？」

　囁ささやくフラン先生。

「魔法を使ってほしいと、お願いしているんですよ？」

　魔女なら、使えますよね？　と先生はくすりと笑いました。

　見慣れたもので、私から見れば先生はただ普通に笑っているだけなのですけれども。


「…………！」



　シャロンさんの顔は強張こわばっていました。

　そもそも彼女は魔法使いなどではなく、ただ魔法使いに憧あこがれて格好かっこうをまねている一般人です。

　おそらく目の前に杖を置かれた彼女はこう思ったことでしょう。

『この人、ボクが魔法使いじゃないことに、気づいてる……？』

　頰をだらだらと伝う汗が彼女の内心をありありと映し出しておりました。まあ分かりやすい。やっぱり夢の中でも魔法は使えなかったのですね。

「……どうかしましたか？」シャロンさんを覗のぞき込むフラン先生。

　至近距離で見つめられたシャロンさんは更に縮こまります。

『ど、どどどどどどどうしよ……。ボク魔法なんて使えないし……ふええ……』などと思っていそうな、今にも泣き出しそうな表情をしておられました。

　そんな彼女の顔色を窺うかがって、フラン先生は、

「あら……？　あなたもしかして──」

　言いました。

「体調が、優れないのですか？」

「！」それはまさしく渡りに船。シャロンさんは大いに大いに何度も頷きました。「そ、そうだね！　ちょっと風邪かぜ気味ぎみかな！」

「あら……。それは困りましたね……」

　先生は眉をひそめました。「体調が優れないのに証言台に立ってしまっては、正確な証言などできないのではないでしょうか？　今も頭がぼーっとして大変でしょう？」

「そうだね！　今にも倒れそうかな！」

「そうでしょうそうでしょう。もう帰りたいでしょう？」

「帰りたい！」

　法廷がざわつきました。

　恐らくフラン先生にその気はなかったことでしょうが、反対尋問の結果、シャロンさんの証言の正確さが疑わしくなり、なんやかんやで彼女の証言はなかったことになりました。

　大体こんなゆるーい感じに証人尋問は幕を開けたのでした。




　二人目の証人は栗色くりいろの髪を頭の後ろ二つに結んだ少女。

　ユーリィさんでした。

「私もあの被告人に口説かれたわ」彼女はあろうことか証言台の上に座り、おまけに足を組み、そのうえコーヒーの香りを嗅かぎながら、やけに澄すました顔を浮かべ、ついでに「やはり法廷とコーヒーの組み合わせは……最高ね……」などと意味不明なことを口走ってしばらく余韻よいんにひたったあとで、ようやく証言に入りました。

「そう、あれは一昨日おとといの晩、私がハードボイルドにコーヒーをキメていたときのこと──」

「？　すみません。ハードボイルドにコーヒーをキメるとは一体どういうことですか？」


「…………」



　フラン先生による予想外の突っ込みに少々黙るユーリィさん。

　身動き一つとらずにその場でじっと固まること三十秒。

「そう、あれは一昨日の晩──」結局彼女は横やりを入れられたことなどなかったかのように涼すずしい顔で最初からやり直しました。「私がハードボイルドにコーヒーをキメ──」

「え？」首をかしげるフラン先生。

「いや、だからその……ハードボイルドに──」早々にしどろもどろになるユーリィさん。

「あのう、すみません。私、そういったことに疎うといので是非ご教授頂きたいのですけれども……。具体的にハードボイルドというのは一体何なのですか？」

「え？　ハードボイルドが何か……？　えっと……」あからさまにユーリィさんは困惑こんわくしていました。「今の私みたいな感じの、こと……かな？」ゆえに既に回答が疑問形でした。

「なるほど。要するにお行儀ぎょうぎ悪くテーブルの上でコーヒーを飲んでいるとそれがハードボイルドになる、ということですか？　世の中のハードボイルドと呼ばれる方々は皆みな揃そろって机の上に座ってコーヒーを飲むことをマナーとしているのですね？」

「あ、いや、これはちょっとかっこいいかなって思っただけというか……」

「？　どうして机の上でコーヒーを飲むとかっこいいのですか？」

「いや、その……」

　おおよそ大した意味合いもなく、なんとなくノリで証言台の上に座ったのでしょう。ユーリィさんは既すでに顔が赤く染まっておりました。

「まあ！」そんな彼女を見てフラン先生は再び眉をひそめました。「裁判長！　こちらの証言者も体調が優れないようですけれども」

　やはりなんやかんやでユーリィさんの証言もなかったことになりました。

「先生……凄いですね」

「？　何がですか？」

　不思議そうに首をかしげるフラン先生でした。

　自覚がないようですが、恐らくはこのまま先生が場にまるで合わないのほほんとした空気を纏まとって反対尋問を続けてくれれば証人はそのうち底をつくことでしょう。

　願わくばその前に目を醒ましたいところですけれども。




　それからも証人尋問は続きました。

　続いて証言台に立ったのはドレスを着込んだ金髪の王女様。

　ショコラさんでした。

「まずわたくし、一人でお散歩をしているときにイレイナさんに口説かれまして──」

　ふむふむと彼女の証言に頷くフラン先生。その手にはショコラさんの資料が握られていました。

「なるほど。ところでショコラさん。あなたは現在お付き合いをしている女性がいるようですが」

「いえお付き合いしている女性はいません」

「あらそうなのですか？」

「結婚してます」

「あらあら。では不倫ふりんということですね？」

「彼女が私にいけない火遊びを教えましたの……」

　頰を赤らめながら私を見つめるショコラさん。

　いや……そんな覚えは……ないんですけど……？

　全力で目を逸らす私でした。

　そのときです。

「異議あり！」

　その声が轟とどろいたのは傍聴席ぼうちょうせきから。「姫様！　どういうことですか姫様！　聞いてませんよ！」

　赤髪の女性が剣を抜いてこちらに歩みを進めていました。

　姫様ことショコラさんと大層たいそう仲のよろしい騎士さん。ロザミアさんでした。

　おやおやこれはいけない。

　さすがに夢の中といえど法廷内で刃物を振り回してお咎とがめなしなどというわけにはいかず、彼女はその場で警備員達により取り押さえられました。

「姫様あああああああああっ！」

　ずるずると引きずられるロザミアさん。

「ステキ……」

　そんなロザミアさんを見つめながらショコラさんは嬉うれしそうに顔をほころばせました。なんやかんやで彼女の証言は「やっぱりイレイナさんよりロザミアのほうがワイルドで素敵ですわ」などという結論に至り、何もしていないのに私が勝手に振られた感じのまま証言は終わりました。

「……イレイナ」

　ぽん、と私の肩に手を置くフラン先生でした。

「何の慰なぐさみにもならないのでやめてください……」




　続いて証言台に立ったのは薄緑のショートカット。薄緑のコートを着込んでおり、なぜだか手には手紙が握られておりました。

　彼女はその手紙に、言葉を綴つづります。

『私はクチナシ。私がイレイナさんに口説かれたのはつい先日のこと──』

「え？　何で喋しゃべらないんですか？」


「…………」クチナシさんは若干じゃっかん面倒くさそうな顔をしながらペンを走らせました。



　やがて一言。

『これは私のアイデンティティ』

　例によってしたり顔でした。

「あ！　ちょっと！　それボクのキメ台詞ぜりふだよ！　パクリだ！」

　なぜか傍聴席に紛まぎれ込んでいたシャロンさんがキメ台詞を取られたとわーわーわめき始めましたが、しかしクチナシさんは何か勘違いなさったのでしょう。

『手紙で意思疎通とる系のキャラだとパクリになっちゃう？　じゃあこっちにする』とスケッチブックを掲げました。そっちじゃないです。

『それは私のアイデンティティよ！』

　傍聴席から異議を唱える者がおりました。かつて正直者の国でお会いした流砂りゅうさの魔女ことエイヘミアさんでした。彼女も口の代わりにスケッチブックを使う類たぐいのお方なのです。

『それもボクのキメ台詞だよ！　パクリだ！』

　そしてなぜだか対抗心たいこうしんを燃やしたのかスケッチブックを掲げるシャロンさんでした。結局三人はそれからやれキメ台詞は私のものだ、だとかアイデンティティがどうだなどと騒ぎ始め、こちらの証言もなんやかんやでうやむやになりました。




「私は未来が見えるかも」

　未来が見えると証言しているわりにはなぜだか少々言葉尻じりが曖昧あいまいな彼女はアネモネさん。堅苦しい服を身にまとった彼女は、やはり証言台に立っているだけあって、当然の如ごとく「私もイレイナさんに口説かれたかも」と語りました。

　ふむふむと頷く主尋問中のアヴィリアさん。

「口説かれたかも、というのはどういうことなのですか？　未来は見える代わりに過去は曖昧なのですか？」

「違うかも。これはただの口癖くちぐせかも。私は未来が見えるから、かも、といっても実際は確実にそう、という意味かも」

「口癖……わたしの『なのです』と大体おんなじ感じのやつですね」

「大体そういうことかも」

「なるほどなのです」

「かも」

「なのです」

「かもかも」

「なのですなのです」

「かもかもかも」

「裁判長。だいたいそんな感じなのです」

　くるりとなぜだか自信に満ちた表情で振り向くアヴィリアさん。

「よく分かんなかったです」

　裁判長はばっさりお答えしました。




　このひどくテキトーな裁判は裁判官がよほどテキトーなのか、それとも検察として座っているアヴィリアさんがテキトーなのか、証言台に立ったとしても、私が追い詰められることもなければ、ちょっと会話をしただけで引き下がる人ばかりでした。

　この方もそうでした。

「……何であたしが証言なんかしなきゃなんねーの？」

　黄金の髪。白のローブを羽織はおった彼女は、煙管きせるをくわえたまま嘆息を漏らしました。

　夜闇よやみの魔女シーラさんです。

「シーラ……あなた……」啞然あぜんとするフラン先生。「いつですか？　一体いつイレイナとそういう関係になったのですか？　正直に吐はきなさい」

「いや口説かれた記憶ないんだけど」

「では口説いたんですか？」

「口説いてないし金貸した記憶もねーよ」

「そうですか……よもや記憶にすら残らないくらいに熱中してしまったのですね……」

　先生は遠い目をしておられました。

「弟子が絡からんだときのお前ってほんとなんなの……」

　シーラさんもシーラさんで遠い目をしていました。というより軽く軽蔑けいべつのまなざしをしていました。

　本来は証言の最中に私が自由に発言をすることなど許されるべきことではないのでしょうけれどもここはどうせ夢の中ですし、何でもありだということはこれまでの流れから察さっしがついています。

　ゆえに私は挙手きょしゅしました。

「先生。私、喫煙者きつえんしゃはちょっと」

「なるほど」しかと頷く先生でした。「ではあなたがここに連れてこられたのは何かの間違いですね。ありがとうございました」

「あ、そう……」ため息とともに煙けむりを吐き出すシーラさん。

「ところで法廷内は禁煙きんえんですよ、シーラ」

「うるせえ」

　結局シーラさんはきっちり罰金ばっきんだけ払って証言台を降ろされました。

　それからも証言台には次々と女性が立ちましたが、どなたも有力な証言などは持ち合わせてはおりませんでした。

　お遊びで証言台に立っているかのように錯覚するばかりです。

　あるいは。

　ここが私の頭の中であるのならば。

　まさしく久しぶりに私の頭の中に遊びに来たかのような方ばかりが登壇とうだんしました。

「次はわたくしですの」

　証言台にひょっこりと現れたのは十歳くらいの金髪の女の子。プリシラさん。

「あなたはあちらの被告人に見覚えはありますか？」

　フラン先生は私を指差します。

　プリシラさんはこくりと頷きました。

「どういったご関係ですか？」

「爛ただれた大人の関係……です」

　頰を染めるプリシラさん。

　恥ずかしそうに私をちらりと見つめるプリシラさん。


　…………。



　何言ってんですか？

「大人の、関係……？」フラン先生の声がやや震えました。「それは具体的に、どういう……」

「具体的に、ですか……？」プリシラさんはいじらしくもじもじと体をくねらせながら、「いつか一緒にお薬を飲みながら濃密な日々を送りましょうと誓い合った仲です」


「…………」



　フラン先生が表情を失った顔をこちらに向けていました。もはや軽蔑を通り越して人間以外の何かを見る目に変わっていました。

　誤解されては困りますね……。

「あの、そういったことを誓い合った記憶はないんですけど──」

　そういった約束をやや一方的に取り付けられた記憶ならありますけれども。承諾した記憶はありませんよ。

「ひどい！　わたくしとは遊びでしたのね！」

　プリシラさんは涙を流しながら法廷から出て行ってしまいました。……ちなみに彼女が去ったあとの証言台には目薬が転がっていたといいます。

　続いて証言台に立ったのは、やや幼さを残した顔立ちをした珊瑚さんご色いろの髪の少女。

「マトリシカちゃんですにゃん」

「ちょっと待つのです」

　証言台に立つ彼女に待ったをかけたのは、検察のアヴィリアさんでした。「ネコ系のキャラはわたしがもういるから駄目だめなのです」

　謎のプライドを掲げるアヴィリアさんでした。

「あの、マトリシカちゃん別にネコ系のキャラを目指してるわけじゃないんですけど……」

　味方であるはずの検察からの予想外の難癖なんくせに戸惑うマトリシカさんがそこにはおりました。

「とにかく駄目なのです。そういうのはちょっと求めてないのです」

「ええー……。求めてないって言われても……」

「とにかく駄目なのです」

　断固としてノーを突き付けるアヴィリアさん。

　理不尽りふじんこの上ないですね……。


「…………」「…………」



　法廷の扉が開けっ放しになっておりました。その隙間すきまから心配そうにこちらを覗のぞいていたのはいつかネコ神さまとお会いした際に遭遇したルシエさんと、ネコカフェなる喫茶店で働いていたミスティさん。

「……キャラ被りはだめなのね」「……じゃあ私達もだめね」

　二人はアヴィリアさんのネコミミを眺ながめたのちに落胆らくたんして帰っていきました。

　そして、フラン先生によるマトリシカさんへの反対尋問が始まりました。

「あのう……すみません。こちらの資料によるとマトリシカさん、あなたの年齢、百歳を超えていることになるのですけれども……」

「そうですね。マトリシカちゃんはだいたい百年生きてます」

　余談ですがマトリシカさんは現在、不死の病に罹かかっております。

　要するに不老不死ということです。

「百歳を超えているのにお肌つるつるですねぇ」そうとも知らず世間話を繰り広げるフラン先生でした。「あの、ちょっとほっぺを触ってみてもいいですか？」

「えー？　照れちゃう」やだもー、などと言いながら満更まんざらでもないマトリシカさんでした。そしてそのような態度を肯定こうていとみなしてフラン先生は遠慮えんりょなしに彼女の頰をふにふに。

「すごいですねえ……！　どうやったらこんなに綺麗きれいなお肌を維持できるんですか？」


「ええー？　そうですかぁー……？」やめてくださいよぅ、などと口では嫌がりつつも笑みが抑えられないマトリシカさん。



「こんなに綺麗なお肌の百歳見たことありませんよ」

「えへへへ……」

「一体どうやったらこんな若さを維持できるんですか？」

「そうですねぇ、定期的に死ぬことですかねぇ」

「え？」

「ん？」

　妙な違和感を残してマトリシカさんは退場しました。証言は特にありませんでした。ほっぺたふにふにされただけでした。

　そして本日最後に証言台に立ったのは、この方でした。

「わたしもイレイナさんに口説かれたことがあるわ」

　白い髪を肩ほどまでに伸ばした彼女は、頭にカチューシャを一つ。どこかの騎士団の制服を着込んでおりました。

「証人、お名前は」

　これまで証言台に立った誰よりも見覚えのある彼女に対し、検察のアヴィリアさんは尋ねます。

　そして彼女は答えるのです。

「アムネシア」


　…………。



　波乱の予感がしました。





○






　主尋問としてアヴィリアさんがアムネシアさんに尋ねます。

「あなたがあちらの被告人に口説かれたのはいつのことですか？」

「確か……あれは昨日のことだったわ」

　口に手を添えながら彼女は「んー」と唸り、それから記憶を辿たどったのちに、答えました。

「昨日ね、わたしが一人で歩いているときに、イレイナさんが声を掛けてきたの。久しぶりに会ったから道端みちばたでちょっと話が盛り上がったのをよく覚えているわ」

「なるほど。わたしが不在のときに二人は逢引あいびきしていたのですね」

　下唇を嚙かんで「ぐぬぬぬ」と唸るアヴィリアさんでした。

　見ないでください。

　お願いですからそんな目で私を見ないでください……。

「それからお話ししている最中に、イレイナさん、突然『ちょっと今、金欠きんけつなんですよねぇ』って言ってきたの。イレイナさんの性格からして、金欠になるなんて珍しかったから、わたし聞いたのよ。何かあったの？　って。そしたら──」

　そこから先の展開はアムネシアさんの証言をもとにした回想によりお話しするとしましょう。

　アムネシアさん曰く、昨日の私はこのようなことをぬかしたそうです。

『ちょっとギャンブルで有り金全部スっちゃって……お財布さいふの中がすっからかんなんです……どうしよう……このままじゃ私、私……』

　泣きながらそのようなことをぬかしたそうです。

　珍しく弱っている私を目にしたアムネシアさんは、そんな私の姿に、

（イレイナさんが……、弱ってる……！）

　きゅんとしたと供述していました。

　アヴィリアさんはそのタイミングで胸を押さえました。たぶんこれは別の理由です。

　そもそも私がギャンブルで有り金全部溶かして落ち込んで泣くなどという展開は私の性格上ありえないと言わざるを得ないのですけれども、夢の中ですし、まあ余計な突っ込みは無用というものでしょう。

『だ、大丈夫？　イレイナさん。幾いくら必要なの？』

　泣く私をなだめながらお財布を出すアムネシアさん。私は涙をぬぐいながら答えたといいます。

『ちなみに今幾ら持ってるんですか？』

『え？』

『幾ら持ってるんですか？』

『えーっと……金貨十枚くらい』

『じゃあ金貨十枚必要です』

『ええ……。それだけ渡しちゃうとわたしのお金が……』

『くすん……』

『ああごめんなさいイレイナさん。泣かないで？　ね？　お金あげるから』

『わあいありがとうございます！　これ倍にして返しますね！』

　そして私はそのような捨て台詞を残して、カジノに消えたといいます。

　そしておおよその想像通り、私は帰って来なかったのです。

　いやはや酷ひどい女もいたものです。

　それは誰か。

　そう、私です。


　…………。



　いや、私でもないんですけど……。夢の中の私の素行そこうが悪いというだけの話なのですけれども。それでもしかしこの夢の私の悪辣あくらつぶりは筆舌ひつぜつにしがたいものがあり、

「やっぱり死刑を求刑するのです！　以上です！　ふぁっきゅー！」

　アヴィリアさんがこの上なくお怒りになって主尋問は幕を下ろしました。

　そしてフラン先生が立ち上がります。

「こんにちは。アムネシアさん。私、イレイナの師匠のフランと申します」

　ゆっくりとアムネシアさんへと歩みを進めるフラン先生。「今のお話を聞いていて一つ疑問があるのですけれども──あなた、イレイナとはどういったご関係で？」

「お友達です」

「お友達？　そうですかお友達ですか」少々納得がいっていない様子のフラン先生でした。「しかしお友達というのでしたら、先ほどの供述と食い違いがありませんか？」

「？」

　小首をかしげるアムネシアさん。

　先生はそんな彼女を真っすぐ見つめ、指摘しました。

「あなたは先ほど、イレイナにきゅんとしたと供述しています。これはお友達に対する感情としては適切なのでしょうか……？」

　……裁判とはわりと無関係な部分を指摘しました。

　そこ重要ですか？　はっきりさせないとダメですか？


「…………」予想外の追及ついきゅうにアムネシアさんは一瞬たじろぎました。しかし直後に、「えっと……」と彼女は戸惑いながらも、口を開きます。



　やや恥ずかしそうに、口を開きます。

「えっと、その……ちょっと普通のお友達とは違う、かも……」

「お姉ちゃん……」アヴィリアさんが「むううー！」とうめき声をあげて机に頭を打ち付けました。

　怖い……。

「なるほど」先生はしかしあくまで冷静でした。「かも、ということは間違いなくそう、ということですよね。先生さっき勉強しました」

　先生それ違う子の口癖です。


「…………」しかしアムネシアさんはいかにもな感じに私に視線を送ったのちに俯うつむくのです。



「お姉ちゃん……！」

　一方で向かい側の席にてアヴィリアさんが「むうううう！」と再びうめき、今度は床に転がりました。

「裁判長、検察が限界です」

　などと私は横やりを入れるに至りましたが、それでも先生の追及は続きます。

「ちなみに具体的にどのような点において普通のお友達とは違うのですか？」

「実はわたしとイレイナさんって一緒に旅をしたことがあるのだけど、そのとき、イレイナさん、わたしにとても優しくしてくれて、だから普通のお友達とは少し違う感情があるっていうか、その……」

「なるほど」

　先生はやはり冷静でした。

「お姉ちゃん……！」

　アヴィリアさんが床の上からアムネシアさんに震えた手を伸ばしました。

「裁判長、検察が血を吐いてます」

　それでも追及は続きます。

「つまりあなたはあちらの被告に対して少なからず特別な感情を抱いている部分がある、ということですね？」


「…………」アムネシアさんは無言で頷きました。



「なるほど」

　先生も頷きました。

「……ひゅううう」

　アヴィリアさんは既に意識が旅してました。

「裁判長、検察がやべーです」

　結局アヴィリアさんはそのまま法廷から運び出されました。




　検察不在ではもう裁判の再開など不可能に等しいのでは？　と私は思いましたし、実際もうお開きムードがどことなく漂ただよっていました。

　アムネシアさんを証言台に立たせたまま、しかし傍聴席の人々の中にはとっとと荷物をまとめ始めたり、何なら席を立つ者もいました。

　ようやく終わりのようです。

「イレイナ、やりましたね」

　先生は私の横でうふふと笑いました。

「そうですねー」

　願わくばとっとと目覚めてこの夢の記憶を綺麗さっぱり忘れたいところです。

　このまま何事もなく終わってくれればいいのですけれども。

　しかし。

「証人、アムネシアさん」

　終わりませんでした。

　検察不在のなか、証人尋問を再開しようとする輩やからが現れたのです。「あなたは先ほど被告人とは特別な関係と言いましたが、それは本当ですか？」

　その言葉が放たれたのは、アムネシアさんの真正面から。

　壇上から法廷のすべてを見下ろしている人物──裁判官が、直々に尋ねていました。

「ほんとうですか？」

　にこりと笑みを浮かべながら、裁判官は再度尋ねました。

　裁判官。

　黒髪を肩ほどまでに伸ばした少女。どこからどう見ても見覚えしかない少女。魔法統括とうかつ協会で働く彼女。

　サヤさんがそこにはいました。

　恐ろしさを覚えるほど満面まんめんの笑みな彼女がそこにはいました。


「…………」



　どうやら本当の悪夢はここからだったようです。





○






　サヤさんは木槌をばんばん叩きながら大層怒りました。

「ちょっと！　どういうことですかイレイナさん！　浮気うわきですか？　浮気ですよね！　ぼく一応裁判官という役割なので裁判の最中ずーっと黙ってましたけど！　ちょっと女の子を口説きすぎなんじゃないですか？　どこまで女の子を落とせば気が済むんですか！　すけこまし！」

「酷い言われようですね」

「でもそんな女たらしなところも嫌いじゃないですよ！」

「どっちですか」

「付き合いが長くなると相手のどんなところも全部受け入れられるようになるんですよ……」

「悟さとったような目をして何言ってるんですかあなた……」

　夢の中のサヤさんはいつものサヤさんでした。

　いえ、これをいつものサヤさんと呼んでいいのかは少々疑問が生まれるものですけれども、ともかく私のよく知るサヤさんの姿がそこにはありました。

「どういうことですかイレイナさん！　彼女とどういう関係なんですか！」

「話せば長くなるんですけど──」

「長くなるくらいの関係を築いているってことですか！　どういうことですか！」


「…………」



　これ何と答えても怒られる流れじゃありませんか？　もはやサヤさんの怒りは留とどまるところを知りません。嫉妬しっとの炎がめらめらと燃えておりました。

「わたしとイレイナさんは一時期一緒に旅をしてたのよ」

　炎に油をぶちまけるアムネシアさんでした。

「一緒に！　旅を？　マジですか！」食いつきが半端はんぱではありませんでした。「ぼくとイレイナさんでもそんなことしたことないのに！」

「いやまあ話の流れでそういうことになっただけでして……」

　別に深い関係だったから一緒に旅をしていたとかそういう話ではありませんよ？

　いえいえ本当に。

　けれど今の夢の中のサヤさんがそのようなことを聞き入れてくれるわけもなく、

「ぼくもイレイナさんと一緒に旅したいです」

　ただただ頰を膨ふくらませるばかりでした。

「いえ、あの……だからあのときは事情が事情だったから一緒だっただけで……」最早もはやここでどのような弁明をしてもただの言い訳にしか聞こえませんでした。

「イレイナさん酷いわ……わたしとはビジネスの関係だったのね……」

「誤解を招まねく言い方はやめてください」

　法廷内は混沌こんとんと化しており、サヤさんだけに飽き足らずアムネシアさんまで妙な空気に乗っかる始末でした。

　もはや手が付けられません。

「イレイナ」

　そんな最中、フラン先生がちょい、と私のローブの袖そでをつまみます。

　先生は慈愛じあいに満ちた顔で私を見やり、そして一言。

「私も今一緒に旅をしていますよ？」

「何で張り合ってきてるんですか先生」

「楽しそうな空気だったので……」

　法廷は軽いノリに包まれておりました。

　そしてこういった軽い空気は大抵一度火がつくと手が付けられなくなるもので、

「じゃあ誰がイレイナさんとこれから一緒に旅をするか決めましょう」

　謎の提案をするサヤさんでした。

「なるほどね」

「かまいませんよ」

　そしてアムネシアさんとフラン先生まで普通に提案に乗っかってしまうのでした。

「あの、私の意思は……？」

　無視ですか？　人権ないんですかここ。私の夢なのに？

　彼女達はそれから集まってやいのやいのと話し合いを始めてしまいました。

「とりあえず誰がこれからイレイナさんと旅をするか決めましょう」「わたしは既に一度旅をしてるからサヤさんほど貪欲どんよくでもないんだけど」「私も今ちょうどイレイナと旅をしてますから別に……」「え！　じゃあぼくが一緒に旅していいんですか？」「いやそれもちょっと」「二人っきりにしたらイレイナの身が心配です」「ぼくの評価酷くないですか」

　この場における私の扱いほど酷くはないのではないでしょうか。そうではないでしょうか。私完全に蚊帳かやの外じゃないですか。

「あ！　名案思いついたわ！」話し合いの中でアムネシアさんが閃ひらめきました。「イレイナさんのいいところを一番多く挙げられた人が一緒に旅をすることにしましょう」


「ちょっ──」



　何言ってるんですか？　正気ですか？　マジですか？　お馬鹿ばかなのですか？

　しかしフラン先生は頷きました。「いいですね」

　そしてサヤさんまでもが頷きました。「名案ですね」

　いやいやいやいや。

「あの本当に何言ってるんですか？　ちょっと三人とも──」

　しかし私が三人を止めに入った頃には、既に遅し。

　真の悪夢が始まってしまいました。

「じゃあぼくからいきますね！　顔が可愛い！」「じゃあ次はわたしね。優しい」「次は私ですね。お金に汚い」

「いや三人目にして既にいいところじゃないじゃないですか」

　しかし私の横やりなど、お話に夢中の三人に聞こえるわけもなかったのです。

「じゃあ次ですね！　魔法が上手い！」「朝起きるのが早い」「パンが好き」

　それから三人は延々えんえんと私を褒ほめ続けるのです。私の目の前で。

　あろうことか私の目の前で。

「あと、えっと……意外と照れ屋！」「えーっと……、髪が綺麗！」「えっとー……若い」「あと、あー……可愛い！」「えっとー……可愛い」「そうですね可愛いですね」


　…………。



「可愛い！」「可愛い」「可愛いですね」


　……………………。



「可愛い！」「可愛い！」「可愛いですね！」


　…………………………。



　歯止めの利かなくなった彼女達はそれから私を取り囲んで可愛いコールを繰り返します。

「あれ？　イレイナさん照れてません？」「照れてるわね。可愛い」「そうですね可愛いです」

「……あの」

「可愛い！」「可愛い！」「可愛い！」「可愛い！」「可愛い！」「可愛い！」

「いや、もう……本当にやめてください……」

　顔が熱を帯びました。至近距離で可愛い可愛いなどと連呼れんこされることの恥ずかしさたるや。私はわりと冗談で自分自身を美少女などとぬかしてはいますが、こうも連呼されると耐え難いものがあります。

　まさに悪夢。

　これ以上の拷問はありません。

「……あの」

　私は三人から全力で目を逸らしながら、言いました。

「もういっそのこと死刑にしてください……」
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　そして目が覚めました。

　映り込んだ世界は簡素かんそな宿屋の天井。開けた窓からは穏やかな空気が漏れ、街の人々の喧騒けんそうが響きました。

　朝です。

　私はようやく、悪夢から解放されたのです。

「イレイナ……大丈夫ですか？　大分うなされていたみたいですけれども……」

　柔らかな声がしました。

　ベッドから身を起こすと、フラン先生がコーヒーを飲みながらこちらを見つめていました。

　可愛い可愛いと連呼していた夢の中のフラン先生とは違い、目の前のフラン先生はいつもの穏やかな彼女でした。

「悪い夢でも見たんですか？」

　くすりと先生は笑います。

　私は嘆息で答えました。

「ひどい夢を見ました……」

「あらあら。どんな夢です？」

「私が女の子をたぶらかして最終的に死刑にしてもらう夢でした」

「何ですかその夢」

「悪夢です」

「あらあら……」先生はコーヒーカップを置いて、それから私のベッドに腰掛けました。「でもちょっと良い夢でもあったんじゃありません？」

　何をおっしゃいますやら。

「この上なく恥ずかしい思いをさせられたのでそれはないと思います」

「あらあら？　本当にそうですか？」

　おや妙な反応。

「何でですか？」

　すると先生は、笑いました。

「あなた途中まではとても気持ちよさそうに寝ていましたよ。とても良い夢でも見てるみたいに」

　などと言いながら。


「…………」



　確かに、もう二度とお会いしないかもしれない人たちと、夢の中であったとはいえお会いできたのは、私にとっては嬉しいことだったかもしれません。

　夢の中で毒づきながらも、けれど現実世界の私は、すっかり喜び勇んでしまっていたのかもしれません。

　そんな姿を先生に見られてしまったのかもしれません。

　お恥ずかしいですね。

　それこそ死刑にでもなりたい気分です。

「でも最後のほうは物凄くうなされてましたね……。イレイナのああいう顔は中々珍しくて可愛らしかったですよ」


　…………。



　可愛い、ですか……。

「先生」

　私は窓の外へと目をやりながら。

　限りなく遠くのほうを見つめながら、言いました。

「とりあえずしばらくの間は私の前で『可愛い』は禁句きんくでお願いします……」
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　深い後悔こうかいがわたしにはありました。

　悔くやんでも悔やみきれない後悔がありました。

　あるはずのない罪を被かぶせられ、記憶のすべてを奪われたお姉ちゃんが国の外に放り出されて、わたしのもとに帰ってきてから、もう随分ずいぶんと時間が経たちました。

　けれど、未いまだに、わたしはかつての過あやまちを悔やんでいるのです。

　お姉ちゃんが周囲に疎うとまれ、国から追放されたとき、わたしは何もすることができなかったのです。

　わたしがもっと賢かしこかったら、冤罪えんざいを証明することができたかもしれないのに。わたしにもっと勇気があれば、お姉ちゃんを罠わなに嵌はめた魔女に歯向かうことができたかもしれないのに。

　わたしには何もできなかったのです。

　結局、わたしはあのときのお姉ちゃんに対して何もできず、帰りを待つことしかできなかったのです。

　あのときお姉ちゃんの味方になれたのは、妹のわたしだけだったのに。

　それなのに。
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　わたしとお姉ちゃんは故郷こきょうを求めて旅をしていました。

　故郷がひとりでにどこかへと行ってしまったわけではありません。まして、故郷が滅んでしまったわけでもありません。

　わたし達は、新しい故郷を求めて旅をしているのです。


「…………」



　旅におけるわたしとお姉ちゃんの役割は決まっていました。わたしは魔法が使えますから、お姉ちゃんを乗せてほうきに乗って国から国へと渡ります。移動がわたしの役割でした。

　対して、お姉ちゃんは魔法を使うことができません。けれどもわたしの隣にずっと座っているだけというのも退屈たいくつでしょうから、道案内はお姉ちゃんに担当してもらっています。

「アヴィリア、ここからずっと先に進めば目的地よ」

　ずいずい、とお姉ちゃんの綺麗きれいな腕がほうきの進む先へと伸びます。振り返ってみると、お姉ちゃんが「もうちょっとで着くわね」と笑っていました。

　黒のカチューシャをつけた白く短い髪、翡翠ひすい色の瞳ひとみをしたお姉ちゃんの名前はアムネシア。魔法を使うことはできませんが、剣の扱あつかいには慣れています。そして道案内がお上手じょうずです。

「具体的にはどのくらい真っすぐ進めば着くのですか？」

「え？　国に着くまで進めば着くんじゃない？」


「…………」



　……道案内が、お上手です。お上手だと思いたいところです。

　わたしはお姉ちゃんを見つめながら少々頰ほおを膨ふくらませていました。

「お姉ちゃん、本当に地図見てくれているのですか？　本当にあってます？」

「えー？　あってると思うけど……だって、ほら。ずっと先に国見えるでしょ？　多分あれが空の下のオロトリンネでしょ？」

　お姉ちゃんが指差す先には、確かに国の姿がありました。


「えー……？」



　しかしわたしは首をかしげました。

　恐らくは一時間もかからないうちに国へと辿たどり着くことでしょう。国は大きな城門を構えてわたし達の進むべき先に佇たたずんでいました。わたし達から見えたのはそれだけで、門を超えるくらいに背の高い建物などはないようです。国の大きさはほどほど。一日では回りきることは難しそうです。

　前に訪れた国で集めた情報と、おおよその部分で合致がっちしています。

　けれどわたしは、先に佇む国が空の下のオロトリンネだとはどうしても思えなかったのです。

「……何なのですかあれは」

　国の領土の少し奥、海の上に一つ、大きなお城があるのが見えたのです。

　空の上にふわふわと浮かんでいるお城が、見えたのです。

「浮いてるわね」ほほー、などとぼんやり見つめるお姉ちゃん。

「どういうことなのですかあれは」

　事前に仕入れた情報では、空の下のオロトリンネは特にこれといって面白いこともなければ、特殊なこともなく──ついでに魔法使いもおられないごくごく普通、あるいは何の変哲へんてつもない寂さびれた国だと聞いていました。だからこそ興味を持っていたのです。

　きっと平凡な国であればお姉ちゃんが安心して暮らせるような素敵すてきな場所になると思っていたので。

　にもかかわらず空の上にお城が浮いているとは。

「聞いてた話と違うのです」

「でも面白そうな国ね」

　ややトーンダウンするわたしに反してお姉ちゃんは高揚こうようしているように見えました。

「でもあそこで暮らすのは難しそうなのです」上からお城が落ちてくるんじゃないかとひやひやしてしまいそうです。「お姉ちゃんが安心できる場所はいつ辿り着けるのでしょうか……」

「わたしは別にほうきの後ろでも充分に安心して過ごしてるけど？」

　がたっ！

　ほうきがバランスを崩しました。危うく落ちるところでした。

「なんで揺ゆらしたの」後ろから声が響きます。

「お姉ちゃんが変なことを言うからなのです」

　わたしは振り返ることなく答えていました。
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　空の上にある異質なお城は、この国の人々にとっても同様に異質な存在であるようです。

　門を通った直後です。

「あなたは魔法使い様ですよね！　ほうきで飛んでいるところを見せていただきましたよ！　そのお隣の方は剣士様ですか？　なんという幸運！」

　ぐいぐい来る門兵さんが現れました。「ちょっと来てください！　丁度ちょうどよかった！　あなた達に会っていただきたい方々がいるのです！」

　そのままぐいぐい来る門兵さんはわたし達を誘導すると、国のお役所までぐいぐいと連行。

　そのまま役所の扉を思いっきり開きました。

「失礼します！　皆さん！　旅人様がこの国に訪問されました！」

　勢いに任せた声が役所に響きます。中には大人たちがこぞって集まっていて、その視線が一斉にこちらへと集まります。

　直後です。

　大人たちがわたし達のもとに駆け寄ります。

「魔法使いと剣士！」「おおこれはなんと幸運なことか！」「なんてことだ！　これは奇跡だ！」「お願いです！　この国を救ってください！」「どうかお願いします魔法使い様！」

　ぐ、ぐいぐい来る……！

　この場には譲り合いの精神は皆無かいむでした。わたし達を取り囲むように大人たちは口々にこの国における惨事さんじを語っていましたが、ほとんど聞き取れませんでした。わたしもお姉ちゃんも終始あわあわとするばかりでした。

「お願いです！　どうか我が国のために働いてください！」

　やがてお役人らしきおじさんが、わたし達に金貨を見せながらのたまいました。見るとその手には金貨十枚がありました。

　終始お金不足に悩まされているわたし達にとってそれはまさしく大金。

「あわわ」お姉ちゃんは大金を前に目を回していました。

「はわわ」金貨に手が伸びかけるいけないわたし。

　いけません！

　事情も知らずにお金を受け取ったら仕事を請け負ったことにされてしまいます！　あとになって「前金払っただろ？　仕事、やれよ」とか言われてしまいます！　お話を聞いてからでないとお金は受け取ったらだめです！

「ちょっと待って」

　こんひゅーずするわたしに待ったをかけたのは、一人のお姉さん。

　恐らくその場の大人たちの中で最も若い彼女が声を発すると、口々に言葉を交わしていた大人たちがぴたりと止まります。この中で一番の発言権があることは明白でした。

　彼女はわたし達をじっと見つめて、語ります。

「国を守ってもらうために依頼をするのでしょう？　これくらいあげないと」

　じゃらじゃらじゃらじゃら。

　わたし達の手に大金が転がり込んできました。

「あわわ」「はわわ」

　わたし達はぐるぐると目を回すばかりでした。




「この国にあの城が現れたのはちょうど昨日の夜のことなの」

　お姉さんは自らをディアナと名乗り、大金を押し付けたあとに「まあちょっと話を聞いていってくれない？　もしも駄目だめだったら断ってもらってもいいから」とわたし達を座らせて、事情を話してくれました。

　彼女曰いわく。

「あのお城はこの国にずっと前に住んでいた魔法使い達が使っていたものよ」

　この国に魔法使いが存在しなくなったのは、ここ最近の話です。十五年ほど前までは魔法使い達は国のお城に住みついて暮らしていた、という話はわたし達も聞き及およんでいます。

　十五年前のある日を境に、魔法使い達は空に浮かぶお城とともにこの国から消えてしまったと。

「それが突然戻ってきたのよ。それが何のためなのかは分からないけれど──」

　突然のお城の帰還きかんに国中が混乱しました。空の上に突如とつじょとして現れたお城は、ふわふわと浮いてはいるものの、よく見れば徐々にその高度を下げているのです。

　それに、突然戻ってきた目的が不明瞭ふめいりょうでした。

　空のお城は、宙に浮かぶための力を魔法使い達の魔力からまかなっているそうです。つまり魔法使い達はお城から降りてくることはできない、ということになりますが、代わりにお城を自在に操り、たとえばかつて離れていったときのように、地上から遥はるか遠くへと離れたり、あるいは地上すれすれを飛んだりすることはできるそうです。

　そのお城が、今、国のすぐ近くに留まっています。

　ただ何もすることなく、じっと佇んでいるのです。

　目的が分かりませんでした。そのうえ、お城の中の魔法使い達が何を考えているのかを知る術すべも国の人々にはないのです。

　この国に魔法使いはいないのですから。

　そんなタイミングでわたしとお姉ちゃん──魔法使いと剣士が国に訪れたとあって、街の人たちは諸手もろてをあげて喜んだのでしょう。

　魔法使い達のお城へと直接赴おもむくことができる人間が来たのですから。

　つまり要約すれば、

「わたし達であのお城を調べてきてほしい、ということですか？」

　お姉ちゃんが首をかしげました。

「察さっしがよくて助かるわ」

　然しかりとディアナさんも頷うなずきます。

　そうですよね。やっぱりそういうことになりますよね。


「…………」



　わたしはお姉ちゃんの横でただ押し黙っていました。

　お金を受け取り、お仕事を請け負うのは構いませんけれども──それにしても、随分な大金です。

　調べてくるだけの簡単なお仕事、なのでしょうか。

　本当に？

「……事情をすべて包み隠さずに話していただくことはできないのですか？」

　私は尋ねます。「隠していることはありませんか？」


「…………」



「わたしもお姉ちゃんも、この国のことは近隣の国から聞いているのです。昔、この国がどう呼ばれていたのかも、今、この国が何の変哲へんてつもない国だと呼ばれていることも」

　わたしのその言葉に、ディアナさんの瞳ひとみが一瞬、揺らいだ気がしました。

　何の裏事情もなく大金を払うことなどありえないのです。お金はそれに見合うだけの報酬として払われるべきです。金額が多いのは、それだけ危険がともなうということを言外に語っているとしか思えません。

　わたし達から目を逸そらし、しばし黙ると、ディアナさんは、

「……そうね。ごめんなさい」

　とため息を漏もらしました。

　やはり黙っていたことがあったようです。

　彼女はそこで改めて、事情をすべて話してくれました。

　昔は魔法使いがいた理由、この国が今、何の変哲もない国と呼ばれている理由を、魔法使いたちが空の上へと行ってしまった理由まで、包み隠さずにすべて。


「…………」




「…………」



　それは重たい話でした。

　ふわふわと浮いているお城に反して、現実的で、辛つらくて厳しい重たい話でした。

　その話をすべて聞いたうえで、改めてディアナさんは「勝手なのを承知でお願いするわ。この国を救うために、どうか力を貸してください」と。

　わたしは黙だまりました。

　しばらく黙りました。沈黙ちんもくが一室を支配しました。

　時計の針はりがそれからしつこいくらいに耳を叩たたいたあとで、お姉ちゃんは立ち上がります。机の上に置かれたお金など目も向けず、

「アヴィリア、ほうきを飛ばしてもらってもいい？」

　わたしに対して、そのように言いました。

　少しだけ冷めた言い方にどきっとして、わたしはお姉ちゃんを見上げながら、尋ねました。

「どこまでです？」

　するとお姉ちゃんは、笑いました。

「空の上まで」

　お金は戻ってきたときに受け取ればいいわよね。荷物になるし。

　そう言いながら、確かに笑いました。





○






　十五年前まで、空の下のオロトリンネは少し変わった国で知られていました。

　昔、この国は、夜の間だけお城が空に浮かんでいる奇妙きみょうな国だったのです。

　お城には魔法使い達が住んでいました。

　昼間は地上に降りて国を見回り、夜は空の上から国を監視する。魔法使い達はそうして国を守っていたのだそうです。

　空の下のオロトリンネに住まう魔法使い達は、その誰もが優れた実力者であると知られていました。

　犯罪者が街に出れば、彼らは総動員で街中を捜し回り、追い詰めて、捕まえ、容赦ようしゃなく罰を与えました。罪を犯せば例外なく魔法使い達によって粛清しゅくせいされました。

　昼間は国のそこら中に魔法使い達が歩き回り、夜は空の上から監視されていますから、悪意によって犯罪に手を染める者は、空の下のオロトリンネにはほとんどいませんでした。無論、近隣諸国にもそういった強引な魔法使い達の噂うわさは届いていましたから、無理に国を狙う者もいなかったそうです。

　しかしこの国が平和であったのかといえば、そうではありませんでした。

　この国には犯罪は殆ほとんどなかったことと同時に、平穏もなかったのです。この国のすべての人々は、魔法使いを恐れて暮らしていたのです。

　魔法使いが歩けば人々は誰もが傅かしずきました。

　魔法使いがお店に赴おもむけばほかの客たちはこぞって逃げ出しました。

　魔法使い達は、国の中において恐怖の象徴だったのです。

「我々に歯向かう者は誰だろうと構わず殺しなさい。力なきものには生きている価値はありません」

　魔法使い達の長おさである魔女はよくそのようなことを仰おっしゃっていたといいます。魔法使い達の悪辣あくらつさに耐えきれなくなり武器を向けた騎士や商人たちは、誰だれもが構わず亡なき者にされていました。

　力なき魔法使いも同様に、仲間からのけ者にされ、空に浮かぶお城から突き落とされたといいます。彼らからすれば力こそ世の中のすべてで、強い魔法が使えるかどうかは何よりも重きを置かれるものであったようです。

　逆らえばどんな目に遭わせられるか分からないから、街の人々は従うほかなかったのです。

　長い間、街は恐怖によって支配されていました。

　そうして、今より十五年ほど前。

　ほんの一つ、小さな出来事をきっかけに、この街の均衡きんこうは崩れたそうです。

　街の住民は、横暴おうぼうな魔法使い達に嫌気いやけが差したのでしょう。限界が訪れたのでしょう。この街に魔法使いなど不要だという声が、そこら中から上がりました。

　そして十五年前のある日。魔法使い達のお城は、いつものように夜の空へと昇りました。

　けれど翌日の朝になっても、お城が地上に戻ってくることはありませんでした。

　その日、お城がもぬけの殻からになっている頃に民衆はお城の中に忍び込み、一つ細工を施ほどこしたのです。

　手引きをしたのは仲間達から追い出された一人の魔法使いでした。

　お城の原動力は、魔法使い達の魔力でした。魔法使い達から魔力を回収して、夜の間だけ浮かび、朝日が昇るとともに魔力の回収を止める仕組みになっていました。

　魔法使いは、民衆を手引きして、その仕組みを少しばかり弄いじり、永遠に魔力の吸収を止めないように──お城が降りて来ないようにしたのです。

　結果、魔法使い達は空に昇ったまま、降りて来れなくなりました。魔力を延々えんえんと吸収され続けるためにほうきでお城から逃げることもできません。

　彼らは人々を見下ろし続けた空の上に囚われたまま、帰って来られなくなったのです。

　そうして街に平和が訪れました。

　これこそがわたし達が近隣諸国から聞きつけた話であり。

　この国における魔法使い達と民衆の因縁いんねんの物語でした。


「…………」



　近隣の国からも、ディアナさんからもお話をすべて聞いたうえで、わたしもお姉ちゃんも、彼女達のお願いに協力することにしました。

『お城の魔法使い達が戻ってきた理由を、探ってほしい』

　それは確かに、ディアナさんが言ったとおりに勝手な理由かもしれません。けれども、わたし達は彼女のお願いに協力する道を選んだのです。

　空の上にそびえるお城に向けてわたしはほうきを飛ばします。遥か高くまで、今まで飛んだことがないくらいに高く。

　振り返ることはありませんでした。怖いので。

　きっとそれはお姉ちゃんも同じだったはずです。

「……ごめんね。わたしが魔法使えたら、一人で来たのに」

　お姉ちゃんの手は、強く、強く、わたしにしがみつきます。

「お姉ちゃんが謝ることは何もないのです」

　わたしはお姉ちゃんの感触を確かめるように、その腕に触れながら、振り向かずに答えていました。

　突然、国の頭上に舞い戻った魔法使い達のお城。

　きっとそこには、かつて国中を恐怖で覆おおっていた恐ろしい魔法使い達がいるのでしょう。きっと彼らの存在は、かつてはこの国そのものであったはずです。

　彼らが立ち去り、平穏へいおんだけが残り。

　ゆえに今は何の変哲もない退屈な国と呼ばれているのです。

「──着いたのです」力尽つき、少々荒っぽくわたしのほうきは着地しました。

　ここから先は、もうわたしは魔法を扱うことはできません。お城がわたしから魔力を吸い上げて、力を封じ込めるのです。

　わたし達は、この時点で既に覚悟を決めていました。

　ふわふわと浮かんだ空の城。わたし達が降り立ったのは、そのお庭でした。

　一面に色とりどりの花が咲き誇り、広いお庭の中で揺れていました。国から遥か上空のはずなのに、ひどく穏やかに、そよ風に揺られて咲いていました。まるで地上に根を張っているかのように。

「……綺麗」

　お姉ちゃんは、遠くを見つめて呟つぶやいていました。

　遠くから眺ながめたときは立派にそびえているように見えたはずなのに、そこにあったのは、触れただけで崩れてしまいそうなほど、古く朽くちて緑に覆われたお城の姿でした。

　けれどとても綺麗でした。

　ですが見惚みとれている場合ではないのです。

　美しくて、憧あこがれてしまうほど幻想的な光景でした。けれど、ここは国を恐怖で支配した魔法使い達の棲すみ処かなのです。

　油断はなりません。

「アヴィリア、わたしの後ろに隠れててね」

　ほうきを降りたとたんにお姉ちゃんはサーベルを抜きました。このお城の敷地内ではわたしはまともに魔法を使うことができません。

　帰り道のために、一時的に魔力を少しだけ回復できる魔法薬をディアナさんから頂いていますが、使いどころは考えなければなりません。逃げるときに飲まなければ、わたし達はたちまちお城に取り残されてしまいますから。

　ですから基本的にはお姉ちゃんの後ろに隠れることになったのです。

　お姉ちゃんにしがみつきながら辺りを窺うかがうわたしがそこにはおりました。


「…………」



　斜め後ろからわたしはお姉ちゃんをじっと見つめていました。整った顔立ちのお姉ちゃんは、いつになく真剣な表情で、周囲を窺っています。

　緊張感がわたし達の周りに漂ただよっているような気がしました。

「アヴィリア」ぼそり、とお姉ちゃんが囁ささやきます。

「何です？」首をかしげるわたし。

　するとお姉ちゃんは、わたしに目を合わせることなく、

「そんなに見つめられると、ちょっと、その……やりづらい……」などと。


「…………」何を言っておられるのですか。「お姉ちゃん。緊張感持ってください」



「緊張感、ね……うん。いや、わたしも多少は緊張しているのよ？　でもね、ちょっとそういう雰囲気でもないかなーって思えてきたのよね」

　言いながらお姉ちゃんは、抜いたばかりのサーベルを収めていました。

　おやおや？

「お姉ちゃん？　なにをしているのです？」

　ここ怖い魔法使いがうじゃうじゃいるかもしれないのですよ？　サーベルしまっちゃって大丈夫なのですか？　マジなのですか？

　わたしは怪訝けげんな表情で一層お姉ちゃんを見つめました。一層見つめましたがやっぱりお姉ちゃんはどこからどう見ても綺麗でした。

「だからそんなに見つめないでってば」照れ臭そうにお姉ちゃんは嘆息たんそくを漏らすと、「あれ見て」と花畑の先を指差します。

「？」言われるがまま。

　わたしはそちらに目を向けました。

　そこには女性が一人、立っていました。

　十五年前に空の下のオロトリンネを離れた魔法使いの一人が、立っていました。

「いらっさーい！」

　能天気を絵にかいたような声で、その場に立っていた彼女はこちらに手を振っていました。

「どうもー！　わたくし、魔法使いのクレアノールと申しますー！」

　お年は恐らく二十代半ばくらいで、髪は黄緑。瞳ひとみは黄昏たそがれ色。ローブを着込み、ロングスカートを穿はいていました。見かけだけならば年頃の落ち着いた女性のように見えました。

　けれどわたしとお姉ちゃんは、彼女を見つめたままただ硬直するばかりだったのです。

「おーい！　あれー？　もしかして聞こえてないのかしら？　あ、言語が違うのかしら！　どうしよう！　空の上に十五年もいたせいで時代に取り残されっちゃったわ！」

　おろおろとする彼女。

　その手には、風にたなびく大きな旗はたが抱えられていました。ものすごくポップな字体で『ようこそ！』と書かれていました。おもてなしムード満載でした。

「やだわやだわ、どうしましょう！　人と喋しゃべるのって久しぶりだから対応の仕方が分からないわ！　もしかして引かれてるのかしら？　やだわやだわ……」

　頰に両手を添えて身をよじり、頭をぶんぶんと振る彼女。二つに結った長い髪が激しく揺れておりました。


「…………」わたしは無言でお姉ちゃんの横に出ました。




「…………」お姉ちゃんはただただ冷めた目をしていました。



　わたし達は、このお城に恐ろしい魔法使いがいると思っていたのです。

　しかし何ということでしょう。

「やだ……わたくし今、見られてる……？　とっても冷たい目で見られてる……？　ああでも駄目だわ、諦あきらめないでクレアノール！　彼女達はお客さん第一号なのよ！　丁寧におもてなししないと！」

　そこには。

　馬鹿ばかでかいツインテールをこれでもかというくらいにキメた女性が、『ようこそ！』などと書いた旗を振りながら、若干じゃっかん無理やり笑っていたのです！


　…………。



「どゆことなのですかこれは」

「……おもてなし、されてるんじゃないの？」

「どゆことなのですかそれは」

　さっぱり意味分かんないのです。





○






「魔法使いのお城ツアーへご案内ー！　いえーい」

　クレアノールさんはお城へとわたし達を誘導すると、「はじめてのお客さんやったー！」などと旗をぶんぶん振り回しながらのたまいました。

　薄暗く、人の気配皆無かいむな崩れたお城の中でかろうじて人が通れるほどの狭い廊下の中、彼女のテンションはのっけから最高潮でした。

「やっぱり十五年もお城は地上から離れていたわけだし、きっと誰も今のお城のことなんて知らないでしょ？　だからわたくし、思ったのよ。『お城見学ツアーでも開いたら面白いんじゃない？』ってね！」
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　彼女はよく分からない理屈でよく分からないことをおっしゃいました。

「ということでここから先は、きっとあなた達の知らないお城の物語をツアーガイドたるクレアノールさんと一緒にお勉強してきましょう！」

　どうにかわたしは彼女が語っているであろう言葉の意味をくみとろうとしたのですがやっぱりわけ分かんなかったのでやがて考えるのをやめました。

「ハイ！　それじゃあ今からお城見学ツアーをやっちゃうね！　魔法使い達のお城の秘密、知りたいかなー？」

　わたし達をツアー客と勘違かんちがいなさっているのでしょうか。

　いやこんなところにいきなりツアーに来るわけないのです。あほなのですか。

　と言いたいところでしたが、相手は危険な魔法使いの集団の一人。これは巧妙こうみょうな罠である可能性もあります。


「…………」なのでわたしは黙りました。




「…………」お姉ちゃんも黙っていました。ちょっと困っていました。おろおろしていました。かわいいのです。



「ん？　あれ？　声が聞こえないぞー？」しかしどうやらノリノリなクレアノールさんは返事をするまでこの妙な茶番ちゃばんを続けるつもりらしいです。「魔法使い達のお城の秘密、知りたいかなー？」


「…………」「…………」



　しかしやはり突然の出来事にいまいち反応しきれないわたし達なのでした。顔を見合わせるばかりで、彼女の要望には応えてあげられませんでした。

「……くすん」

　やがてクレアノールさんは涙目になりました。アドリブへの対応力皆無でした。「やっぱりわたくしのお城見学ツアーなんて誰も興味ないのね……」

　そのままいじけてしまいました。

「ええ……」お姉ちゃんは更におろおろとしました。「あの、ね？　わたし達べつにツアーに来たわけじゃないんだけど……」

　ここには調査で来たのです。お仕事なのです。ビジネスなのです。

「うう……くすん。やっぱり魔法使いは忌み嫌われる存在なのね……！　今日はお客さんが来るのが見えたから、張り切って色々と準備してきたのに……」

　およよ、と廊下ろうかの端はしっこで丸まるクレアノールさんでした。

　わたしはお姉ちゃんを見やります。

（お姉ちゃん、とりあえずここは彼女の機嫌きげんを損ねないように努力すべきだと思うのです。彼女の目的が分からない今、うかつに動くことはできません）

　言葉を交わさずともわたしとお姉ちゃんの間には確かな絆きずながあるのです。目を合わせただけで、きっとわたしの心はお姉ちゃんに伝わるはずです。

　わたしのアイコンタクトに気づいたお姉ちゃんはやがて、

「……？」

　しかしお姉ちゃんは可愛かわいらしく小首をかしげるばかりでした。

　結局わたしのほうから「ツアー参加するのです」と提案しました。

「そ、そうよね！　やっぱりあなた達はツアーに参加するために遥々はるばる来てくれたのよね！」

「あ、いやそれは違うのです」ビジネスなのです。

「……くすん」

「ツアー参加者なのです。二名なのです」

「やったわ！　ありがとう！　愛してる！」廊下の隅すみっこのほうからわたしめがけて飛び掛かるクレアノールさんでした。

　ぐ、ぐいぐい来る……！

「と、とりあえずお城を案内してほしいのです……」

　そしてわたしは再度お姉ちゃんに目配せを送ります。

（お姉ちゃん、仲間が隠れているかもしれません。気を付けて彼女のおままごとに付き合いましょう）

　という意図を込めました。

「そんなに見られると恥はずかしいんだけど……」

　お姉ちゃんは恥ずかしそうに目を逸らしました。


「…………」



　やっぱりぜんぜん伝わってない……。




　ともあれ、そのような経緯を経へて、クレアノールさんによるお城見学ツアーがスタートしたのです。

「はい、ここがお城の大広間だよー。昔はここで舞踏会とかが開かれてたのー」

　瓦礫の山でした。

「はい。お次は食堂ね！　昔はお料理が得意な魔法使いのシェフさんが宮廷料理を振舞ってくれたの」

　瓦礫がれきの山でした。

「このお城は昔は魔法使いさん達の住居として扱われていたの。だから居住スペースもあるのよ！　この一帯がそうかな」

　どう見てもただの瓦礫の山でした。

　ツアーになってない……。

　ある程度回って分かったのは、緑に覆われたお城の中はどこからどこまでもほとんど瓦礫ばかりで人間が住めるような状況ではないということでした。古さから察するに随分と前から空の城はこのような過酷な状況に追いやられているようですけれども──。

　人が住める環境でないのに一体どうやって彼女は生きながらえてきたのでしょうか？

　いえ、それよりもほかの魔法使いさん達は？

「はい、それじゃあ次は大浴場だいよくじょうね！　とっても広いんだから！　もう瓦礫だけど！」

　もはや彼女のペースに呑のまれっぱなしでした。クレアノールさんはそれからわたし達を連れて、大浴場（ただの瓦礫）まで案内し、それが終わったら今度はまた瓦礫まで訪れ、瓦礫まで赴き、それから瓦礫まで足を運びました。

「はい、ここが瓦礫です！」

　最終的にはただの瓦礫とまでおっしゃる始末で、もう彼女もどこが何やら分かっていないのではないかとすら思えました。

　このお城に未だ無傷むきずな場所はないのでしょうか？

「あ、もしかして今、『このお城に未だ無傷な場所はないのでしょうか？』って思いましたー？　うふふ。そうですよね、気になりますよね！」

　心を読んだかのようにずばりと言い当ててやや得意げに語るクレアノールさん。

　彼女はそれから「実は唯一ゆいいつ、未だに保存されている場所があるのー」とにこにこと笑みを浮かべたまま、わたし達をご案内。

　はてさてどこでしょうか？

　見る限り瓦礫ばかりですが？

　疑問を抱くわたしとお姉ちゃんを連れて、それから彼女はお城の中、地下へと続く階段を、降りました。

「はい！　ここが唯一現存している場所！　地下室！」

　薄暗く、どことなく不気味な空間。彼女はその最奥の扉の鍵かぎを開きました。

「ここが今回のツアーの目玉ポイント！」

　そして彼女は、そのお部屋にわたし達を招き入れたのちに、両手を広げて語ります。

「このお城の動力炉！」などと。

　きらきらとまばゆい輝きを放つのは、青い球体でした。大きさはおおよそわたし達の身長ほど。それくらいの球体が、青白い光を漏らしながら、光っていました。。

　部屋の隅っこのほうにはお布団ふとんが置かれていて、ついでに調理器具もいくつか転がっていました。ここで寝泊まりしているようです。

　クレアノールさん曰く、このお部屋の球体が魔法使い達から魔力を吸い上げて、お城を空へと上げているのだといいます。

「十五年前に壊れちゃったけどね、それよりも前はお昼時は魔力の吸収を止めて、地上に降りていたのよ」

　今こうして輝きを放っているということは、おそらくは今も尚なおわたし達から勝手に魔力を巻きあげているということなのでしょう。

　唯一現存している場所、というのも納得ができるものでした。

　このお部屋までもが崩れてしまっていたのならば、きっとお城は今頃海の上に落ちていることでしょう。こうしてわたし達が空の上にいられるのも、動力そのものがまだ生きているからなのです。

「……昔はね、ここで妹と一緒によく遊んだものだわ」

　ぼうっと青白い光を見つめながら、クレアノールさんはぽつりと呟つぶやいていました。

「……こんな場所でですか」随分と目に悪そうな場所なのです。長居でもしていたら魔力と一緒に視力まで奪われてしまいかねないような気がしました。

　彼女は目をしかめるわたしに、くすりと笑みを向けていました。

「私のお父さんはね、この動力炉の調整と整備を担当していたの。十五年前、わたしは当時八歳。妹は五歳だったから、大好きなお父さんの傍そばから離れたくなかったのよ」

　だからずっと、ここでお父さんと一緒に遊んでた。

　彼女はそのように、語っていました。

「お母様とは遊ばなかったんですか？」

　お姉ちゃんが首をかしげます。

　クレアノールさんは表情を崩すことなく、けれど瞳に少しばかりの悲しみを浮かばせながら目を伏せて、

「遊んではくれなかったわ」

　淡々たんたんと答えます。

「お母さんには、ほかの魔法使い達を従えるお仕事があったもの」

　その言葉の意味するところは、一つしかないように思えました。

　かつてこの国を支配していた恐ろしい魔法使い達。その長として悪辣の限りを尽くしていたのは、一人の魔女であったと聞いています。

　娘さんがいたとしても、おかしくはないのかもしれません。

「ここにはあなたしかいないのですか」

　こくり、と青白い光を背に、彼女は頷きます。

「見ての通りよ。ほかのみんなは死んでしまったから」

　彼女の声音は少し落ち着いていました。先ほどまでの彼女は恐らく無理に明るく振舞ふるまっていたのでしょう。

　もしかしたらこちらのほうが素の彼女の姿なのかもしれません。

「ところであなた達は誰に頼まれてこのお城まで来たの？」

　綺麗な黄昏色の瞳がわたし達を覗のぞき込みます。瞳の奥はとてもとても薄暗くて、吸い込まれてしまいそうなほどの深い闇が隠れているかのようにも思えました。彼女の背中の向こうが明るさにまみれているからそのように感じられるだけかもしれません。

　けれどそう思えるほどに暗い表情をしているようにも見えたのです。

「空の下のオロトリンネに魔法使いはいないはずよね」

　誰から聞いて、ここに来たの？

　彼女は尋ねます。

　既に声に感情は乗っていませんでした。

　ほいほいと彼女に誘導されるがままにわたし達は能天気に彼女に案内されるがままにここに来てしまいましたけれども。

　このときになってようやく思い出しました。

　彼女は、このお城に棲む魔法使い達の生き残り。

　残虐ざんぎゃくで、残忍な魔法使いの一人なのです。

　これが長い長い罠である可能性は、未だ捨てきれないのです。

　わたし達がいるこの場所は、地下室。おおよそすぐに逃げられるような場所ではなく、おそらくはわたしがお薬を飲んだとしてもすぐに魔力はたちまち奪われてしまうことでしょう。


「…………」短い沈黙の最中にお姉ちゃんがサーベルに手をかけていました。「わたし達は旅人。偶然この国に通りかかってね、国の人たちに、お城を調査してきてほしいって頼まれたの」



　至極穏やかな口調の中に、少々の緊張が含まれているように思えました。

「ああ、そうなの？」ぽん、と両手を合わせて、彼女は語ります。「国の人たち、私達のことを忘れてはいなかった？　私達のこと、ちゃんと覚えていた？」


「…………」どのようにお答えすべきかは少々迷いましたけれども。「そうですね。ちゃんと覚えていたのです」結局当たり障りのない答えに行きつくわたしでした。



　クレアノールさんは、依然として暗がりの中に表情を落としていました。

「それはよかった」

　くすり、と笑みが浮かびました。

　そして彼女は、語るのです。

「私も、一度たりとも忘れたことはないわ。このお城のことも。このお城に棲んでいた仲間達のことも。街の人達にされたことも」

　それと、十五年前のことも。

　全部全部、ちゃんと覚えているわ。

　彼女はただ、それだけ言って、笑っていました。

　彼女が覚えているのは、恨うらみでしょうか、それとも別の何かでしょうか。

　少なくともその表情からは、わたしは何も読み取ることはできませんでした。

「ツアーはもうおしまいにして、ちょっと話でもしない？」彼女はわたし達に首を傾けます。

　お姉ちゃんとわたしは、互いに顔を見合わせたあと。

　わたしが尋ねました。

「……どんなお話なのですか？」

　その言葉に、彼女はたった一言、答えるのです。

　手にした旗を軽く振りながら。

「きっとあなた達が知らない物語」




　十五年ほど前──よりも、少し前に遡さかのぼります。

　クレアノールさんがまだ三歳だった頃に、妹が一人生まれました。小さくて可愛らしい妹の誕生に、父親も、クレアノールさん自身も、とても喜びました。

「可愛いね」

　母親の腕の中で眠る妹の頰に触れながら、父親は微笑ほほえんでいました。

　母親は、その言葉に応えました。

「きっと私達のように立派な魔法使いになってくれるでしょうね」

　二人の視線が交わることはありませんでした。

　母親はどこか遠くを眺めていましたから。

　父親はとても優しい人でした。いつも笑っていて、よくクレアノールさんと妹さんを連れて、お城の動力炉で遊びに付き合ってくれました。

　クレアノールさんが三歳になったばかりの当時は、お城の動力の整備と妹さんの子守の片手間に、ほうきに乗る練習にも付き合ってくれていました。

　そんな日々が続きました。

　ほかの魔法使い達は昼間は外の警備、夜は空の上で国の周りを監視していましたから、まともに話せる相手も、幼いクレアノールさん達と遊んでくれる人も、父しかいなかったのです。

　クレアノールさんが成長するとともに、妹さんも当然ながら成長していきました。最初は歩くことすらできなかった彼女は、やがて二本の脚で立てるようになり、言葉を語れるようになりました。

　妹さんのできることは、ささやかながら、ゆっくりと、一つ一つ増えていきました。

　その度に父親とクレアノールさんは大喜びしました。

　ある日の食卓の席で、父親は興奮にまみれながら、その時の様子を語ったことがありました。

「今日は初めて歩けるようになったんだよ。娘は二人だけど、やっぱり子供の成長を間近で見るのは嬉うれし──」

「魔法は？」

　冷たい言葉が父親の話を遮さえぎっていました。母親は、父親の話などさして興味もなさそうに、ただそれだけ尋ねていました。

　そのときクレアノールさんから見えた父の姿は、とてもとても、困惑しているように見えました。

「いや、まだだけど……」

「そう」

　母親はつまらなそうに遠くを見ていました。

　クレアノールさんが六歳で、妹さんが三歳になった頃から、ほうきに乗る訓練も始めるようになりました。

　覚えている限り、クレアノールさんはほうきに乗ることも、魔法を扱あつかうことも、さほど苦労することはなかったように思えました。一年もたたないうちに、初歩的な魔法も、ほうきの操縦もできるようになっていましたから。いつも冷たい母が、ほうきの上にいるクレアノールさんを見つめて「さすが私の子ね」と笑ったことをよく覚えていましたから。

　しかし妹さんは、そうではありませんでした。クレアノールさんとは違ったのです。

　魔法の才能が備わっていないようでした。

　どれだけ練習しても、妹さんはほうきにまたがって空を飛ぶことはおろか、宙に浮くことすらできなかったのです。

「いつになったらほうきに乗って空を飛ぶことができるの？」「まだまともに魔法も使うことができないの？」「クレアノールはもうとっくに魔法を使うことができたのに？」

　母親が直接妹さんに言葉をかけることはありませんでした。代わりに、父はよく母親にそういって叱しかりつけられていました。その度に「大丈夫。もうすぐきっと、クレアノールのようになれるから」そんな言葉を、返していました。

　クレアノールさんは妹がほんの小さかった頃は、何かをする度に喜んで、よく話しかけてあげていました。魔法の訓練を始めた頃から、どういうわけかそれができなくなっていました。妹さんに話しかけることも、父親との訓練の間に入ることもなくなっていました。


「…………」



　時折、姉を見つめる妹さんの瞳は、悲しみにとりつかれていました。だからより一層、近寄れなくなりました。

　ただ遠くで、二人を眺めるばかりの日々が流れていきました。

　けれど結局、何年経っても、結局妹さんがほうきに乗ることはできませんでした。

　そして、妹さんが五歳になった頃。

「失敗だったわね」

　たった一言。

　それだけ吐いて、母親は妹さんを夜のお城から、突き落としました。

　お城の遥か下を覆う海を見下ろして、父は嘆なげき、泣き崩れました。

　そのときになって、ようやくクレアノールさんは気づいたのです。

　力なきものには生きている価値はありません。

　母がよく口にしていたその言葉は、魔法使いに対しても、自らの家族であったとしても関係がないのだと。

　魔法使い達のお城が空から戻れなくなったのは、それから二週間ほど後になってのことでした。




　民衆が反旗はんきを翻ひるがえしたのだと気づいたのは、二週間後の朝になってからでした。

　お城の動力炉は致命的に故障していて、修理は不可能。永遠に魔力を吸収し続けるようになってしまっていました。どうあっても戻ることはできず、結局魔法使い達は、空の上を放浪することを余儀よぎなくされました。

　誰が悪いのか、何が悪いのか、どうして民衆に裏切られなければならなかったのか、許せない。恨み言は空の上で幾度いくどとなく交わされました。地上に戻ったときに民衆を皆殺しにしてやる、と息巻く者もいました。あの魔女のせいで恨まれたんだ、とクレアノールさんの母親を恨む者もいました。

　空の上は剣呑けんのんな雰囲気にまみれていました。

　お城の中に備蓄びちくも畑もありましたが、物資には限りがありました。やがて仲間達は少ない食糧を奪い合い、居住スペースを奪い合うようになりました。

　そのような平穏さとは程遠い光景は、皮肉にも、魔法使いに虐しいたげられていた国の情景じょうけいにどこか似通っているようにも、思えました。

　彼らの抑圧された感情が爆発したのは、それから何年も経ったあとのこと。

　きっかけはほんの些細ささいなものでした。

　お城から飛び降りて民衆に復讐に向かうと息巻いた魔女──クレアノールさんの母親を、父親が強引に止めたという、ただそれだけの出来事でした。

　そんな、ほんの些細なきっかけで、彼らの溜たまりに溜まった鬱憤うっぷんが破裂しました。

　それは、ちょうどクレアノールさんが十二歳の誕生日を迎えた頃だったといいます。

「……耳を塞ふさぐんだ。いいかい？　何があっても、絶対にここから出るんじゃないよ」

　クレアノールさんのお父さんは、そう言って彼女をお城の動力炉に隠し、鍵をかけさせて、そのまま争う魔法使い達のもとへと向かってしまいました。

　長く長く、魔法使い達の叫び声や、雄おたけびが響きました。いくら耳を塞いでも、目を閉じても、おぞましい音ばかりが彼女の耳を叩きます。

　クレアノールさんは光る動力炉の中から、恐怖で一歩も動けませんでした。

　叫び声がやむまで、ずっと。


「…………」



　それから何日か経った頃でしょうか。もしかしたらほんの数時間の出来事だったかもしれません──気が付けば、お城がしんと静まりかえっていました。

　もう終わったのでしょうか？

　彼女は、恐る恐る動力炉から這はい出ます。

「誰か……誰かいますか……？」

　地上へと出ると、明るい陽射しが彼女を迎えます。

　けれど人は、迎えてはくれませんでした。

　そこら中が血だらけでした。刃物を胸に突き刺されたまま息絶えている人、地面にうずくまって身じろぎひとつしない者。たくさんの人の姿がありましたが、けれど誰も、彼女に顔を向けてはくれませんでした。

　殺し合いの結果は相打ちだったのでしょう。

　たくさんの死体が、そこら中に転がっていました。

　呆然ぼうぜんとお城を歩くクレアノールさん。お母さんの名前を呼びました。お父さんの名前を呼びました。けれども返事はありませんでした。

　彼女はそれから何度も何度も、両親の名を叫びました。

　お城のあちこちを走り回って、ご両親を捜しました。

　やがて彼女は見つけます。

「……ああ」

　お城の隅っこのほうで静かに息を引き取る父と、寄り添うように、あるいは刺し違えたまま息を引き取った母の亡骸なきがらを、見つけました。

　結局、生き残ったのは、クレアノールさんただ一人でした。

　たった一人、広いお城の中に取り残されてしまったのです。

　どうして、こんなことになってしまったのでしょうか。

　国を追い出されるほどに魔法使い達の悪辣が過ぎたからでしょうか。民衆に歯向かわれたことに怒りを覚えたからでしょうか。

　いえ、こんな事態が巻き起こった原因は、もっと別にあるのです。

　きっかけはもっと単純なものでした。

「ごめんなさい」

　深い後悔が彼女にはありました。

「ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい──」

　お城が空を漂うようになってから──いえ、それよりも前から、彼女の胸には、耐え難い後悔が一つ、あったのです。

　お城が空へと昇り、それっきり戻れなくなった夜。

　その少し前に、彼女は街で見回りをしている最中に、妹さんを見つけました。

　陽が差す路地の中、大人たちを引き連れてお城へと進む、妹さんの姿を、彼女は見ていました。

　死んだと思っていました。

　けれど生きていました。生きて歩いていました。

　クレアノールさんは、とても嬉うれしかったのです。けれど声を掛けることは、できませんでした。

　妹さんは、大人達に守られるように囲まれて歩いていたのです。魔法使い達が棲む、お城へと。

　ただクレアノールさんは、妹さんのことを遠くから眺めることしかできませんでした。

　その翌日になって知りました。

　お城の動力が何者かに破壊されたことを。

　それが誰によって破壊されたのかは、考えずとも分かりました。けれどクレアノールさんは、見た光景をずっと胸の内に秘めて、隠していたのです。

　魔法使い達が空から戻れなくなったのは、たった一人の少女すら助けることのできなかった魔法使い達が悪いのですから。

「助けてあげられなくて──ごめんなさい」

　どれだけ後悔したとしても。

　既に妹さんは、彼女の手には届かない遥か遠くにいました。





○






　一人の少女の話をしましょう。

　ある日、空から落ちてきた少女は、そのとき生まれて初めてほうきに乗りました。空飛ぶお城から落とされる間際まぎわ、とっさに摑つかんだほうきに乗ったのです。

　生まれて初めての経験で、そのうえ、空から落とされていた彼女でしたから、残念ながらまともに空を飛ぶことは叶いませんでしたが、それでも死ぬことだけは避けることができました。

　彼女は海に落ち、街の港に流れ着きました。

　身体中の痛みに泣きじゃくりながら、彼女は絶望しました。

　仲間に裏切られたことが、母親が彼女をお城から突き落としたことが、父が助けてくれなかったことが、彼女を絶望させました。

　突然落ちてきた少女に、街の人々が慌あわてて駆け寄りました。

「酷ひどい」「まだ子どもなのに」「まだ息がある！」「誰か医者を──！」

　民衆は、魔法使いである彼女を助けました。すぐに医者が駆け付け、応急手当てを施ほどこしてくれました。

　結果として彼女は一命を取り留めました。

　けれど代償として、二度と魔法が使えなくなりました。墜落ついらくで負った怪我けがの後遺症こういしょうで、彼女は指に力が入らなくなったのです。

　そして一人の少女がお城から落とされたあとの出来事は、わたし達が知る通り。

　民衆は身内にすら愛のない魔法使い達に憤慨ふんがいし、このままでは国が亡ほろびると悟りました。

　彼らは魔法使い達を国から追い出すことにしたのです。

　彼らを追い出すために、お城の中から細工を施すことにしました。けれど民衆は、お城の中を知りません。

　しかし計画は、一人の少女のおかげで上手うまくいったのです。

「知ってる」

　少女は街の人達に、語りました。「私のお父さんが、お城を操作してるから、だから、使い方、知ってる」

　父は少女に優しくしてくれました。よくお城を空に浮かすために一緒に地下に篭こもり、魔力を与えて空に飛ばすんだよ、と教えてくれました。

　彼女は操作も、細工の仕方も、分かっていたのです。

　少女は街の人々に協力することにしました。街の人を引き連れて昼間のお城の忍び込み、地下室へと進み、お城に細工して、そして帰りました。

　その日の夜、いつものようにお城は空へと昇ります。

　けれど二度と帰ってくることはありませんでした。ふわふわと空に昇ったまま、帰ることはなかったのです。

　残忍な魔法使いも、厳しい母も、優しい父も、お姉さんも。

　誰もが空に昇ったまま、帰りませんでした。

　街に平和をもたらした少女は、人々に感謝されました。

　少女の名前はディアナ。

　クレアノールさんの、妹さんです。




「あれから十五年で、国は大きく変わってしまったわ」

　空の上へと昇る前。

　ディアナさんはわたし達に語ってくれました。

　彼女が国に落ちてから十五年。魔法使いを失ったことで、この国は、衰退すいたいの一途いっとを辿るに至ったそうです。

　国の人々は、知りませんでした。

　国の人々にとって恐ろしい残忍な魔法使い達は、外の国の人々にとっても同じであったことを。

「空の下のオロトリンネは資源が豊富な国でね、恵まれていたの。近隣の国々は手ぐすねを引いて私たちの国が手薄になるのを待っていた。ずっと、いつでも、私たちの国から大事なものを奪うために待っていたの。それを抑えていたのが、魔法使い達だったのよ」

　昼間、街の至るところに魔法使いが現れたのは、決して街の人々を威嚇いかくして回るためではありませんでした。

　街によそ者がまぎれていないかを調べるためだったのです。

　夜中、空飛ぶお城の中に集まったのは、国を見下ろすためではありませんでした。

　国を外敵から守るためだったのです。

　その事実に気づいたときには、既に、空の下のオロトリンネは他国に攻め入られていました。

　十五年が経ちました。

　今はもう、かつてのような輝きはこの国にはありません。

「魔法使いが去ってからすぐに近くの国に攻め入られてね、あっさり負けた。この国の作物は他国に献上するために育てられて、家畜たちは商人に奪われる。今はもう随分と争いごとから遠のいて落ち着きを取り戻したけれども、結果として私達は多くのものを失った。あなた達、今、この国が何て呼ばれているか知っている？」

　何の変哲もない寂れた国。

　この国には、もう何も残ってはいないのです。

　国を守ってくれていたはずの人達を、自ら手放してしまったから。

「この国の人達は、だから、過去の行いをひどく悔くやんだ。戻ってきてもらって、ただ謝りたいのよ」

　けれどどれだけ後悔したとしても。

　既に彼女の手には届かない遥か遠くに、消えてしまっていたのです。

　ほかにもっとやり方があったかもしれないのです。しっかりと腰を据すえて話し合えば、分かり合えたかもしれないのです。

　それができなかったのは、賢くなかったからでしょうか。勇気がなかったからでしょうか。

　しかし。

　どれだけ後悔をしたとしても。

「もう、私達は魔法使いに会えない──そう思っていた。けれど、国の真上に、あの城は戻ってきた。きっと中には、私の姉もいるはずだわ」

　だから、と彼女は言葉を紡つむぎます。

「もう一度、姉に会って、きちんと謝りたいの。もう一度やり直すために」けれど、ディアナさんはもう、魔法を使えません。「だから、勝手なのを承知でお願いするわ。この国を救うために、どうか力を貸してください」

　彼女は頭を下げました。

　わたしは黙りました。

　しばらく黙りました。沈黙が部屋を支配しました。

　時計の針がそれからしつこいくらいに耳を叩いたあとで、お姉ちゃんは立ち上がります。机の上に置かれたお金など目も向けず、

「アヴィリア、ほうきを飛ばしてもらってもいい？」

　わたしに対して、そのように言いました。

「どこまでです？」

　わたしは尋ねます。

　重たい話を聞いた直後とは思えないくらいに明るい声が、すぐに返ってきました。

「空の上まで」

　お金は戻ってきたときに受け取ればいいわよね。荷物になるし。

　お姉ちゃんはそう言って笑いました。




　お役所から出ていく間際。

　お姉ちゃんはふいに振り返り、俯うつむくディアナさんを見つめます。

「きっと大丈夫ですよ」

　やわらかい声で、お姉ちゃんは、語り掛けます。

「お姉ちゃんはね、妹が何をしたって、笑って許すものだもの」





○






　深い後悔が彼女にはありました。

　悔やんでも悔やみきれない後悔がありました。

　クレアノールさんがすべてを話し終えたあと、わたし達の周囲は静寂せいじゃくに包まれました。彼女は、妹さんと同じく、十五年前の出来事をひどく後悔していたのです。

「もっと上手いやり方があったかもしれない。もっと別の方法があったかもしれない──ずっと、十五年間、わたくしはそんなことばかり考えているの」

　もっと賢ければ、もっと勇気があれば。

　そんなことばかりが、胸の奥に引っ掛かっているといいます。

「もうじき、このお城は力を失うわ。長年、貯め続けた魔力はこの前底をついて、もう今は私一人だけの魔力で落下するのをかろうじて防いでいるくらいだもの」

　あと数日もすれば、もう地上に帰ることができるのです。

　けれど戻って何をすればいいのでしょうか。彼女はそれを、悩んでいました。

「妹さんに会うのは、怖いですか」

　わたしは尋ねていました。

　十五年間、彼女はこの空の城の中で生きてきました。外の世界がどうなっているのかなど知る由よしもないのです。

　未だ、眼下に広がる街では魔法使いに恨みを持っている人ばかりかもしれないと、思っているのかもしれません。

　だから彼女は言いました。

「拒絶されるのは怖いわ」

　目を伏せる彼女の姿は、どこかで見たことがある気がしました。

　まるで鏡のようにも思えました。

　思い返すまでもありません。

　旅を始める前──故郷でお姉ちゃんの帰りを待っていた、わたしに似ていたのです。どうしようもない後悔を抱えていた頃の、わたしと。


「…………」



　だからわたしは、彼女に一歩、歩み寄ったのです。

　青白い光が放たれる一室で、わたしの影が伸びます。

　苦しんでいる妹さんを助けられずに、お城から落とされる彼女をただ見ていることしかできなかった後悔に苦しむ彼女の手に、わたしは小瓶こびんを一つ手渡しました。

「……これは？」

　わたしは小瓶を見つめながら答えます。

「一時的に魔力を回復させるお薬です。これを飲めば、お城が完全に機能を失う前にここから逃げることができると思います」

　わたし達と一緒に、ここから逃げましょう──わたしはそう言って、彼女の手の中に、小瓶を置きました。

　彼女は少し驚いた顔をしていました。けれど、そのあとで、少し笑います。

　わたし達がこのお城にやって来た本当の目的に、もしかしたら気づいたのかもしれません。誰に言われて、何と頼まれてここまでやって来たのかを、察したのかもしれません。

「妹は元気？」

　彼女は尋ねます。

　わたしは首を振りました。

「それはご自分の目で確かめてください」

　きっとそのほうがいいのです。

「……あの子に会ったら、わたくし、何と言ったらいいのかしら」

　いいえ。

　何を言うことも、何かしてあげる必要もないのです。

「一緒にいて、ただ笑っているだけで、妹さんは喜びますよ」

　妹というのは、そういうものなのです。





○






　クレアノールさん曰く。

　魔力を失い、ゆっくりと落ちつつあるこのお城は、あと数日もすれば完全にその力を失い、海の上に落ちてしまうといいます。

　もしかしたらあと何十人かの魔法使いでも一斉に集めれば再び空へと戻る力を取り戻すかもしれませんが、再会を心待ちにしている彼女たちを前にそのようなことをしてしまうのは野暮やぼにも程があるでしょう。

　力を失ったお城は、きっと海の上に落ちたとたんに沈むことでしょう。そしてもう二度と空に上がることはないのです。

　ここに乗るだけの魔法使いはもう国にはいないのですから。

　乗る必要も、ないのですから。

　お城のお庭に花畑がありました。

　色とりどりの花が咲き誇り、上空の庭の中で揺れていました。国から遥か上空のはずなのに、ひどく穏やかに、そよ風に揺られて咲いていました。

　地上に降りれば、もう二度と、この景色を見ることはできなくなるでしょう。

　だからわたしは、ゆらりゆらりと揺らめく花たちを、眺めていました。

「この景色は見納めかもですね」

　この目に焼き付けるように、ただただ眺めていました。

「そうね」

　お姉ちゃんはわたしに背を向けたまま、花畑の中を進みます。

　このお城に舞い降りてから歩んだ道をゆっくりと遡り、お姉ちゃんは、隅っこのほうで、立ち止まります。

　わたしも遅れて、小走りでお姉ちゃんを追いかけました。

「危ないですよ。お姉ちゃん」

　そうしてわたしはお姉ちゃんの隣に立ちます。

　そのときに一つ気づいたことがありました。

　ここに辿り着いたとき、わたしもお姉ちゃんも、随分と重たい話を聞いた直後だったからかもしれませんけれども。

　そういえば、まだこのお城から見える景色というものを、一度も堪能たんのうしていなかったのです。


「…………」



　気づいたときには、わたしはひどく後悔しました。

　一体どうしてもっと早くにこの景色を見なかったのでしょう。

　眼下にはたくさんの屋根が広がっていました。色とりどりの屋根がまばらに連なり、地上を覆っています。十五年でたくさんのものを失ったはずの街は、しかし誇らしくこの場に佇んでいました。

　空に浮かぶお城の帰りを待ち望むように、静かに静かに、佇んでいました。

　まるで花畑のよう。

「今、もっと早くに見ればよかったって思ってる？」

「なのです」

　けれどお姉ちゃんは首を振ります。

「こう考えたらどう？　こんなにも国に近づいたから、こんなにも綺麗な景色になったんだって」

「……？」

　察しの悪いわたしです。

　お姉ちゃんはかみ砕いて語ってくれました。

「あとになって、もっとこうしておけばよかったとか、もっといいことが選べたと思うかもしれないけれど、でも、過去の後悔があるから今があるのだとすれば、そんなに悪いものでもないでしょ？」


「…………」



　瞳に焼き付けたいと思えるほどの景色がこんなにも綺麗なのは、きっと初めて、この景色を目にするのが、今だからなのかもしれません。

　お姉ちゃんは、そんなことを言っているように思えました。
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　悔やむよりも今を見てと、そんな風に、わたしの過去の後悔を、宥なだめてくれているように思えました。

「……ありがとうなのです」

「どういたしまして」

　風が吹きました。

　わたしの長い髪がそよぎ、背中の向こうでは花畑がざわざわと音を立てます。

　見惚みとれるほど綺麗なものに囲まれながら、わたしはずっとこんな時間が続けばいいのにと、そんなことを考えていました。

　ここはとてもとても、素敵な国でした。

「何の変哲もない退屈な国ではなかったわね」

　お姉ちゃんはそう言って、私の隣で笑ってくれていました。

　深い後悔も忘れそうなくらいに、綺麗な笑みが、わたしの隣にはありました。
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　魔女二人が海辺の街に訪れました。

　一人は灰色の髪、瑠璃るり色いろの瞳ひとみをした魔女でした。身にまとうのは黒の三角帽子と、黒のローブ。胸元には魔女の証あかしである星をかたどったブローチがあり、それでいてとてもとても旅人らしいシンプルな装よそおいでもありました。

　彼女は魔女であり、そして旅人でもあり、同時にとてもとても美しい少女でもありました。「え？　ご自分でご自分のことを美しいって言うんですか？　本気ですか？」


　…………。



　彼女の美しさを例えるのならば、それはまさしく冬の山に咲さく一輪の花。厳きびしい環境に身を置きながらも、雪を破やぶって地上に顔をのぞかせるその姿は逞たくましくもあり、何よりも、息を呑のむほど美しいのです。「何でやけにご自分の美しさだけ長々ながながとアピールしているのですか？　あなたもしかして酔よっているんですか？　素面しらふではないですよね？　ですよね？」


　…………。



　もう一人は黒い髪を伸ばした魔女。同じく黒いローブと、黒の三角帽子をまとい、胸元にはやはり同じく星をかたどったブローチが一つあります。

　名前はフラン。

　ぐうたらを絵に描いたような性格の彼女は、こう見えても今はどこぞの国で教師として働いており、今は帰り道の途中。

　この海辺の街の港から、お仕事のために海を渡るといいます。「ああ、私の説明には美しいとは入れてくれないのですね。先生ちょっと寂さびしいです」

　先生との時間は、今日を含めても、あと三日しかありません。寂しいですけれども、お別れの時は必ずやってくるものなのです。ですからささやかな時間を今は楽しむことにしましょう。ただ喫茶店きっさてんで食事を摂とっているだけの時間であっても。「あら嬉うれしい。いいことを書いてくれるのですね、イレイナ」


　…………。



　ところで。

　はてさて。

　彼女は一体どなたの師匠ししょうなのでしょう？

　そう、私です。


「…………」



　私は黙りました。


「…………」



　私は沈黙ちんもくしました。とてもとても重く沈黙しました。

　喫茶店で私達は向かい合ったまま、しばし黙りました。

　ひとまず、この場において、一体何が起こったのかをまず説明しなければならないでしょう。体ていよく現実逃避げんじつとうひをすることとしましょう。

　私達がこの国の門を叩たたいたのは、つい先ほど。数十分前です。




　フラン先生との旅路の最後となるこの国の名は海辺のトロコリオ。少々大きな港町です。

　街並みは美しいというよりは、可愛かわいらしい外観をしているように見えました。門を通った先からすれ違う家々の壁はどれもまるで花の色をそのまま押し付けたように鮮明せんめいで、降り注ぐ陽射ひざしを浴びて少々眩まぶしくもありました。

「イレイナ、この街の家がどうしてカラフルなのか理由は知っていますか？」私の隣となりを歩きながら先生が首をかしげます。

　進む先、遠くには海が見えました。港へと戻る船は、重みを忘れたかのようにゆらりゆらりと音もなく海面を滑すべります。

「船が迷わないためとかじゃないですか」

　即答でした。


「…………」先生は黙だまりました。「違います」少々頰ほおを膨ふくらませていました。お見受けしたところ正解っぽいですが？　違うんですか？



「じゃあ答えは何ですか？」

「ペンキが余ってたからです」


「…………」



　私はこのとき大層たいそう目を細めていたと思います。じっとりと訝いぶかしんで先生を見つめていたと思います。

　先生はそんな私にあわてて、「いえ、本当ですよ？　この国にいる知人に聞いたから間違いありません。余ったペンキを流用して壁を塗りたくったのですよ」と言い訳のようにやや早口で答えていました。

「それで、何が言いたいんです？　先生」

「物事には深い理由があるように見えて、実際たいした理由はないこともある、というお話をしたくてですね」

「ほうほう」

「こんなにも面白おかしい外観なのだから、きっと何か意味があってこんな風に仕立て上げたと思うでしょう？　でも実際そんなことはないのですよ。これは知人から聞いた話なので間違いありません」

「そうなんですね」

「ええ。知人から聞いた話ですから間違いありません」

「……なんだか怪あやしいですね」

　連呼れんこしすぎでは？　けれど先生はあくまでけろりとしていて、

「ところでイレイナ、ちょっとランチでもどうですか？　おすすめのお店があるのですよ。奢おごりますよ」

「いいですね」こくりと私は頷うなずきます。けれど。「先生が私に食事を奢ってくれるなんて珍めずらしいですね」

　何か理由でも？

　と私は尋たずねます。

　すると先生は、くすりと笑って、

「たいした理由はありませんよ」

　ただ一緒に食べたいだけです、なんてことを、平然と語るのです。




　そうして訪れた喫茶店は、摩訶まか不思議なお店でした。店内の様子はそうとしか言いようのない景色でした。

『いらっしゃいませ。お好きな席へどうぞ』

　看板かんばんが出迎えてくれました。……看板？　店員さんはいらっしゃらないので？　と私が首をかしげていると、看板がひょいひょいと左右に揺ゆれます。

　はて？

　と私は視線を落とします。

　店員さんはいないわけではないようでした。ただ姿が見えなかっただけのようです。

「……この子、何ですか？」

　しゃがんで私は見下ろします。制服を着たクマのぬいぐるみでした。可愛らしいつぶらな瞳ひとみのお人形は、どういうわけかふりふりと可愛らしく看板を揺らしておられるのです。

　なんですこれ？

「ここはこういったお人形さんがお料理を運んでいるのですよ」

　曰いわく、先生がこの国に訪れるのは今回で三度目のようです。一度目は先生のお師匠と高飛びをするために訪れたとき。二度目はこの前の帰郷のために戻ったとき。そして三度目の今日。

　さすがにこのような光景も慣れたもののようで、先生はさして驚く様子もなく、看板が示す通りに空いている席へと歩みを進めます。

　私は先生の背中を追いかけました。

「随分ずいぶんと変わった国ですね……お人形が人のお仕事を代わりにやっているんですか」

　けれど先生は席に座りながら、

「いえいえ。人形がこのような仕事をしているのはこのお店だけですよ。ほかのお店では普通にウエイトレスさんがお仕事しています」

「？　そうなんですか」

　先生の向かい側に腰を下ろします。窓際の席。視線を傾ければカラフルな街並みが見えました。

「このお店で働いているような人形の本業は人助けなんです。街の至る所に配置されていて、困っている人に手を貸してあげているんですよ。ほら、あそこを見てください」

　先生は指差します。

　示した先には、街角、可愛らしい女の子のお人形が、『本屋さんはこちらです！　地図に書いてありました！』と書かれた看板を抱えておばあさんを先導せんどうして歩いていました。

　なるほどなるほど。

「クマのぬいぐるみではないんですね」

「ええ。クマはこのお店だけの特製です」

　こくりと先生が頷いたところで、『ご注文をどうぞ！』とクマさんがやってきます。先生は「食べたいものを紙に書いて渡してあげてください」とメニュー表を見ながらテーブルに添えられた紙を手に取ります。このお店で一番高いコース料理が先生の手により綴つづられ、手渡されます。

　その向かい側で私はそこそこ安いパスタとお水を注文しました。

「あらあら」クマさんに渡している最中に先生が手を口に添えてあらあらしておりました。「遠慮えんりょしなくていいのですよ？」

「いえ、私そもそもそんなにお腹なか減っていないんですよ」

　白状しましょう。先生に隠れてさっきパンを食べました。ゆえにお腹の中はつい先ほどから空腹を忘れているのです。

「栄養が偏かたよりますよ？　もっといいものを食べないと」

「お母さんみたいなことを言いますね……」

「それに類するものと思ってくれても構いませんよ」

「でしたら今夜の食事も明日も明後日あさっても奢っていただいても構いませんよ」

「前言撤回しましょう」

「まあでも私はそもそもたくさん食べている先生の姿を見ているだけでお腹いっぱいですから」

「あらお母さんのようなことを言うのですね」

「私をそういう目で見るのはやめてくださいね」

　料理はほどなくしてやってきました。

『おまたせしました！』『おまたせしました！』などという看板と一緒に、普通のパスタと普通の前菜がテーブルに置かれます。

　フラン先生のためにお料理を持ってきたクマさんはそのまま踵きびすを返してキッチンへと戻ってしまいました。


「…………」しかしながら、なぜか私にパスタを持ってきたクマさんは、そのまま私の隣にちょこんと座ったのです。「先生これは」



「このお店ではお料理を運び終えたクマのお人形が隣に座るサービスを実施じっししています。その子はイレイナの分身となって色々やってくれるはずですよ」

　曰く、お料理を口に運んでくれたり、新しい注文を受けてくれたり、あと話し相手になってくれたりと、料理を運び終えたクマさんは色々と尽つくしてくれるようです。

「至いたれり尽くせりですね」うふふ、と先生は笑います。

「まあ悪い気分はしませんけれども……」お料理くらいは自分で食べたいものです。そもそも先生の前でクマのお人形に食べさせてもらうというのはなんとも恥はずかしいもので、私はそういった趣味嗜好しこうはありませんでしたので、横に座ったクマさんをよいしょと持ち上げて、窓際に置きました。

　私達はそれから二人で料理に舌鼓したつづみをうちました。

　大きな事件が起こるわけでもなく、ただただ二人で言葉を交わしているだけの時間が流れていきました。それはそれはとてもいいもので、たまにはこういった時間も悪くないと思えるものでした。

「明後日までまだ時間はありますし、あとは何をしましょうか？」

　先生はご自身に、あるいは私に対して尋ねます。

　明後日の夜には、先生は船に乗って王立セレステリアへと戻ってしまいます。

　きっとしばらくお会いすることはできなくなるでしょう。今生こんじょうの別れではありませんけれども、こうして一緒にいられるのも、あと少しです。

　残された時間を一体何に使えばいいのでしょう。水を差すようにそんなことが頭を過よぎり、日記に書き残したい言葉ばかりが交わされます。

「ああ、そうそう。この国はランタンが有名でしてね、ちょうど明後日の夜に港からランタンが上げられるそうですよ。よかったら──」

　ぽん、と手を叩きながら先生は語っていました。

　さてさて。

　ご覧の通りこのような他愛たあいもない話ばかりが私達の間にはあったのです。

　しかし物事はいつも突然に動き始めるもので、本日もまた、突然のことでした。

「ランタンには願いを込めるものらしくてですね、私も二度目になるのですけれども、色々な願い事を書いて、空に上げるお祭りだそうで──あら？」

　先生が言葉の途中で、眉根まゆねを寄せました。一体何事かと思えば、私の傍かたわらに置かれたクマさんが先生のほうにご注文用の紙切れを手渡していました。

　……何事で？


「…………？」



　先生もどうやらこの展開は初めてなようで、首をかしげながら、紙切れを受け取っていました。

　そして。


「…………」



　黙りました。

　見るからに明らかに笑いをこらえながら、黙りました。噴き出す寸前すんぜんまでいっていました。

「あの、イレイナ……もしかして、今、日記を書きたいと思いましたか？」

　複雑な表情で先生は私を見ます。

　何事で？

「ええ、まあ……思った……かもしれませんけれども」

　それが何か。

「すみません……、説明不足でした……」

　先生はそれから一度深呼吸をしてから、「このクマ、魔力で動いていましてね？　一度触れた人の想いを代弁だいべんする役割を持っているのですよ」と語ります。

「？　どういうことです？」

「水が欲しいと思いながら触れてあげれば水を持ってきてくれますし、隣の席の子に声を掛けたいと思いながら触れてあげれば代わりにナンパしてきてくれます。大体そんな風に、店内においてご自身の意思の代行をしてくれるのがこのクマさんなんです」

　ちらりと先生は店内に目を向けます。見ると、カウンター席に座る女性の傍らにキメ顔のクマがおり、『あちらのお客様からです』と看板を抱えておりました。

　なるほどなるほど。

　つまり触っただけで何でもやってくれるということですね？

　何でも、してくれる……？


　…………。



　は？

「私が日記を書きたいと思ったらどうなるんですか」

「日記を書きます」

　すっ、と先生が私に紙切れを差し出します。

　がっつり書いてありました。

『そう、私です』

　などと。





○






「……いや、これはその、違うんですよ」

　長い沈黙を経へて私が発した言葉はまごうことなき弁明べんめいでした。苦しい言い訳でした。「私べつにこういう文章書こうと思っていたわけじゃないんですよ」

「いえいえいいんですよイレイナ。そんなことを言わなくても。先生は分かっていますよ？」

　うふふ。

　先生は笑います。

「ちょっと気分が高揚こうようしちゃったんですよ、ね？」

　違います違いますいやまったく何を勘かん違ちがいしているんですか本当にまったくもう変なクマの人形が変なことをしただけでしょうにまったくまったくもう。

「いや困りますねえ壊こわれてるんでしょうかこのクマ。うふふふふふふ」ぐにぐにとクマさんの頭を握る私でした。結構な力で握っておりました。クマさんが非常に不細工ぶさいくな様子になっておりましたが関係ありません。余計なことをするのが悪いのです。

「イレイナ、あなたの気持ちは分かっていますから、大丈夫ですよ」

　あららと眉を下げながら笑う先生でした。若干じゃっかん微笑ほほえましそうに私を見つめておりました。

　先生はそして、口元に手を添えながら、

「その……結構ユニークなことを日記に書いているのですね」

　生暖かい目がそこにはありました。

「いえ違いますクマが勝手に書いただけですから。私の意思とは反しています。これは私の気持ちとは関係ありません忘れてください」

「滅茶めちゃ苦茶くちゃ早口ですね」

「早口にもなりますよまったくもう壊れてるんじゃないですか？　このクマ」

　ぐにぐにと頭を握り続ける私でした。

「いえそれは壊れているわけではなくてですね……、さっきも言ったでしょう？」

「私の意思を反映させているということですか」ぐにぐにぐにぐに。

「そういうことです。つまりこの紙切れに書かれていることはあなたの本音──」

「壊れてるんじゃないですか？」ぐにぐにべちべち。

「いえ壊れてなどはいないと思うのですけれど──」

「いや壊れてますね。不良品ですよこれ」ぐりぐりごりごり。

「いえむしろ今から壊れようとしているように思えるのですけど……」

「まあこんなことをするクマさんはどのみち壊れてしまっても仕方ないですよね」ぎりぎりぎりぎり。

　それから私はありとあらゆる手をつかって余計なことをするクマさんに対して鉄拳てっけん制裁をお見舞いしたわけですけれども、このクマはどうやら非常に頑丈がんじょうらしく、まったくもっての無傷でした。むしろお店の従業員よりもサンドバックとしての役割のほうが適しているのではと思えるほど。

「あの、イレイナ、その辺でやめたほうが──」

　私の秘密をあっさりさらけ出してしまったクマさんを延々えんえんと虐いじめていた私でしたが、ややあってフラン先生は、笑みを浮かべたまま、私に言うのでした。

　ちょうどそのときです。

「ああああああああ！　何してくれてんだ！　このすっとこどっこい！」

　お店の奥から悲鳴に近い怒号どごうが響きました。びっくりしながら振り返ってみれば、こちらにずんずんと歩み寄る一人の女性の姿がありました。

　茶色の髪はゆるふわウエーブ。ゆったりとしたローブを着たおっとりとした垂たれ目の可愛らしい女性で、なんとなく森とかに生息していそうな風貌ふうぼうをしているように感じられました。

　どなたでしょう？

　先生は言いました。

「あ、店長」

　店長だそうです。

「てめーこらお前おいお前よぉ！　うちのクマたんに何してくれとるんじゃおらぁ！」

　ものすごい剣幕けんまくで私に怒鳴どなる店長さん。テーブルをぺちーん！　と両手で叩いて、彼女は「返さんかいこらぁ！」と私からクマさんを奪い取ると、「もう！　大丈夫？　クマたん。よしよしよしよし。痛かったねぇ、怖かったねぇ、大丈夫？　んーっ」などと抱き締め頰ほおずりをするのでした。


　…………。



　クマさんが非常に嫌がっておりました。

「先生そういえばあれって人の意思を反映させるんですよね」

「そうですね」

「ということは何ですか。店長さんが触ったら店長さんの意思がクマさんに宿るということですか」

「そうですね」

「嫌がられてますけど」

「そのようですね」

「それとよくよく考えてみたらさっきまで私の意思があのクマさんに入っていたということですよね」

「よくよく考えたらそういうことになりますね」

「私は私を殴なぐっていたということですか」

「私はなにやってるんだろうこの子と思いましたよ」


「…………」



　自傷じしょうの趣味はないんですけどね……。

　冷静になってみると本当に何をしていたのでしょうか私は。

「すき！　だいすきクマたん！　へへへへ……」


「…………」「…………」



　自分よりもよほど冷静さを失っている人間を目の当たりにしていつもの冷静さを取り戻す私でした。それから店長さんはしばらくクマたんとやらを抱き締めたのちに、

「あ、フランさん。久ひさしぶり。何してんの？」と素面に戻るのでした。

「お久しぶりですワズリさん」

　先生も先生でほどほどに素面でした。「相変わらずお元気そうですね」

「えへへぇ……そう見える？　ところで隣の子はどなた？」

「イレイナです。私の弟子でしです」

「ああなるほど弟子ね！　なるほどね！　てめえ弟子にどんな教育してんだよ」満面まんめんの笑みのまま声色こわいろだけどす黒くなる店長さん改めワズリさん。

「うふふふ。ごめんなさい。あとでちゃんと言って聞かせますね」

「まったくだよもう！　うちの可愛いクマたんにあんなひどいことして！　ぶっとばすぞ」

　この場合において私の発言はワズリさんの感情に火を注ぐだけであることは明白でしたので、私はひとまず反省の意を込めてそのまま席に座ったまま黙りました。沈黙しました。

「痛かったねぇクマたん。よしよしよしよし」

　沈黙する私と、白い目を向ける先生を後目に、店長さんはそれからご自身の意識が入ったクマさんにしばし「よしよしよしよし」と頰ずりを続けるのでした。


「…………」



　自愛じあいもほどほどにしたほうがよさそうですね……。




「改めて紹介しますねイレイナ。こちらはワズリ」

　このお店は基本的にクマさんさえいれば成り立つようです。暇ひまを持て余してるのか、それともまだ私に対する怒りが収まらないのか、ワズリさんは私達の席に腰を下ろすと、

「でもホント久しぶりー！　何年ぶり？　フランさん」

「一か月ぶりです」

「超久しぶりよねー！」

「この前も会いましたよね。この地方に来た時会いましたよね」

「ほんと変わってないー！」

「この前も同じ台詞せりふ言ってましたね」

「久しぶりに会ったのにほんと相変わらずよね！」

「あなたも相変わらず人の話を聞きませんね」

　先生とワズリさんはうふふ、とお互い朗ほがらかに会話をなさっていますがどこか嚙かみ合っていない奇妙きみょうな雰囲気ふんいきにまみれておりました。

「先生は店長さんといつお知り合いになったんですか？」

　私が尋ねると、先生は、「随分と前ですねえ」と指を唇くちびるに添えながら答えます。

　曰く、ワズリさんと初めて会ったのは、この国に初めて来たときのこと──つまりは、先生が故郷である深い森のビエラを出たばかりの頃だと言います。

「忘れもしないわ。あれはまだ私が十歳だった頃のこと……」

　そして突然回想に入るワズリさんでした。

　出会ってまだ十分程度しか経たっていませんがとりあえずさしあたって彼女が相当な自由人であることは痛いくらいによく分かりました。

「その日はとてもとても涼しくて、心地よい春の風が吹いていたわ──」

　彼女の回想はとてもとても長く、時折「えへへクマたんだいしゅき」などと人形を抱いたり自由奔放ほんぽうにも程がある語りであったため割愛かつあいしますが、要するに搔かい摘つまんで説明をするのであれば。

　フラン先生とそのお師匠さんの二人がこの国に滞在している間によく通っていた喫茶店の娘さんが、ワズリさんなのだといいます。

　以上です。

　いえ本当にただそれだけで、そのときにたまたま年が近かったこともあり、フラン先生と仲良くなり、二人はお友達同士になったのだとか。

　それからちょいちょいお手紙でやり取りをしていると話してくれました。

「彼女はこう見えて結構有名な魔法使いでしてね、この国にある魔法人形はすべて彼女が作ったものなんですよ」

「そうなのですよ」

　フラン先生の淡々たんたんとしたご説明にふふん、と胸を張るワズリさんでした。

「それと彼女、魔法史の研究もしていましてね、大昔の文献ぶんけんを結構持っているのですよ。私も学術のために彼女の資料をたまに借りたりしています」

「そう！　そうなのよ！　人形って結構歴史が長くてね？　歴史の勉強も必須ひっすなの！　分かる？」

　そして突然火がつくワズリさん。またしても割愛しますが、これまた彼女は自由奔放なまでに歴史と人形の密接な関わり合いと人形愛を絡からめて語り、やはり結局のところ彼女が自由人であるということ以外の印象を抱けないお話を延々と語るのでした。

「それでねそれでね、とにかくアンティークもののお人形さんを昔から集めてて──」


「…………」私はるんるんに語るワズリさんを横目に先生に耳打ちをひとつ。「あの、先生、彼女はいつもこんな感じなんですか」



「昔から変わっていませんねぇ」

「はあ……やっぱりそうですか」

「彼女と会話すると大体いつもこんな感じですよ」

「先生疲れないんですか」

「聞き流してるので大丈夫です」

　優雅ゆうがに紅茶を嗜たしなむ先生でした。


「…………」



「それでねそれでね──」

　かくして。

　海辺のトロコリオ滞在一日目の昼下がり。

　お人形がお食事を運ぶ不思議なお店の窓際には、お人形に語り掛ける女の子の如ごとくまったくもって心と心が通わない三人組がおりました。





○






　やがてワズリさんの長話が落ち着いた頃に、私達は彼女のお店をお暇いとまするに至りました。お店の外、街に降り注ぐ陽の光は既に赤みを帯びてきています。

　夕方でした。

　遠くに船が見えました。帯を引きながら港へと帰る船は、ひどくゆったりと漂ただよっていて、まるで一日の疲れにまみれているようにも見えました。

　港には人ごみがあります。蠢うごめき、賑にぎわう人の群れは、船の迎えでしょうか？

「そういえばお祭りは明後日でしたね」

　首をかしげている私に反して、先生は納得がいったように、頷くのでした。

　お祭り。

「ランタン祭り、でしたっけ？」

　先ほどワズリさんが来る前にフラン先生が雑談の中で触れていましたね。先生曰く夜空にランタンを上げるお祭りだったはずですけれども。

「ワズリが作った人形はランタン祭りの準備に使われていたんですよ。今年は人力で行っているようですけれども」

　見れば港に集う人の群れはその手にどなたも大量のランタンを抱えていたり、屋台の骨組みを組み立てておりました。

「魔法使いが不足しているのでしょうね」

　先生は街の遠くに目を向けます。

　赤みを帯びた空へと伸びる一つの白い塔がありました。恐らくは船を導くための灯台とうだいでしょう。

「ちょっと暗いですね」

　目を細めて光を見つめます。青白い輝きをわずかに漏もらしているその様は、ささやかな火を灯ともす蠟燭ろうそくのようにも見えました。

　フラン先生は頷きます。

「あの灯台の中に魔法使い達が入って、国の人形たちに魔力を送っているそうですよ。この前来たときはもう少し眩しかったのですけれど……」

　先生が言ったとおり、魔法使いが少ないのかもしれません。

「だから人力で、ですか」

　長いこと人形任せにしていたのでしょう。祭りの準備にとりかかっている人の群れは、ぎこちなく準備をなさっているように見えました。

　慣れていないのは明白です。

「そこまでしてでも開きたいお祭りなんですね」

「それほどまでに綺麗きれいなんですよ、ランタン祭りって」


「…………」



　ならば少々興味はありますね。

　しかし明後日ですか。

「……先生はお祭りには間に合うんですか？」

　先生がこの国を出るのは明後日。ちょうどお祭りの日程と被かぶります。先生が出て行ってしまったあとにお祭りをするのであれば、先生はお祭りを楽しむことなく国を後にすることになりますし。

　それに、私は楽しむ相手もいないままお祭りの中をうろつくことになってしまいます。

　それは少々物寂しいものです。

「間に合うかどうかで言えば、まあ間に合うほうだと思いますよ」私を見つめ、先生は妙な言い回しをしていました。「私が乗る船は、明後日の夜、ランタン祭りが終わる直前に出航するんです」

　曰く、この時期になると『ランタン祭りを海から眺ながめよう！』というコンセプトのもと旅客船のチケットが高額でこの国から出されるそうです。先生とその師匠さんも、かつてはそのチケットでこの地方から脱出したようで、当時と同じく、今回もまた、海の上からランタンを眺めて旅に出るといいます。

「ですから明後日は一緒にお祭りを楽しみましょう」

　先生は笑いました。

　私が頷いたのは、言うまでもないでしょう。




　その日の夜。

　私達は揃そろって宿屋に泊りました。

　綺麗な海が一望いちぼうできるわりにお値段はそこそこリーズナブルないい宿屋でした。ベッドが二つ並び、窓際にはテーブル。それ以外は何もなく、内装は極めて質素しっそ。お値段の安さはこの何もなさが所以ゆえんなのでしょう。

「お風呂ふろ、どっちが先に入りますか？」

　お部屋に着いたとたんに私は浴槽よくそうにお湯を張ってから、先生にそのように尋ねました。私は「先生お先にどうぞ」と言いましたが、先生も先生で「いえいえお先はイレイナがどうぞどうぞ」と答えるのでした。いえいえいえいえ。

「私はちょっと観光案内のパンフレットを読むので忙いそがしいのでどうぞどうぞ」

　先生の手には宿屋のラウンジで貰もらったパンフレットが握られていました。

　なるほどなるほど。

「奇遇きぐうですね。私もパンフレットを読むので忙しいので、お先にどうぞ」

　私の手にも同じものがありました。二人揃ってベッドに腰掛け、同じく『海辺のトロコリオを隅から隅まで満喫まんきつしよう！』などと表紙に綴つづられたパンフレットを握り締めながら、「どこに行きます？　先生」「どこにしましょうイレイナ」と互いにお伺い。

「早く行かないと冷めちゃいますよ？」ぐい、と先生の肩が私に押し付けられました。

「私、先生のためにお湯張ったんですよ？」私は押し返します。

「でも私はまだ忙しいので」

「私もまだ忙しいので。どうぞどうぞ」

「いえいえどうぞどうぞ」

　互いになぜだか肩を押し付け合う妙なやり取りはそれからしばらく続きましたが、互いに一歩も譲りませんでした。

　このお店が美味おいしそうだとか、この場所が面白そうだとか、そんな他愛もない話が延々と続き、明日どこに行くかもまったく決まらないまま、結局張ったお湯がただのぬるま湯に変わりかける頃に、私達は「じゃあそろそろ入りますね、先生」「あ、やっぱり私が先に入ってもいいですか？」などとまたしても同じ意見でぶつかり。

「……結局私が先になりましたか」

　やがて湯気にまみれたお風呂の中から私は天井を眺めるに至りました。結局私が先になってしまいました。温かいお湯が私の身体から力を奪っていきます。吸って、吐はく息は完全に腑ふ抜ぬけきっていて、少々緊張感のない声が漏れてしまいました。

『明日、観光のついでにちょっと灯台にも顔を出してみませんか？　どんな魔法使いさんが人形を動かしているのか気になりますし』

　先生のくぐもった声が扉の向こうから聞こえます。私は息を吸い込んでから、

「別にいいですよー」

　と声を張ります。私はどうやら自分でも思ってもいないほどに疲れが溜たまっていたようで、声はとても柔やわらかくふやけていました。ふやけきってあくびに近い声になっておりました。

　おっといけません。

『……ふふ』扉の向こうで先生が笑っていました。『早くあがってきてくださいね』


「…………」浴槽に身を預け、答えます。「善処ぜんしょします」



　姿は見えません。

　けれどなんとなく、先生がこちらに目を向けてくれているような気がしました。

『明後日のお祭り、楽しみですね』

「私は明日も楽しみです」

『どこに行くかは決めましたか？』

「いえまだ──」

　どこに行くかは、決めてません。けれど楽しい場所には行きたいですね。

　と答えるつもりでした。

『あら？』

　しかしそのときです。扉の向こうに違和感が生じたのです。がたん、と物音とともに、空気が変わったような、妙な違和感がありました。

　浴室とその外を遮さえぎる扉の向こう、先生は『……これは？』と言葉を漏らしていました。

「……？」妙みょうでした。「先生？　どうしたんですか？」

　しかし先生は答えません。

「……先生？」

　気づけば浴槽を出ていました。もう少しゆっくりしていたかったところではありますけれども、扉の向こうに妙な気配を感じたので。

　バスタオルで身体を拭ふいて、くるりと身体に巻いてから、私は浴室の扉を開きました。

「……っ」

　風が吹いていました。少々寒気さむけを感じる風が、温まりかけていた私の身体を冷やしていきます。窓なんて、開いていなかったはずなのに。

　それなのに、カーテンが揺れ、潮の香りが部屋の中には漂います。

「……せんせい？」

　私の声は、虚むなしく響きました。

　ベッド二つと、テーブルと、私達の荷物しかない部屋の中。そこにあったはずの先生の姿は、どこにも見当たらなかったのです。

　まるで突然、消えてしまったかのように。

「どこに──」

　行ったのですか？

　誰ともなく私は尋ねます。


「…………」



　窓が開いていること以外にも、先生が消えた以外にも一つ、この部屋の中で変わったことがありました。

　窓際のテーブルの上。本が置かれていたのです。

　見たことのない装丁そうていの本でした。表紙は黒く、金の装飾そうしょくが施ほどこされており、題名もなければ、作者の名前もありません。

　ただなんとなく、いかにもな感じに、読んでほしそうにその場に置かれていました。

「……これは」

　分厚い本でした。一体中には何が書かれているのかと、どうしても気になるもので、本のページに指をかけます。


「…………」



　そして開こうとした直後。

　──ぞわり、と背筋に寒気が走りました。冷たい風が濡ぬれた身体を冷やしたからでしょうか。それとも強烈な違和感を感じ取ったからでしょうか。

　会話の最中に突然いなくなった先生と、テーブルに置かれた見覚えのない本。私はどうしてもこの二つが無関係のものとは思えませんでした。

　たとえばの話です。

　一体どういう所以か分かりませんが、突然窓が開かれ、この本がテーブルの上に飛び込んできたとしましょう。突拍子もない話ですが、そういうことがあったとしましょう。

　先生は恐らくそこで、テーブルのもとまで歩み寄ったのではないでしょうか。そしてこの本を開いたのではないでしょうか。

　その結果、もしも消えてしまったとするならば。

　この本が私には到底理解できない何かとても厄介やっかいな代物であることは、明白ではないでしょうか。

「……困りますね」

　明日もたてたい予定がたくさんあるというのに。

　勝手に消えられては、困ってしまいます。

　私は振り返ります。

　二人揃って、並びながら読んでいたパンフレットは、ベッドの上にぽつんと置き去りにされたまま、そこにありました。





○






　私は朝日が昇るとともに、ワズリさんのお店を訪れました。今になって考えてみれば、ワズリさんがご自宅を喫茶店になさっている確証かくしょうはなく、朝っぱらから訪れてもそもそも彼女がそこにはいないという可能性もなくはなかったのですが。

「……はい。ワズリですけど」

　結果として彼女は喫茶店にいました。

　しかし朝の彼女は非常に不機嫌ふきげんで、先日私に散々さんざんと罵詈ばり雑言ぞうごんの嵐を浴びせてきたときよりも、よほど目が嫌悪けんおにまみれており、「せっかく寝てたのに……」とため息を一つ。
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　確かに少々早すぎましたね。

　しかし今は緊急事態です。

「ワズリさん」

　私は彼女の名を呼びました。

　寝起きゆえか、それとも扉の前にいるのが愛くるしいクマさんをいじめていた私であったからか、彼女の眉間みけんには皺しわが寄り、

「てめえこんな時間に何考えてやが──」

「お願いがあります」

　罵倒ばとうも今は受け付ける気にはなれませんでした。余裕がないのです。「あなたは確か歴史のお勉強をなさっているんですよね？　でしたらこの本、ご存じですか？」

　ずい、と眠たそうな彼女の眼前に黒い本を差し出します。不慮ふりょの事故で頁ページが開いてしまうといけませんから、今はきつくベルトで縛しばってありました。

「いきなりなにを──」

　文句の一つでも言いたいところでしょうけれども。

　私は再度遮ります。

「フラン先生が消えました。この本が何か、ご存じですか」


「…………」ワズリさんの目が、見開かれます。驚いているのは先生が消えたことか、それとも目の前の本に見覚えがあるからか、どちらでしょう。



　どちらでも構いません。

「……入って」

　何か手がかりが一つでもあるのならばそれでいいのです。




　かくして私は彼女の喫茶店に二度目の入店を果たし、コーヒーを出されました。お人形が淹いれたものではなく、彼女自身が淹れたものです。

　ことん、とカップをテーブルに置いた直後に彼女は斯様かような台詞せりふを漏らすのでした。

「──本を開かなくて正解だったわね」

　その言葉の意味するところが何なのかは、すぐには分かりませんでした。頭がどうやらぼんやりとしているようです。出されたコーヒーを一口飲むと、目のあたりがじんと熱を帯びたような気がしました。

「これは、孤独な物語の本」

　向かい側の席に腰を下ろしたワズリさんは、本の表紙を指でなぞります。「いつどこで誰が作ったのかは定かではないし、この本の中に何が書かれているのかも分からない。正確な中身を知る者は誰もいないの」

　ゆえに孤独な物語の本。

　などと呼ばれているといいますけれども、それはつまるところ、

「誰も読んだことがない……ということですか？」

「そういうわけでもないの。読んだ人間はたくさんいるわ。この国でも──主に魔法使い達が、読んでしまった。ここ数か月でたくさんの魔法使いがね」

　断片的な情報しかワズリさんも知らないそうですが、彼女曰く。

　この孤独な物語の本は、この地方に伝わる奇妙な逸話いつわなのだそうな。この噂うわさが伝播でんぱし始めたのは、とある国で魔法使いの失踪しっそうが相次いでからのことでした。

　次から次へと魔法使いが突然姿をくらまし、かと思ったら三日程度で帰ってくる。一体どこに行っていたのかと尋ねても、当人は失踪中の記憶を綺麗さっぱり失ってしまっているのです。

　しかし奇妙なのはそれだけではなく。

　魔法使い達は、記憶とともに、魔力も失っていたのです。使い果たしていたのです。森の中でしばらく生活すれば元には戻ることも難しくはありませんが、それでもそれが不可解な事態であることは言うまでもありません。

　一体何が起こっているのか。

　原因が突き止められたのは、そんな現象がしばらく続いたあとのこと。

　道端みちばたで黒い本を拾った魔法使いが、その場で興味本位で本を開きました。直後に、その魔法使いは、本の中へと消えてしまいました。

　そのような光景を、通行人がたまたま目にしていたのです。

　通行人は驚いて、魔法使いはどこに行ってしまったのかと本を開きました。直後、身体は光に包まれ、目を開いたときには奇妙な世界の中にいたといいます。

　けれど直後。

『あなたは呼んでいない』

　そのような声が頭の中に響くと、また街の中へと戻っていたのだとか。

　この本が原因で魔法使い達が失踪しているに違いない。その国の人々はすぐに直感しました。黒い本を孤独な物語の本と名付け、彼らは本を厳重に保管しました。かくして三日後、魔法使いは帰ってきました。やはり同様に消えていた間の記憶と魔力を失っていたのです。

　黒い本はそれから危険な本として、厳重に国の中で封印されるに至ったのです。

　しかし。

「この本は封印されていたのにもかかわらず、突然消えてしまったそうなの。それからというもの、時折、何の前触れもなく現れては、魔法使い達の記憶と知識を奪って消えてしまうようになった──この国にも、数か月前から目撃されるようになったわ。まるで意思を持った本ね」

　曰く、この国における魔法使い不足の原因はこの孤独な物語の本のせいであるそうです。

　この国の魔法使い達は、次から次へと本を開き、三日間失踪し、一時的に魔法が使えなくなってしまったのです。ゆえに大半の魔法使い達が療養りょうよう生活を送る羽目になり、結果としてワズリさんくらいしかまともに魔法が使える人間がいなくなってしまったのです。

「あなたは無事だったんですか──」

　私が尋ねると、彼女はこともなげに頷きました。

「むしろ私が一度は事態を収束しゅうそくさせたといっても過言ではないわね」朝のワズリさんはほどほどにクールでした。「私の目の前にも現れたの。この本」

　ひと月ほど前。

　しかしワズリさんは孤独な物語の本に関する知識もありましたから、本を開くことはなく、そのままきつく縛しばって、よその国へと輸送をしたそうです。

「魔法統括協会に届けてしかるべき処置をしてもらうつもりだったんだけど……」しかし彼女の対処が失敗であったことは、今もテーブルの上に平然と本が置かれていることからも察さっしがつきます。「見通しが甘かったみたい。まさかこんなに早く戻ってくるなんて──」

　結局、孤独な物語の本は、この国を離れたあとで、ひとりでに来てしまったのでしょう。

　先生のもとに。


「…………」しかし。「その話がすべて事実だとするのなら──先生が戻ってくるのは三日後で、そのうえ大半の魔力を失った状態になっている、ということですか」



　こくり。

　彼女が頷きます。

「そういうことになるわね。このままだと」

「……先生は明日の船で国を出る予定になっています」

「そうね」

「このままでは困ります」

　先生は曲がりなりにも教師を生業なりわいとしています。このままでは仕事に支障が出ることは言うまでもありません。そもそも三日間も本の世界に閉じ込められるのであれば、王立セレステリアにすら帰れないことになります。それはあまりにも惨ひどい展開といえるのではないでしょうか。

　先生には帰ってきてもらわなければ困ります。

　今日だって観光を楽しむ予定だったのですから。

「どうにかして、先生を本の世界から取り戻さなければいけません」

　明日はランタン祭りを一緒に見る約束もしているのですから。

　このまま三日間待たされる羽目になるのは御免ごめん被こうむります。

「あなた、何時間捜してたの」

　ふいにワズリさんは私に尋ねます。


「…………」



「捜し回ったんでしょ、フランさんのこと」

　どれくらい捜したの。と彼女は再び同じ言葉を繰り返します。

　先生がいなくなった原因が本であることはすぐに気づきましたが、念のため国の中も捜し回ったのです。

　はてどれくらいだったでしょう。

「……覚えていません」

「ちょっと寝なさい」間髪かんぱつ入れずにワズリさんは答えました。

　何を言うのでしょう。

「できません。先生を助け出す策が見つかるまでは──」

　コーヒーに再び口をつけます。じわりと再び目元が熱を帯びました。

　しかし。

「策があるからそう言ってるのよ」

　だから少し寝てなさいな、と。

　彼女は言いながら、私からコーヒーと本を、取り上げるのでした。




　ひと眠りの後。

「起きたようね！　お久しぶりイレイナさん。お元気かな？」


「…………」



　私が身を起こすと、散らかった部屋が目に入りました。お薬の瓶びんがそこら中に転がり、足元には計算式を延々と書いた紙切れ。棚には女の子や男の子、もしくはお店を切り盛りしているクマさんの人形などが大事そうに置かれていました。

　お店の奥は彼女の私室になっているようです。

「普段はここで研究をしているの。お店はクマたん達に任せていれば問題ないからね！」

　窓から光が差し込んでいました。まだ昼間のようです。

「おはようございます……」

　ひと眠りしたおかげか身体が軽くなっているように思えました。ぐい、と伸びをすると少々心地よく、身体から強張こわばりが抜けていきます。

「丁度ちょうどよかった。ついさっき、準備が終わったところだから」

　私を見やり、ワズリさんは言います。

　私が寝ていたソファの目の前にはテーブルが一つ。

　四体の人形がありました。

　灰色の髪、瑠璃色の瞳、それから魔法使いらしいローブを着込んだ女の子の人形が二体。残り二体はただの私服を来た女の子の人形でした。

「これは」

　何でしょう？

「これはあなたの分身！　我ながらなかなかよくできたわ……」ふふふ、と彼女の顔色は幸せに包まれていきます。お人形たちを優しく撫なでると、ワズリさんは、

「これはあくまで仮説かせつなのだけれど、孤独な物語の本は、きっと悪魔が作ったものだと思うの」

「悪魔……ですか」

　寝ぼけた頭の中にそのとき浮かんだのは、随分と前の記憶。好きな夢を見せ、夢の最後に欲しいものを一つくれる比較的良心的な悪魔のことを思い出していました。

　夢の中にいたい、と最後に願えばそのまま命を奪われることになるのですけれども──。

「おそらく魔法使い達は本の世界に囚とらわれ、魔力を盗まれているのよ。三日間、一体中で何をされているのかは分からないけれども──」


「…………」



　けれど、恐らく孤独な物語の本の中にいる悪魔が、魔法使い達から魔力を奪っていることだけは間違いないだろうと、彼女は語るのです。

　私はその言葉にほんの少しの違和感を覚えました。

　ただ魔力を奪うためだけに、悪魔はこのような複雑な策を弄ろうしているのでしょうか？　人の夢の中に土足で入り込んだ悪魔は、少なくとも対峙たいじした者を全員もれなく現実の世界にお返ししてあげるほどの良心があったわけでもないように思えますけれども──。

「魔法使いでなければ、悪魔がいる本の中の世界から追い出されるはずよ」

　ワズリさんの言葉で私の意識は現実に引き戻されます。「だから策を弄することにしましょう」

「……どういうことですか？」

　ワズリさんは四体のうち、魔法使いらしい装いをしたお人形二体を指差しました。

「私のお人形の仕組みはとっても簡単。中に魔力が入っていて人が触れることで動くことができる」

「それは昨日も見せてもらいましたけれど──」

　このお店。あるいは灯台から注がれた魔力を原動力に人形たちは意思を持つことができるようになる、と聞いています。

「四体のうち二体はあなたとフランさんのように見せかける。魔力を持っていて、意思も持っている人間として、三日間を本の世界の中で過ごしてもらう」

「つまり身代わりということですか」

　こくりと頷きます。「意思を持っているといっても、所詮しょせんはただの人形。罪悪感なんかは感じないでね」そして彼女は、もう二体。

　私服姿のお人形を指差します。

「これはあなたとフランさんの魔力を保管するために利用する。意思を持つようには作っていないから、正真正銘、ただ魔力を注ぐことができるだけのお人形よ。本の中でフランさんを見つけたら、二人でそれぞれ魔力を注いで頂戴ちょうだい」

　魔法が使えなくなるくらいに、限界まで魔力を注ぐこと。

　そうすれば、私とフラン先生はもはや奪われるものは何もなくなるのです。私達の身体からは魔力はなくなるのですから。

　つまり。

「二人揃って本の外に追い出されるということですか」

「ええ。身代わりを残してね」

　そして三日後に、身代わりとなったお人形二体が、意思も魔力も失った状態で、外の世界まで戻ってくる──。

　というのが彼女のたてた策でした。

「この国に孤独な物語の本が現れたという噂を聞いて真っ先に思いついた案がこれだったわ。けれどこの本、本当に神出しんしゅつ鬼没きぼつでね──」

　結局、試すことは今までなかったと言います。

　つまりこの策が成功するかどうかは、まるで分らないのです。ただ状況証拠を組み合わせてそれらしい対策を練った結果出来あがったものなのです。

「やる？」

　ワズリさんは首をかしげます。

　答えは決まっています。

「当然です」

　そして私は杖つえを取り出し、ローブ姿のお人形二体に魔力を注ぎます。

　迷う必要はありませんでした。もしかすればこの策に失敗してしまう可能性だってなくはないのですけれども、しかしそれだったら私とフラン先生が揃って本の中で三日間を過ごした挙句あげくに魔力を奪われるというだけに過ぎません。

　何も死ぬわけではないのです。

　ならば迷う必要なんてないでしょう。

「今から行きます」

　青白い光を浴び、ローブ姿のお人形がかたかたと揺れます。ほどほどに魔力を与え続けた頃合いで、ワズリさんが「私服の子はバッグにでも入れておいて」とポーチにお人形二体を突っ込みます。

「あれ？　入らないなあ……」ぎゅうぎゅうと突っ込みます。入りませんでした。「おりゃっ！」結局強引に首を折り曲げて突っ込みました。


「…………」この人本当にお人形好きなんですよね？　ですよね？



「さ、これを持って」

「あ、ああ……どうも」

　私は受け取ったポーチを肩から提さげ、大体そのあたりのタイミングで、杖も仕舞いました。もう充分に魔力は与えたことですし。

「それじゃ、準備はいい？」

　そして間髪入れずにワズリさんが本を抱えます。私に向けて、開いてくれるようです。

　私はローブ姿のお人形を二体、抱えました。両手に抱えられたお人形は狭苦しそうに身をよじり、私から逃れようとします。

　私が触れたことで私の意思が反映されたはずですが、どうやら手の中の私達は遅めの反抗期はんこうきになっておられるようです。

「行く前に、何か聞きたいことはない？」

　ワズリさんは本を構えながら、私に尋ねます。


「…………」



　なんとも場違いなことこの上ありませんが、私はこのとき、ほどほどに平静さを取り戻していました。たぶん何とかなるだろうと楽観に身を委ゆだね、ぼんやりと、昨日のことを思い出していました。

　先生と街を歩いていたときのこと。

　そういえば、と思い出したのは。

「この国の壁、ペンキが塗られていますよね。理由って何なんですか？」

　このお店に来るきっかけとなった先生とのやり取りでした。

　物事には深い理由があるように見えて、実際たいした理由もないこともある、というお話でしたけれども。

「……そんなことも知らないの？」やや空気の読めていない私の質問にワズリさんは眉根を寄せます。

　けれどそのうえで、答えてくれました。

　あっさりと。

「街を船から見えやすくするために決まってるじゃない」

　そのように。

「そうですか──」

　やはり深い理由があるように見えるものは大抵、本当にしかるべき理由が込められているようです。

　先生ともう一度会って、お話をしなければなりませんね──。

　私はそのようなことをぼんやりと考えながら、光に包まれていきました。
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　ここは一体どこでしょうか？

　身を起こして見渡せば、覚えのある景色が広がっていました。

　背の高い建物が誇ほこらしげに並び、その間をロープが通っています。ぶら下げられた洗濯物がふわふわと暖かい風に揺られて、心地よい香りを漂わせます。かすかに漂う甘い香りに誘われて視線を漂わせれば、窓際に花が飾られているのが見えました。

　見覚えのある景色。

　王立セレステリアの街並みが目の前にはあり。

　少し先には、蔦つたが伸びている建物が並んでいました。まるで自然に還かえろうとしているかのようなその様相ようそうも、私には見覚えがあります。

　ずっと昔、小さかった頃大好きだった、国の光景。

　深い森のビエラの情景じょうけいも、そこには混じっていました。

　ここは二つの国の景色が複雑に絡からみあった、不可思議な世界でした。

「や、こんにちは。ここがどこだか分かる？　そこのあなた」

　ふいに背中の向こうから声が聞こえました。

　振り返ってみれば、一人の女の子が立っていました。年齢はおおよそ十四歳程度。黒い髪のその姿には見覚えがありました。

　かつての私です。

　そのように見えました。

　頭には小さな角が二つ生はえており、指先から伸びる爪つめは黒く染まっていました。けれどもその顔も、着ている服も、かつての私そのものでした。

「あなた、ここがどこか分かる？」

　かつての私と同じ姿をした何かは、首をかしげました。


「…………」



　しばし頭を働かせました。

　まずここに至るまでの経緯けいいを考えましょう。私は、確かお風呂に入ったイレイナを待っていて、それで、窓が勝手に開いて、風が吹いたと思ったら見覚えのない本がテーブルの上に置いてあったから、それを開いて、それで──。

「……ここは本の中ですか」

「ご明察めいさつ！　じゃあ私が誰だか分かるかな？」

「……さあ？」

　それはそれはまるで見当がつきませんでした。どこのどなたですか？

　見た目だけならば悪魔のようにも、見えなくはありませんけれども──。

「じゃああなたがここにいる理由は何だか分かる？」

　分かるはずもありません。

　私は首を振ります。

「じゃあ教えてあげる」

　くすりと彼女は笑い、そして、

「私が呼んだの」

「……どうしてですか？」

「あなたとお遊びがしたいから」

　彼女はあっさりと語ります。

　ごく単純な理由を、語ります。

「……それだけですか？」

　もっと他に事情があって私はこの場に呼ばれたのではないのですか？　遊び相手が欲しかっただけですか？　私を遊びに誘うためだけに、こんな街並みを用意したのですか？

「深い理由があるように思えるでしょう？　でも全然そんなことないんだよ。私はキミと一緒に遊びたいだけ」

　彼女は笑います。

　しかし私は、知っています。

　そんなものは、誘うための方便ほうべんであることくらい。

「さあさあ、遊びましょ？　何する？　何して遊ぶ？」

　そして彼女は、ずい、と私に近寄ると、囁ささやくのです。

　まるで悪魔のように。

「辛つらい現実を忘れるくらいに楽しい遊びをしましょう？」
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　人間には自分自身さえ知らない一面を誰もが持ち合わせているものです。自覚のない想いを誰もが抱えているものなのです。

　王立セレステリアと深い森のビエラの二つを混ぜたこの本の中の世界を作り上げた先生にも。

　そして当然、私にも。

「どうやらここは先生の記憶を再現した世界のようですね……なるほど、面白いじゃないですか」

　ふふふ、と私が不敵な笑みを漏らしました。

　私、が。

「先生は二つの故郷を大切にしていたわけですね、なるほどですにゃん」

　そして妙な語尾ごびを付け足しながら、これまた私が言うのでした。


　…………。



「この中からフラン様を捜し出せばいいのですね？　イレイナ様」

　これは私のような外見をした私でないお方の言葉でした。

　私は彼女らの言葉に答えることなく、辺りを見渡しました。

　見覚えのある二つの国を再現した奇妙な世界の中には、灰色の髪の魔法使いが三人。そして桃色の髪をした人間が一人おりました。

「ふふ……かくれんぼですか。なるほど面白いですね」

　にやりと不敵な笑みを浮かべるのは、私のような姿をしながら眼鏡めがねをかけ、そしてなぜかラトリタ国立学園の制服に袖そでを通した私でした。そこはかとなくインテリジェンスな雰囲気ふんいきが漂っておりました。便宜べんぎ上、彼女のことはインテリジェンスな私と名付けましょう。

「まかせてください。愛すべきお師匠様を必ずや見つけ出しますにゃん」

　そしてその隣にはネコミミ、メイド服、ついでに安直あんちょくな語尾をいとも容易たやすく使いこなす媚こび要素の塊かたまりのような私。便宜上この私のことは媚び要素の私と名付けることとしましょう。

「イレイナ様。この二人はほんとうにイレイナ様の意識を映したものなのですか」

　二人の奇妙な私を冷たく眺めるのは、姿かたちこそ私に似通っているものの中身は私ではなく、私とともに長いこと旅をしてきたお方。ほうきさんでした。


「…………」



　私は黙りました。

　私達がこのような状況に追いやられているのには理由が幾つかあるのですが、聞いていただけますでしょうか。




　この本の中の世界に入った私は、ふと閃ひらめきました。

「お人形を替え玉にしても姿がそもそも人間じゃないのでばれるのでは？」と。

　ともすると「は？　こんな人形が魔法使いの代わりになれるわけねーじゃん馬鹿ばかなの？」とこの本の世界のどこかにおられる悪魔さんに一蹴いっしゅうされてしまいそうな気がしました。ワズリさんがたてた作戦には重大な穴が一つあったのです。冷静さを少々失ってしまっていたからか、私がその事実に気づいたのは、この世界に入ったあとになってのことでした。

　はてさてどうしましょう。

「あ、じゃあ私が魔法でお人形を人間の姿にしてしまえばいいのでは？」

　ぴかーん、と私はすぐさま天才的なひらめきを発揮するのでした。思いついてからは早かったです。私はお人形二体を地面に並べ、ついでにほうきも置いて、魔法をかけたのです。

　人間の姿に変える魔法を。

　それから先どうなったのかといえば。

「ふふふ。どうやら私の力が必要なようですね、私」なんかやけにしたり顔を浮かべた頭の悪そうな眼鏡の私が現れました。

「フラン先生は私が見つけますにゃん」ぴょこぴょこと頭に生えた耳と、お尻しりのあたりから生えた尻尾しっぽを揺らす媚びたメイド服の私が現れました。

「イレイナ様。ここ最近わたくしを呼び出してくれていなかったというのにいきなり何ですか。わたくしはイレイナ様の道具ですが道具ではありません」若干ややこしいことを言いながら頰を膨らませて出てきたのはほうきさん。近頃出番がなかったせいで少々ご立腹りっぷくでした。

　姿かたちがあからさまに普通でないことがまず最初に引っ掛かりましたが、私はとりあえず見なかったことにして、彼女たちにお願いしました。

「すみません。皆さんの力を貸していただけませんでしょうか」

　この世界のどこかにいるフラン先生を捜して、連れ戻すために。そのためには私一人ではどうしても時間がかかってしまうものですから、ほかの私の手も借りるべきだと考えたのです。

　しかし別人格の私二人とほうきさんは、乗り気ではなかったようですね。

「先生を捜すよりも、まず先に、そこの私。この私のこと、どう思います？」眼鏡をくい、と指で押し上げて語るインテリジェンスな私。「頭、良さそうに見えません？」


「…………」何言ってんですかね。「いえ単に目が悪いのかなとしか思えませんけど……」



「制服姿で眼鏡をかけたインテリジェンスな雰囲気の私がいました、それは誰か」

「知りませんよ」

「そう、私です」

「眼鏡をかけたらインテリぶることができると思ったら大間違いですよ」

　吐き捨てる私でしたが、インテリジェンスな私はそんな私を鼻で笑いながら、

「ふふ……低学歴の嫉妬しっとですか？」などと意味不明な言葉を並べるのでした。

　私が低学歴であるのならあなたも低学歴ということになるのですけど分かってるんですか？

「ねえ私、フラットな私」

　くいくい、と私のローブを引っ張る私がいました。媚び要素の私でした。ネコミミメイド服の私は猫ねこのように丸く猫背になり、私を見上げました。

　フラットな私ってもしかして私のことですか？　先ほどから私を連呼しすぎて私は大層困惑していました。が、媚び要素の私はそんなことお構いなしに尋ねるのです。

「私はどうしたらいいですか？　とりあえず先生を見つけていちゃいちゃすればいいですか？」

「いえ見つけたらお人形を渡して事情を説明すればそれでいいです」

「そのあといちゃいちゃしたらいいですか？」

「いちゃいちゃはだめです」

「だめなのですか？」

「だめです」

「じゃあフラン先生以外といちゃいちゃするのはだめですか？」

「フラン先生以外って誰ですか」

「あなたとか」

「だめです」

「じゃあほうきさんとか」

「だめです」

「しゅん」

「……何でそんなにいちゃいちゃしたいんですか」というか、いちゃいちゃって何するつもりですか。何かの隠語いんごですか？

「人肌が恋しいです……」

「何言ってんですか私」あなた元はと言えば旅人の私から出たものでしょうに。

「ねえフラットな私。ウサギってね、寂しいと死んでしまうんですよ？」

「あなたネコじゃないですか」

　色々と突っ込みたいことがあったのですが、さしあたってたった数分のやり取りのうちに語尾の「にゃん」が跡形もなく消え失せてしまっていることがまずは引っ掛かりました。何ですか？　キャラ設定ブレブレなんですか？　キャラ設定ブレブレな私に改名しますか？

「それで一体どうしてわたくしまで呼び出されたのですか」

　嘆息たんそくする私に尋ねるのは、ほうきさん。ようやくまともな質問が飛んできたことに私は再びため息を漏らすに至りました。

「いえ人手は多いほうが良いだろうと思いまして」

「なるほど。それで、先生を見つけたらどうします？」

「これを」

　私はポーチから私服姿の私を模したお人形を一つ手渡します。「ワズリさん曰く、このお人形に限界まで魔力を込めれば、ただの人間と同じような状態になるそうです。そうすれば恐らく本から出ることができるようになる──かもしれないと」

「ふむ」

　ほうきさんはお人形を受け取ると、ポケットに突っ込みました。頭が大きいために「あれ？　なかなか入りませんね……むぐぐ」と強引に首を折り曲げて入れていました。

　私服姿の私……。

「ところでイレイナ様」お人形を入れて膨らんだポケットを撫でながらほうきさんは首をかしげます。

「何ですか？」

「わたくしの勘違いだったら申し訳ないのですが、もしかしてわたくしとイレイナ様の二手に分かれるつもりですか？」

　おや何をおっしゃるのですか。

「逆に聞きたいんですけどあの二人で先生を捜せると思いますか？」

　ちらりと私は二人を見ます。

　私達の会話など聞く耳も持っておられないインテリジェンスな私と媚び要素の私は、

「そのネコミミ、素敵ですね……」「やだ、あなたの眼鏡こそ素敵です……」

　などといちゃついていました。

「無理ですね」ばっさり切り捨てるほうきさんでした。

「でしょう？」

　自分のことなのでこのように言うのは少々胸が痛みますが、「先生と会ったとしても、悪魔と会ったとしても、あの二人だけではおそらく対処は難しいでしょう」

　どちらと邂逅かいこうしたとしても、私かほうきさんのいずれかがいなければ事態は悪くなるに違いないのです。やはり身代わりとして用意してもらったとはいえ、私の意識の一部だけを詰め込んだだけのお人形ですから、難しいことはよく分からないようです。

　ほうきさんを出しておいて正解でしたね。


「…………」



　しかし当のほうきさんは、私と目を合わせることなく、眉根を寄せて黙り込むのでした。難しいことを考え込んでいるような顔をしていました。

「？　どうしました？」

　ですから私は首をかしげます。

　彼女は、そこでようやくはっと顔を上げて、かと思うと、

「あ、いえ……少々引っ掛かることがありまして」と答えるのです。

「何がですか」


「…………」ほうきさんはそれからもしばし黙り込みましたが、やがてささやかに声を漏らします。「らしくないなと思いませんか？」



「……何がですか？」

　質問を返しながらも、私は気づいていました。長い付き合いのほうきさんも私と同じことに疑問を抱いていることに。

「悪魔の割に、随分と大人しいと思いませんか？　もしもわたくし達のような部外者がいきなり本の世界に入り込んできたというのなら、悪魔はすぐに気づいてわたくし達の前に姿を現すはずでしょう？　なのに、どこにもその姿はありません。これだけ騒いでいるのに、気づいている素振りもない。大人しすぎます」


「…………」



「わたくし達を罠わなに嵌はめるなり、何らかの妨害をしてくるなり、手段はいくらでもあるはずです。それに、お話は全部聞かせてもらいましたが、今までの魔法使いが全員生還していて、時間が経てばすぐに魔法使いとしての活動を再開できるというのなら──奪われたのがたったの三日間と、その間の記憶と、一時的な魔力だけだというのなら」

「あまりにも生易なまやさしすぎますよね」

　私も変だとは思っていました。

　私がかつて会った悪魔は、そのような優しい手などとりはしませんでした。選択を誤れば容赦ようしゃなく命を奪うような存在が悪魔です。

　にもかかわらず、この本は誰も殺してはいません。少なくとも、聞く限りでは。

「なにか裏があるかもしれません。イレイナ様。ここから先は慎重しんちょうに参りましょう」

　ほうきさんは言いました。

「……そうですね」

　私も頷きます。もとよりそのつもりではありましたが。

　私達はそれから二手に分かれて、本の中の世界を歩むに至りました。

「ああっ！　ネコミミの私！　さようならー！」私に引きずられているのは、インテリジェンスな私。

「あなたのことは忘れません！　素敵な眼鏡の私ー！」ずるずるとほうきさんに引きずられるのは、媚び要素の私。

　この先に待ち受けているものも分からぬまま、私達は、本の中の世界を旅し始めたのです。
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「そうだフランさん、かくれんぼをしましょう」

　ぽん、と手を叩いて笑う悪魔のような姿の私でした。

　一体どれくらい時間が経ったことでしょう。昼も夜もなく、空はぼんやりと白しらんでいるばかりで、私がいるこの世界において時間の概念がいねんはとてもとても希薄きはくでした。

　悪魔のような姿をした私は、不思議なことにこの世界の中で遊び呆ほうけるばかりで、あからさまな悪意を見せてくることもなければ、誘惑をするような素振りも見せません。

　何度か私はここから出してほしいと頼んだのですが、彼女はその度に「じゃあ私に勝ったら出してあげる」と答えるばかり。辺りは見渡す限り街が広がっていて、出口は見えそうにありません。

　結局、私はただただ時間の許す限り、遊び続けるしかありませんでした。

　ここに来て最初にやった遊びはボードゲームでした。チェスやトランプといった、ただ座って向かい合い、手を動かすだけのお遊びに興きょうじました。

　退屈はしませんでしたが、しかし彼女の目的はやや不可解で不明瞭ふめいりょうでした。

「楽しいわね、楽しいわね」

　手をぽん、と合わせて笑いながら、彼女は私の前でただのお遊びを心ゆくまで堪能たんのうしているように見えました。

　彼女の実力は相当なものでした。

　私に勝ったら出してあげる、という自信に溢あふれた宣言の通り、彼女はどのような遊びにおいても負けることはなかったのです。私が負ける度に、彼女は「じゃあ罰としてあなたのお話を一つ、聞かせて？」と尋ねます。

　ですから私は毎回、彼女にお話をしてあげました。

「昔々、深い森のビエラという国に、一人の少女がおりました──」

　それはたとえば、私がかつて故郷を出るまでの話であったり。

「ほんの少し前、私は一人の女の子と一緒に森の中で暮らしていました──」

　もしくは、イレイナと二人で修業をしていた一年間の物語であったり。

「つい最近、私は弟子の女の子と一緒に、旅をしていました──」

　あるいはここに至るまでの物語であったり。

　そんな話を聞かせてあげました。

　彼女はその度に、手を合わせて笑います。

「楽しいわね、楽しいわね」

　本の中の彼女は、人に物語をねだるのがお好きだったようです。「次はどんな話をしてもらおうかな」いえ、もしかすると人と言葉を交わすことだけでも充分に満足してしまう方だったのかもしれません。

　彼女はお遊びに勝つ度に、そうやって笑いながら、新しい遊びを提案するのです。


「…………」



　そして、私がここに来てからどれほどの時間が流れた頃のことでしょう。

「かくれんぼをしましょう」

　と彼女は提案を一つ。

　制限時間は一時間。

　彼女が百秒数え、その間に私が街のどこかに隠れて、それから彼女に見つかってしまえばそれで負け、というごく簡単なルールを説明されたのちに、私は街を歩きました。

　見覚えのあるものばかりの街でした。

　ふと民家の扉を開いてみれば、王立セレステリアで私が普段利用している書斎しょさいがそこにはありました。別の家の扉を開いてみれば、イレイナの実家がありました。

　二人で一年間過ごしていた家も、ありました。

　ここは心地よい思い出で溢れた街でした。


「…………」



　ところでよくよく考えてみればこの場所は時間の概念が極めて希薄なうえ私自身今は時計を持ち合わせていないのですが。

　現時点でどれほどの時間が経ったのかは私には見当もつきません。悪魔のような姿をした私の匙さじ加減で一時間などどのようにでも引き延ばせるのではありませんか？

　もしかしてこの勝負、私の負けがすでに確定していたりしませんか？

「……嵌はめられましたね」

　街の中で私は嘆息を漏らしました。

　どうやら悪魔のような私はどうあっても私に物語を語らせたいようです。
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　眼鏡装備のインテリジェンスな私はどうやら物事の主導権を握りたいタイプのお方のようでした。

「いいですか？　ここから先は私が先導します。あとについてきてください」

　くい、と眼鏡を押し上げながらそのように語ると、彼女は物陰から物陰へと器用に移動しながら街をゆきます。その姿はまさしく東洋のシノビの如ごとく。

「かくれんぼなら付き合うつもりはありませんよ」

　一方で私は普通に街を歩くのでした。隠れるつもりはありませんし、隠れていては先生を捜せませんから。

　あるいは見覚えのある光景に見惚みとれてしまっていただけなのかもしれませんけれども。

「ところでフラットな私」

　ふいにインテリジェンスな私がこちらを振り向きます。

「……何ですか？」もうその呼び方定着しちゃってるんですか？　べつにフラットな感じを出しているつもりはないんですけど……。

　ふふふ、と笑みを浮かべながら彼女は眼鏡をくい、と押し上げます。

「この眼鏡、どう思いますか？」


「…………」したり顔でどうでもいいことをお尋ねするどうしようもない私がそこにはいました。「眼鏡のことはひとまず置いておいて、今は先生捜しに専念してくださいよ、私」



「それはもちろんさっきからやってますよ。失敬ですねフラットな私」

「……本当ですかー？」

　じとりと私は目を細めます。

　インテリジェンスな私はしかしうろたえることなく、「当然でしょう？」と答えるのです。

「この眼鏡にかけて噓うそは言いません」

　おや噓を言わないだなんて私らしくもありませんね。

「ではこの街について分かったこと、何かありますか？」

「？」インテリジェンスな私は可愛らしく小首をかしげます。あざとい。「街について、ですか？　先生の思い出が詰まった場所が色々と混ざり合って非常に混沌こんとんとした街並みになっている、とかですか？」

　そうですね。

「ではその法則性は分かりますか？」

「……？」彼女は小難しい顔を浮かべながら首をかしげます。

　お判りいただけないようです。

「見てください」私は指差します。

　白んだ空の下、私達が進む道の先には大きな建物が一つありました。とてもとても古びていて、今にも崩れ落ちそうなぼろぼろの建物。

　深い森のビエラの大書庫だいしょこでした。

「あれが何か？」

「あれには見覚えがあるんです」

「……？」

　インテリジェンスな私は大書庫を見つめながら顔をしかめます。もしかしてその眼鏡って伊達だてなんですか？

「フラットな私」ほどなくしてインテリジェンスな私は言います。「あれに見覚えがあるのは当然では？　だってあれは先生と二人で星を見た場所でしょう？」

「そうですね」

　ですから私の記憶にもあるものがこの世界にあることに関しては、何ら問題ありません。

　ただ、街の中心に大書庫があり、そして街の至る所に深い森のビエラにあった建物たちが混ざっているということは。

「この街はもしかすると、深い森のビエラを中心にして、ほかの国々の建物たちがまんべんなく混ざってできたものなのではないでしょうか」

　と言えると思うのです。

「……はあ」

　インテリジェンスな私はそれでも尚なお、難しい顔をしていました。「それが何か？」

「ちょっとここを見てみてください」

　私はその辺に並んでいた民家の一つを指差しました。先生と修業時代を過ごした家です。どういうわけかこの家は街の中に幾つもあり、私が指差しているもので通算四つ目でした。

「ふむう？」

　インテリジェンスな私は促うながされるままに窓を覗のぞき込みます。

「何が見えますか？」私は尋ねました。

「……美少女が見えます」


「…………」



「そう、私です」

　私は彼女から眼鏡を奪い取りました。

「ああーっ！　何をするんですかフラットな私！　見えません！　お先真っ暗ですよ！」

　酷ひどい言葉の誤用をするインテリジェンスな私。眼鏡と一緒にこの仰々ぎょうぎょうしいお名前もはく奪したほうがいいのでは？

　私は眼鏡を白い空に掲げながら、「かえしてくださいー！」などとぴょんぴょん跳ねる元インテリジェンスな私（笑）に語り掛けます。

「よく見てください。この街の中にある建物の隅々すみずみまで、目を凝こらしてよく見てください」

　そして再び、彼女を窓のほうに促します。

　私の実家の窓からは懐かしきリビングルームが見えました。


「…………」



　言われるがままに目を凝らす元インテリジェンスな私。

　その視線の先には、人影がありました。

『これで完成、ですかね……？』

　机に向かい、お薬を調合する灰色の髪の少女がおりました。

『あらイレイナ……これ、調合間違っていません？』

　その後ろには両手で紙切れを広げながら首をかしげる黒髪の魔女が一人。

『どこですか？』

『ほら、ここ』

　黒髪の魔女は紙切れを指差しながら答えます。

　それは私と先生の修業時代の、他愛もないやり取りの一つでした。私と先生二人、ただ普通に日常を過ごしていただけの時間がそこにはありました。

「こういうことです」私は元インテリジェンスな私に眼鏡をかけてあげながら、語ります。「この街にあるのは、ただ思い入れのある街の光景ばかりじゃないんです」

　私達が訪れた深い森のビエラは──滅び、既に忘れられ、消えかかったあの街は、走馬灯そうまとうのように過去の光景を繰り返し映していました。

　もしも先生の思い出であるこの街が、深い森のビエラを中心に再現しているのならば。

　この街の至るところで、思い出の再現がなされているということになるのではないでしょうか。


「…………」



　つまり、要するに。

　ここには本物の先生だけでなく、決して触れることも語り掛けることもできないフラン先生がたくさんいるということです。

「ところでフラットな私、実は私今、気づいたことが一つあるのですけれども」インテリジェンスな私は眼鏡をくい、と押し上げました。

「……何です？」

「先生を捜すのってめっちゃ難しくないですか」

「めっちゃ難しいどころかひどくややこしい状況ですよ」
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　ひどくややこしい状況がほうきたるわたくしと媚び要素のイレイナ様を襲いました。

『いいですか皆さん。今日はほうきに乗る練習をしましょう』『あらお上手。才能がありますね』『あらあら？　こちらのお店のパンはお一つ銅貨三枚もするのですか？　この味なのに？』『ええ？　魔法を使って詐欺さぎをする魔法使いがいるんですか？　不届き者ですね』

　街の中心部に近づくにつれて、奇妙な光景が多く見受けられるようになりました。

　イレイナ様の師匠たるフラン様は一体いつから複数人に増えてしまわれたのでしょうか？　街の至る所にフラン様のような人影が浮かんでは消えていきます。まるで泡沫ほうまつのよう。

「大変ですほうきさん！　フラン先生がいっぱいいます！」

　フラン様を捜すために街を歩いているというのに、その当人があちこちにおられるせいで、媚び要素のイレイナ様は興奮と困惑が混ざった様子にまみれながら尻尾をふりふりと振っては街中の家から家に忍び込んでは突撃、忍び込んでは突撃などと繰り返しておりました。その様子はまさしくじゃれつくネコの如ごとし。

「フラン先生えええええ！」

　民家の扉を思いっきり開けて中に飛び込む媚び要素のイレイナ様。中ではフラン様が『あらあら……』と笑いながら、研究中に眠ってしまったイレイナ様の肩に毛布をかけておりました。

「フラン先生！　まったくどこにいたんですか！　捜しましたよまったくもう！」

　ちなみに媚び要素のイレイナ様がこのような台詞を吐くのは通算で十五回目です。いい加減もう慣れました。

『ふふふ……』ぼやぁ、と煙けむりのように消えてしまうフラン様。

　この街における幻想は、どうやらしばらく時間が経つと消えてしまうようです。

「あら……あらら？　また先生が消えてしまいました……」

　しゅん、と肩を落とす媚び要素のイレイナ様でした。いい加減慣れてほしいものです……。

「イレイナ様。ここも外れだったみたいですね」後ろからわたくしは声を掛けました。「次の家を捜しましょう」

「そですねー」

　こくりと頷き、媚び要素のイレイナ様は、そしてまたとたとたと別の家へと向かいます。

　大体このような感じでわたくしと媚び要素のイレイナ様は街を捜し歩いたのですが。

「……ぜんぜん終わりが見えませんね」

　げんなりとしてしまいます。

　どれだけ捜し歩いても、目に映るのは偽物にせものの偶像ぐうぞうばかりでございました。ともすると本物のフラン様など本当にこの街にいるのかと疑いたくなるくらいに。

「ほうきさん、元気ないですね。大丈夫ですか？　お怪我けがしちゃいましたか？」

　元気が有り余っている媚び要素のイレイナ様は、わたくしのため息にめざとく反応して、「大丈夫ですかー？」などとわたくしの周りをくるくると回るのです。至近距離で。

「……大丈夫なので少々離れていただけますか？」

「えー？　なんでです？」


「…………」



「？」

　頭の悪そうな格好かつ頭の悪そうな言動をしておられますが、曲がりなりにもその姿はまさしくわたくしの主人たるイレイナ様。

　さすがに至近距離で見つめられては反応に困るというもので、そのうえ普段ならば絶対に見せないであろう澱よどみなき笑みを浮かべているのです。

　わたくしがその対応に非常に困ったことは言うまでもありません。

「あ、イレイナ様。あちらの民家にもしかしたら本物のフラン様がいるのではないでしょうか」

　ですからわたくしはその辺に並んでいたお家を指差しました。その中でまだ十代だった頃のフラン様が『ねえ、そこの調合間違えてない？』とイレイナ様によく似た女性に魔法薬の作り方を教えてもらっていました。

「若い頃のフラン先生ですね！　すてき！」

　著いちじるしく知能の低い媚び要素のイレイナ様はわたくしの誘導にいとも容易たやすく引っ掛かり、そのまま民家の中へと突撃してしまいました。


「…………」



　数打てば当たる、とは言ったものですが。

　果てして本物のフラン様と巡り会うためにあと何回数を打ち続ければいいのでしょうか──。

　時間の概念が曖昧あいまいな世界の中では、この気が遠くなるような作業はまるで永遠に続くかのように思われました。

　しかし。

「……一体なにがどうなってるわけ？」

　ちょうどその頃のことです。

　ひとり嘆息を漏らすわたくしの目の前に、女の子が現れました。

　黒い髪、黒いローブを身にまとったその少女は、黒い髪をさらりと伸ばしておりました。

「どなた？」あからさまに困惑した表情を浮かべているのは、どこか若い頃のフラン様によく似ていながらも、決定的に違った容姿をした少女でした。

「……あなたこそどなたですか？」わたくしは言葉を返します。

　そこには、黒い髪の上に角を生やし、矢じりのような尻尾を生やしたフラン様の姿があったのです。

　彼女は、まるで深い事情でもあるかのように意味深長に目を細めながらも、しかしなんてことのないように、あっさりと答えます。

「私は悪魔だよ」

　それで、あなた達はどなた？　と。
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　悪魔のような私とかくれんぼをしている最中の私でしたが。


「…………」



　歩く度に、私は言いようのない懐かしさに何度も足を止めてしまっていました。どこを見ても覚えのある光景ばかりがあるのですから。

『フランちゃん。何を読んでいるの？』

　通りに並ぶ民家の一つ。孤児院こじいんの中から、声がしました。

　窓から中を覗けば、お姉さんが幼い女の子の前にかがんで、微笑んでいました。

　小さい頃の私です。

『……べつに何でもありません』

『あらあら……嫌われちゃったかな』

　孤児院のお姉さんはとても優しい人でした。しきたりに縛られ続けていた街の中、よそから来た人だったからでしょうか。彼女だけは、ほかの街の人とは見ているものが違うように思えました。

　残念ながら私が今見ている幻想の中では──幼すぎる頃の私は、そんな彼女にすら心を開いてはいませんでしたが。

　私が孤児院のお姉さんに信頼を寄せるようになったのは、もっと先の話です。

　けれどすぐにお別れをしてしまいましたけれども。

　もう二度と、会うことはできませんけれども──。

　それでも彼女との思い出だけは、私の中に大切に仕舞われていました。命果てても、思い出だけは、生き続けていました。

「……懐かしいですね」

　もしも彼女が生きていたのなら。大人になって、会うことができたのなら、一体何を話せたことでしょう。

　子供じみたお遊びの最中、感傷かんしょうに浸ってそのようなことを考えてしまいました。

「どこに隠れましょう」

　今はさしあたって、悪魔のような姿をした私から逃げなければなりません。そういうお遊びの最中ですから、見つからないように身を隠す場所を探さなければならないのですけれども……。

「……この様子では隠れる必要もない気がしてしまいますね」

　見渡す限りが幻想に溢れていました。街を歩くのは様々な時代の私一人であったり、あるいはイレイナと二人だったり、もしくは師匠と二人だったり、シーラと二人だったり。

　そんな風に、私の思い出たちがいるのですから。

　わざわざ身を隠さなくても見つかることはないのではないでしょうか？

　そう思っていました。

「──まったく。困ったものですね。ややこしいことこの上ないじゃないですか」

　道の向こうからこちらに歩む二人組の姿がありました。

　一人は灰色の髪、瑠璃色の瞳をした魔女。イレイナでした。

　そしてその隣に歩くのは、灰色の髪、瑠璃色の瞳をした学生服。イレイナでした。

　どちらもイレイナでした。

　あらあら？

　ローブを着ている方のイレイナに関しては見覚えしかありませんが、学生服姿のイレイナなど私の記憶にはないのですが？　はて一体どなたでしょう？　あれもイレイナですか？　そもそもあちこちにイレイナがいるせいでひどくややこしいのですけれども。

「──どこに行っても先生の偽物ばかりですね。きりがないですよ」

　まったくもう、と頰を膨らませるローブ姿のイレイナは、無慈悲むじひにも私の幻想を杖でひょいと叩いて、もみ消しながら歩いていました。当たったら痛そうなくらいに思いっきり振っているのですが、相手が幻想と分かりきっているのか、彼女に遠慮は皆無かいむでした。

「先生、一体どこにいるんでしょう」

　びゅんびゅんと彼女は杖を振って、幻想を消し続けます。

　こちらには目もくれずに杖だけ振り続けていました。

　恐らくは、ここにいる私がすべてただの幻想で、偽物だと思っていたのでしょう。

「とっとと見つけてここから出たいものですけれども──」

　ぺちん、と。言葉の途中で、杖が私の頰を叩きました。

　イレイナは「あれ？」とこちらに目を向けます。


「…………」




「…………」



　私と目が合いました。


「……………………………………」そこそこ長めに黙ったあとで、イレイナは私の頰に触れます。撫でるように触れます。「………………………………」そのうえでまた黙りました。



「イレイナ？」

　私は目の前の彼女の名前を呼びます。「イレイナ、こんなところで何をしているのです？」

　するとイレイナは尚も私の頰を撫でながら、

「いえ、あの……先生を助けに来ました」

　とやや早口で目を逸らすのです。少々気まずそうでした。

「叩きに来たの間違いでは……？」

　幻想ばかりの街の中。

　ひりひりと傷む頰は、その頰に添えられた手のぬくもりは、間違いなく本物のイレイナのものでした。
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「まさか再会と同時に叩かれるとは思いませんでしたよ……」

　少々赤らんだ頰を撫でながらフラン先生は私の横を歩きます。

　延々と幻想まみれの街の中を歩き続けましたが、存外、ご本人は意外なところに潜んでいるもので、ぼーっと立ち尽くしている先生の姿を叩いたらそれがご本人だったというなんとも対応に困る展開の果てに先生を私達は捕獲しました。

「目的は果たしたのですからとっととここからずらかることにしましょう」制服姿の私は眼鏡を押し上げて言いました。

「イレイナ。ところでこちらのイレイナはどなたですか？」

　フラン先生にはまだご説明してませんでしたね。

「インテリジェンスな私です」

「インテリジェンスなイレイナって何なのですか……？」

「眼鏡をかけたことにより知能がやや上昇した状態の私のことです」


「…………」先生はとてもとても哀あわれな生き物を見るような目を私に向けました。「……眼鏡をかけたら頭が良くなると思ったら大間違いですよ」



「それは私もそう思います」

　けれど眼鏡姿の私がインテリジェンスを名乗っているのですから仕方ないじゃないですか。

　先生曰く、この街の中には悪魔姿のフラン先生が潜んでおり、現在はお遊びに付き合っている真っ最中なのだとか。一体何をおっしゃっているのか理解に苦しみましたが、そもそもこの本の中の世界自体が意味不明なものの塊のようなものですので、深いことは考えずになるほどととりあえず頷いておく私でした。

　難しいことはこの世界を出たあとに考えればいいでしょう。

「とりあえずほうきさんを回収しないといけません。街の中心部に行きましょう」

「ほうきさん？」

　あらあら先生にはご説明していませんでしたね。

「私のほうきが一緒にフラン先生を捜してくれているんですよ。人間の姿になる魔法がかかっていて、外見は私にちょっと似てます」

「あらあら」

　ではご挨拶あいさつもしておかないといけませんね──と先生は笑います。ならばほうきさんが余計なことを言う前にとっとと魔法を解除しておくこととしましょう。

　二手に分かれたときに私は郊外のほうを回り、ほうきさんは中心部に向けて真っすぐ行きました。恐らく大書庫を目指して歩いていればいずれ巡り会うことができるでしょう。

「……道中で悪魔さんに会わないように気を付けないといけませんね」先生は言いました。

「そうですね」

　相手は人をたぶらかすことを生業としているような種族ですからね。何をされるか分かったものではありません。

　ですからなるべく会わないように──。

「悪魔さんに会ってしまったら私の負けになってしまいます」

「は？」

　何を言っておられるのですか先生？

「いえ、今ちょっと悪魔さんとかくれんぼをしていましてね？　彼女に見つかってしまったら私、罰ばつを受けるのですよ」

「……罰、ですか？」

「ええ」

「それは一体何ですか？」

　悪魔が提示したお遊びにおける罰とは何でしょう？　魂たましいを捧ささげるとか、魔力を根こそぎ奪われるとか、そんな類たぐいのものですか？

　だとしたら悪魔と先生が遭遇しないように配慮はいりょしなければならないですね──。

　などと。

　私はそのようなことを考えながら、インテリジェンスな私を追うように大書庫に向けて、角を曲がりました。


「…………」



　角を曲がったところでインテリジェンスな私がぼけー、と立ち止まっていました。「ふっ……これはやっちまいましたね」などと眼鏡を押し上げるさまはまさにインテリジェンス。


「…………」



　一方その後ろで私もフラン先生も、黙り込んでいました。

　大書庫を目前に控えたところで、ほうきさんの背中が見えました。願わくばこのままほうきさんに声を掛けて、そのままこの世界から逃げ出そうと思っていたのですけれども。

　ほうきさんの目の前に、一人の少女の姿がありました。

　黒い髪の上に角が生え、尻尾もあり、けれどその姿は、十四歳の頃のフラン先生そのもの。

　あるいはフラン先生の姿を借りた別の何かが、そこには立っていたのです。

「──私は悪魔だよ」

　彼女は笑います。

　ほうきさんの背中の向こうに立つ、私達を見つめながら目を細め、この世界に紛れ込んできた私達に笑いかけます。

「それで、あなた達はどなた？」

　などと。

　奇襲をかけることもできず、身を隠したまま身代わりを置いて逃げ切ることもできず、私達は普通に悪魔さんの前へと出てきてしまったのです。

　つまり先生が悪魔さんとなさっていた勝負の勝敗はいともあっさり決したのです。

「先生。ちなみに勝負に負けたときの罰って何ですか」

　こっそり尋ねる私に先生は答えます。

「私の思い出話を聞かせなければならないんですよ」


「…………」



「私の思い出話を聞かせなければならないんですよ」

「すみません聞こえてました」

「先生は返事をしてほしいです」

「意味が分からなくて絶句ぜっくしてたんですよ」





○






「来客は歓迎だけれど、ちょっと数が多すぎるね。あなた達は一体何しに来たの？」

　にこにこと笑みを崩さず悪魔のようなフラン先生（十四歳）は私達を見やります。ほうきさんはその視線を追ってくるりと振り返り、「あ、イレイナ様」と私の名を呼びました。

「イレイナ、あちらがほうきさんですか？」

「先生、あれが悪魔のフラン先生ですか？　幼いですね。フラン先生というより悪魔フランちゃんですね」

「私をちゃん付けで呼ぶのはやめてもらえますか……？」

　ですが悪魔のようなフラン先生（十四歳）などと文章に起こしてしまうと、なんだか危ない気配が醸かもしてくるもので、長いうえにややこしいのでここは便宜上悪魔フランちゃんと呼ぶことにしましょう。

「あらあらフランさん。お友達を呼んできてくれたの？」

　着込んでいるローブから私が魔女であることはすぐに分かったことでしょう。悪魔のようなフラン先生（十四歳）もとい悪魔フランちゃんは、私を見つめて喜ぶのです。

「遊び相手は一人でも多いほうが歓迎だわ」

　嬉うれしいわね、嬉しいわね、と彼女は手を叩きます。無邪気むじゃきな子どものように。

　しかし残念ながら。

「私はあなたとお友達になるつもりはありませんよ」

　ましてお遊びに興じるほど時間を持て余しているわけでもありません。「先生をここから出すために来ただけです。私達を解放してください」

「え？　やだ」

　しかし彼女は私達とお話をするつもりは毛頭もうとうないようです。

　指をぱちん、と鳴らすと、彼女の周りに無数の槍やりが浮かびました。

　この本の中の世界が彼女のものであるからでしょうか。彼女はどうやら魔法を扱うために杖を必要としないようです。

「ここに入ってきたのなら、三日間、魔力が尽きるまで出ることはできないし、逃がすつもりもないよ」

　悪魔のフラン先生はそして私に言うのです。「楽しく楽しく過ごしましょう？　私とお友達になりましょうよ」

　何をおっしゃるのやら。

「お友達ごっこならお人形とやっていれば如何いかがですか？」

　私は杖を出し、悪魔フランちゃんを見やります。

「あのう、すみません。迎えも来たことですし、もうお遊びはおしまいにしていただけませんか？」

　フラン先生が私の横に並びました。背中の向こうには、ほうきさんとインテリジェンスな私が控ひかえています。二人を守るように、先生は杖を構えていました。

「あ、はじめましてフラン様。いつもイレイナ様がお世話になっています」ひょっこり顔を出すほうきさんでした。

　緊張感ないんですか……？

「あらご丁寧にどうも。こちらこそいつもお世話になっています。イレイナの師匠のフランです」

「わたくしの主人はフラン様のことを大変慕したっているようでして……、いつもフラン様のことを話してくれるのですよ」

「あらあら。そうなのですか？　照れますねえ」

　うふふ、としばし談笑だんしょうにふける二人でした。

　だから緊張感ないんですか……？

「お二人とも」

　呑気のんきにも程がある二人の間に割って入ったのは、インテリジェンスな私。「ところで私の眼鏡どうですか？」

　あなたはそれしか言えないんですか……？

　この本の中の世界の黒幕くろまくを前にして非常にゆるーい空気が流れるばかりでした。もはや悪魔フランちゃんも彼女らの会話に交ざってうふふと談笑し始めそうな雰囲気すらありました。

　しかし私達に対峙たいじする彼女は、私でもなければ、フラン先生でもないのです。

　ひゅん、と私達の間を一本の槍が通り抜けて、地面に突き刺さりました。

　空気を切り裂くように。

「こんな時にお話しを始めるなんて随分と余裕なのね」

　眼前の悪魔さんは、少々ご立腹りっぷくでした。

「どうしてもここから出たいのなら、私を倒して頂戴？」

　そして彼女は再び指をぱちん、と鳴らしました。

　彼女の周りを漂っていた槍の群れが、そして動き始めました。




　たとえるなら雨のようでした。

　私達の頭上へと舞い上がった槍の群れは、矛先ほこさきをこちらに向けたまま降り注ぎます。見上げる限り逃げ場はないように思えました。

　しかし雨が降れば傘かさをさせば問題ないわけで、

「えい」

　私とフラン先生は互いに杖を空に掲かかげて、私はインテリジェンスな私を守りながら、先生はほうきさんを守りながら魔力を傘のように頭上に広げました。思いのほかゆっくりと自由落下してくる槍の群れから身を守るのは容易でした。

　私達に遮さえぎられて、槍の群れは地面に次から次へと突き刺さります。そこら中が小さな穴で溢れました。

「ほうきさん」

　私は先生と相合傘あいあいがさをなさっているほうきさんに手を伸ばします。「こっちに戻ってきてください」

「え？　嫉妬しっとですか？　イレイナ様」


「…………」



　いや、そうじゃ……ないんですけど……。

「あらあら」

　先生は私とほうきさんを交互に見つめてからうふふと笑いました。

　いや……本当にそういうつもりじゃ……ないんですけど……。

「戦闘始まっちゃいましたから私のほうきとして働いてください。あなた魔法使えないでしょう」

「あ、そういう意味でしたか」

　では分かりました　─とほうきさんは、フラン先生にひらひらと手を振ってから、私のもとに戻ります。先生が「またのちほどー」と手を振っておりました。ところで。

「ところで媚び要素の私はどこに行ったんですか？」見当たりませんけど。

「おそらく民家の中でフラン様の幻想に体当たりしている最中かと」

「自由奔放ほんぽうですね……」

「ネコですから……」


「…………」できれば味方は多いほうが嬉しかったのですけど……仕方ありませんね。「では三人とほうき一つで頑張ることにしましょう」



　私の言葉にほうきさんは頷き、その直後にいつも私と旅を共にしているただのほうきへと戻りました。

　ここには私とフラン先生と、眼鏡装備の私がいますから、まあなんとかなることでしょう。

「イレイナ。ここからどうします？　ご覧の通り私もイレイナも現在は防戦一方のようですけれど」

　杖で傘をさしているゆえに私も先生も攻撃に転ずることはできないでしょう。

　しかし問題ありません。

　繰り返しになりますが、ここには私とフラン先生と、眼鏡装備の私がいるのです。

「出番ですよインテリジェンスな私」

　私はフラン先生の後ろで様子を窺うかがっていたインテリジェンスな私を呼びました。とっとと魔法をぶっ放してくださいという意図を込めて。

　しかし。

「あ、すみません。私、戦闘はちょっと専門外なので」


「…………」



　断られました。

「そもそも私、魔法使えませんが？」


「…………」



　そもそも戦闘できませんでした。よくよく考えてみれば彼女はただのお人形でした。

「お二人で頑張ってください。私は後方支援に徹てっします」ぽん、と私の肩を叩くインテリぶった私。

「後方支援って具体的になんですか」

「黄色い声援を送ります」

「いらない……」

　結果、分かったことといえば、このまま傘をさしているだけでは何もできないということに他なりません。

「じゃあどうします？　イレイナ。こっちに来ますか？」

　先生がこちらにお伺いを一つ。

　尚も槍は降り注いでいますし、その向こうで悪魔フランちゃんは「どう？　参った？」などと勝ち誇っておられます。

　しかしこの程度でお手上げになってしまっては魔女の名が廃すたるというものではないでしょうか。

　手が残されていないわけではありません。悪魔に対処する術すべはいくらでも残されています。


　…………。



　仕方ありませんね。

「……あとでほうきさんに謝ることにしましょう」

「？　どういう意味です？」

「こういうことです」

　私はほうきに魔力を込めて、飛ばしました。

　槍の雨の中を突き進み、ほうきはそのまま悪魔フランちゃんの頭に直撃しました。それはまるで槍が降り注ぐ中を飛ばされたほうきさんの怒りが体現したかのようでした──。

　いえまあ、飛ばしたのは私なのですけれども。

「いたい！」

　至極シンプルな悲鳴をあげた悪魔フランちゃんはよろけ。

　雨脚が止まります。

　この機会を逃す私達ではありませんでした。二人揃ってそれから彼女に杖を向け、魔法を放ちました。

　先生はそこら中にあふれていた瓦礫がれきたちを魔法で浮かせて、そのまま悪魔フランちゃんに向けて飛ばしました。

　悪魔フランちゃんはそのような攻撃など涼すずしい顔で避けてみせましたが、私がその間に用意していた氷の塊が頭上から降ってきたときは少々驚いた顔をしておられました。

　彼女は避けながら指を弾くと、火の粉をこちらに飛ばしてきました。

　弱弱しい火の塊は、私が風を吹かせただけですぐにかき消えてしまいました。先生はその合間に悪魔との距離を詰めて、至近距離から水を放ちました。悪魔はあわてて身をよじり、空を切った飛沫しぶきが建物の屋根をえぐります。私が杖をひょいと振って、水に濡れた屋根から崩れた瓦かわらが悪魔の背中を襲います。

　先生は直後に屋根を直しました。瓦の破片はへんがまとわりついたままの悪魔フランちゃんはそのまま引きずられて、彼女のローブは屋根に拘束されます。

「──この程度で、私を捕まえたつもり？」

　しかし彼女は不敵に笑いました。ローブを脱ぎ捨てて、彼女は私達のほうへと飛び降ります。

「えい」

　けれど私のほうきが再び彼女の頭に直撃しました。

「いたい！」

　またしても至極シンプルな悲鳴をあげて彼女はそのまま地面に落ちました。

　それからも何度も彼女は私達に向かってきましたが。

　結論から申し上げて、彼女はほとんど一方的に、私達によって叩きのめされました。

　彼女が少しでも魔法を放つような素振りを見せれば、私がその辺から蔦でも生やして彼女を拘束して、その間にフラン先生が魔法で虐いじめました。ほとんど偶然彼女が拘束から逃れることがあっても、今度はフラン先生が屋根やら壁やらに彼女を縛り付けて、またしてもその間に私が彼女を痛めつけていました。

　それは戦闘というよりはもはや私達による一方的な蹂躙じゅうりんで、反撃の隙すきすら与えられない悪魔は、やがて、

「……うええ」

　涙目になり地面に転がりました。


「…………」




「…………」



　私と先生は顔を見合わせます。

　これは一体どういうことでしょうか。

　幾ら私達二人が魔女であるとしても、相手がたった一人であったとしても、この状況はいささか妙に思われたのです。

　先生は首をかしげます。

「悪魔にしては弱すぎませんか？」

　端的たんてきかつ純粋に心をえぐる一言でした。悪魔は泣きました。

　しかし事実です。この本の中の世界が悪魔によって形作られたものならば、たくさんの魔法使い達から魔力を奪い去った悪魔が目の前の彼女であるのならば、もっと苛烈かれつに攻撃を繰り出してきてもおかしくはないのではないでしょうか。

　そもそも魔女二人に対してここまで一方的に負ける悪魔とは一体何なんですか……？

「ひどい……こんなに痛くしなくてもいいじゃないの……」

　膝ひざを曲げてその場ですすり泣く彼女でした。

「なんだか可哀かわいそうになってきましたね……」

　こそこそと先生に耳打ちする私でした。ここに至ってようやく私達はやりすぎたことをお察ししました。

「でも悪魔を相手に手加減もできませんでしたし……」

　小声で先生が返してくれました。

　いえ本当にまさしくその通りで、決して虐めるつもりはなかったのです。

「あの……大丈夫ですか？」

　ですから彼女のもとに歩み寄り、肩を叩く私がそこにはいました。もしかしたらこれは悪魔による狡猾こうかつな罠かもしれない──とも思いはしましたが、しかし彼女は本当に私達に手も足も出なかっただけのようで、

「うう……くすん」

　泣きはらした顔が私を見上げていました。

　先生が……泣いている……。

「イレイナそれ私ではありませんからね」

　横から冷めた声で突っ込まれました。顔を向けるととてもとても冷たい顔をした先生がいました。どうやら私はいま悪い顔をしていたようです。

「勝ち負けはついたことですし、ここから私達を出してくれますか？　悪魔さん」

　そのうえで先生は悪魔に尋ねます。しかし悪魔フランちゃんは、悲しそうに顔を伏せるばかりで、私達の願いを聞き入れてくれることもなければ、何かを語ってもくれませんでした。

　ただただ小さな女の子のように泣きじゃくるばかりです。

「……どうしましょう」

　予想外の展開に私が戸惑とまどったのは言うまでもなく、先生も「ごめんなさいね、やりすぎてしまいましたね」と彼女の背中をさするばかりでした。

　もしかしてこのまま彼女が泣き止むまで私達はここから出られないのでしょうか？　彼女は何も語ってはくれないのでしょうか。

　永遠にも続きそうなほどに泣き続ける悪魔フランちゃんを前に、私はそのようなことを思っていました。

　けれども。
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　思いもよらぬ方向から、終わりは訪れます。

「フラン先生ええええええええええっ！」

　その辺の民家の扉から、私の声をしたどなたかが飛び出し、悪魔フランちゃんに飛びつき、抱き着きました。

　恐らくはずっとあちこちの民家の中でフラン先生を捜していたのでしょう。ネコミミメイド服などという意味不明な服装を身にまとった私は、先生に頰ずりをしながら「会いたかったです、えへへへ」などとおおよそ私とはかけ離れた声をあげながら笑みをこぼしていました。

「イレイナこれは」

　先生が引いていました。

　弁明しなければなりません。

「媚び要素の私です」

「媚び要素のイレイナとは何ですか」

「見ての通りです」

　先生はやはり引いていました。

　ところで。

　ここで思い出したことが一つありました。

　媚び要素の私も、インテリジェンスな私も、元はと言えばただの人形。

　ワズリさんが作り上げたそのお人形は、たとえばお店でそうしていたように、誰かが触れれば──たとえば私が触れれば、私の意識を映した者へと変わるのです。

　では、このお人形は、悪魔のフラン先生に触れれば、どうなるのでしょうか。

　媚び要素の私は、フラン先生に頰ずりをした直後、姿を変えました。


『…………』



　頭に角など生えておらず、尻尾もありません。それどころか、人の姿ですらありませんでした。

　一冊の本が、地面には転がっていたのです。

　姿かたちは人を模してはいないものの、本は言葉を語る術を持っていました。すすり泣く声が、本の中から聞こえました。

『悲しいわ、悲しいわ』

　顔は見えずとも、涙を流していることだけは分かりました。

　本は、そして泣きながら語るのです。

『どうしてみんないなくなってしまったの？』

　彼女自身が誰であるのかを。





○






　目の前に置かれた本が語った物語は要約すれば、独り寂しく取り残された孤独な本の物語。

　大昔。どこかの遠い国で、この本は生まれました。

　本の中に収められていたのは、何の変哲へんてつもないただの他愛もない旅物語でした。用意されたページの大半を残して綴られた短い物語の数々でした。

　この本を綴ったのは、まだ若い青年でした。

　旅人として世界を渡り歩いた彼は、故郷に戻り、日記帳に綴った旅の記憶を村の住民に読ませたのです。

　多くの人がこの本を愛したといいます。

　本の中には、小さな村で人々が著者の手で直接綴られたこの物語を子どもから大人までたくさんの人が愛してくれた記憶がありました。

　しかしそれは大昔の話です。

　大人が年をとり、亡なくなり、子どもが大人になる頃には、本の存在はすっかり忘れ去られてしまっていました。村の蔵の中、本はずっと収められることとなりました。

　そしてやがて、この本を綴った青年もまた大人になり、亡くなりました。

　蔵に収められたままの本は、そのまま時代に置き去りにされてしまいました。

　時代が進み、村は開拓され、街になりました。蔵に収められていた日記は、外の世界を知らない村人ばかりだった時代においては珍しい代物であったかもしれません。しかし長年の時を経てそのような旅物語など珍しくもなくなってしまったのです。

　本の存在は、すっかり忘れ去られてしまいました。

　かつてたくさんの人に読まれた記憶だけを残して、本は蔵の中でずっと、新しく人に読まれることを待ち望んでいました。

　それでも、本を開いてくれる人は現れなかったのです。

　だから読んでもらうことにしました。

　人の前に出て、開いてもらって、読んでもらうことにしました。

　長年置かれたことで本に魔力が宿ったのでしょうか──本は自らの意思を持ち、自由に動くことができるようになっていたといいます。

　昔、私がほうきさんと初めて会うことになった時と同じように。

　本は魔法使い達の前に現れるようになりました。

　魔法使い達から借りた魔力さえあれば、彼女はこの世界の中で何もかもすることができました。

　世界を作ることも可能でした。

　人を繫つなぎ留めるために、そうして魔法使い達から借りた魔力で見せた素敵な世界の中に、魔法使い達を取り込もうとしました。

　孤独な物語の本は──彼女は孤独を何よりも恐れていたのです。

　もう二度と独りになりたくないと心から願っていたのです。

　だから借りた魔力で描いた世界の中に魔法使い達を取り込もうとしました。

　しかし魔法使いの魔力が尽きた頃には、本の中の世界は維持できなくなってしまうのです。魔法で描かれた世界がまやかしであることに気づかれると、魔法使い達は素敵だった世界から出る方法を探し始めました。誰もが同じように。

　だから本は、この世界の中での記憶を消して、魔法使いを追い出しました。

　本の中にあるのがまやかしの世界だと知られれば、きっと今度こそ誰にも読まれなくなると彼女は恐れたのです。

　彼女は何度も何度も同じことを繰り返しました。

　独りになることを恐れて、人を陥おとしいれて、本の中に誘い込んだのです。

　けれども何度も何度も失敗しました。

　未いまだ誰一人として、彼女の世界の中に留まったものはいません。

　ここはまやかしの世界なのですから。

『悲しいわ、悲しいわ』

　目の前に置かれた本は、泣いているように見えました。

　あるいはその横にへたり込んだ悪魔フランちゃんが、未だ涙をこぼしているから、そう見えるだけなのかもしれませんけれども──。

「外の世界で私が悪魔だと思われているみたいだけれど、違うの」

　彼女の頭に生えていた角が消え、尻尾がなくなりました。

　十四歳の頃──深い森のビエラから出る前の、幼い頃のフラン先生が、そこにはいました。

「私はただの本。誰にも覚えてもらえなかった、どこにでもありふれている本」

　孤独に負けて、ずっと誰かと共にいたかったから、ただそれだけの理由で彼女は魔法使いを誘い込んでいたのです。

　けれど誰も繫ぎ留めることができなくて、彼女は独り泣くことしかできなかったのでしょう。

　以前、私が訪れた国でも、物が意思を持つようになったことがありました。けれどその国には、意思を持った物であふれていて、決して独りではありませんでしたから、目の前で泣いている彼女とは状況があまりにも違います。

　人と会うこともできなければ、ほかのものと共にいることもできなかった彼女は、正真正銘、孤独であったのです。

　本の話がすべて終わった頃。

「──そういうことだったのですね」

　フラン先生は、いつものように、にこやかな顔を浮かべながら頷くと、跪きました。

　小さな頃の自分自身の姿の前に。

「辛つらかったでしょうね。悲しかったでしょうね」そう言いながら、先生は幼い頃の自分自身の頭に手を置きます。柔らかい髪を撫でてあげながら、先生は諭さとすのです。「でも駄目だめじゃないですか。こんな方法では、誰も一緒になんてなってくれませんよ」

　ふいにこのとき、私は視線を逸らしました。

　通りに並んだ家々の中からも、フラン先生の声が聞こえたのです。

　ここに来て何度となく見つけた民家──私の実家とまるで同じ形をした家の窓の向こうに、先生が見えました。

　今よりも若く、けれど深い森のビエラから出てから少々経った頃の先生が、生まれて間もない小さな女の子の前に、今と同じように跪いていました。

　目の前の先生は、十四歳の自分自身に語り掛けます。

「今は悲しいかもしれません。苦しみは永遠に続くことのように思えるかもしれません。楽しかった日々が遠くに行ってしまうのは、悲しいですよね」

　けれど、

「──思い出は大事にとっておくものです。決してそこに留まるべきものではないんですよ」

　また誰かと巡り会ったときに楽しい話を綴ることができるような本になってください。誰の記憶にも残らない本なんて、悲しすぎますから。

　先生はそう言って、十四歳の頃の自分自身を抱きしめました。

　民家の中で声がしました。

『お名前は何というんですか？』

　黒い髪の魔女が尋ねます。

　目の前でぼうっと立っているのは、灰色の髪の女の子でした。

　女の子は、目の前の魔女が誰とも分からず首をかしげながらも、顔を上げて、ぼんやりとした口調で、自らの名前をつぶやくのです。

　たった一言。

　イレイナと。

『……そうですか。イレイナ、というのですね』

　黒い髪の魔女は笑いました。

『私はフラン。星屑ほしくずの魔女のフランです』

　そして魔女は、女の子を抱きしめて、語るのです。

　とても懐かしそうに。

　そしてフラン先生の腕の中。

　小さな女の子は少しばかりくすぐったそうに眉をひそめながら、けれど安心したように目を細めるのでした。
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「約束を一つしましょう」

　本の中で、フラン先生は一人の少女に語り掛けていました。

　優しく語り掛けていました。

「あなたの孤独を埋うめる代わりに、私と一つ約束をしましょう」




　そして本の彼女は私達を元の世界に返してくれました。

　私達の記憶を奪うことなく、彼女は本の中から出してくれました。結構長いこと本の中に留まっていたような感覚がありましたけれども──本の中の世界が昼も夜もない空間だったからそのように感じただけかも分かりませんけれども、存外ぞんがい、時間はさほど経っていなかったようです。

「……え、早っ」

　私達が帰ってきたのは、ちょうど夕暮れ時のお部屋の中でワズリさんがクマさんのお人形たちにごはんを口に運んでもらいながら、「あーん」と口を開け、しかし食べる直前でひょいと取り上げられ、「やだもう！　クマたんったらいけず！　でもそんないじわるなところがしゅき！」などと意味不明な遊びに興じていた最中でのことで、要するに私達の間にはしばし謎なぞの沈黙が流れることとなりました。


「…………」



　このときの私と先生はひどく冷めた目をしていたかと思います。


「…………」



　一方でこのときのワズリさんはひどく赤くなっておりましたが、「いやこれは、違うのよ……」などと弁明もなさっていましたが、まあ彼女の性格が珍妙ちんみょう極まりないことは初めて会った時点で分かっていたことですので、今更クマさんを使って変なことをしていようが驚くに値しません。

　若干引きましたが。

「……こほん！」

　私達の再来に彼女は佇たたずまいを正し、咳せき払いを一つ。

　彼女は今更ながらもまともな大人らしい装いをしてみせました。

「よく帰って来たわね。早くてマジでびっくりしてるわ」

「私はあなたの意味不明な行動にびっくりしています」

　さらりと答える先生でした。ワズリさんは泣きました。

　それから先生と私は中で起こっていた出来事のあらましを彼女に説明して、要約すればこの本は悪魔の物でも何でもないという話をして差し上げました。かくかくしかじかと。

　一通り私達の説明を聞いた彼女は、「なるほど……」と先ほどまでの意味不明な行為などなかったかのように涼しいお顔で頷き、

「その本、よかったらこちらで預かろうか？　やっぱり危ないものみたいだし」

　と手を伸ばします。

　元はと言えば魔法統括協会に送る最中で姿をくらましてしまった本です。危険があると判断するのは妥当かと思えました。

　しかし先生は「いえいえ」と笑いながらも、彼女の提案を拒みます。

『もう二度と、本の中の世界に人を入れないでください』

　まだまだ未熟で、孤独を忘れる手段を知らない本のために、先生は約束を交わしたのです。

　約束を違えない限り、この本はもう、今までそうだったように──誰かを本の中に取り込むことはないのです。

　ですから危険はないはずです。

　しかし本の中に人を取り込むことがなくなったということは、要するにこの本は、問題なく開くことができるようになった、ということでもあります。

　ですから先生は、本を開きます。

　まだまだ使われていないページがたくさんありました。

　物語を綴る余白は残されています。

　だから先生は答えます。

　本が孤独を忘れる手段を。

「この本は私の日記になりましたから」
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　この国に滞在して三日目の夕方。

　港では既にたくさんのランタンが空へと昇り始めていました。願いを込められた小さな明かりたちが、ふわふわと、重みを忘れたように辺り一面を覆おおっています。

　まるで世界が温かい光に包まれたかのようでした。

「綺麗ですね」

　ぽつりと囁きながら、先生は船へと歩みます。

　光の数々に包まれたその様子は星屑の中を歩んでいるかのようにも思えました。


「…………」



　私は、先生の背中を眺めながら、立ち止まっていました。

　もう、ここで先生との旅は終わりなのです。きっともう、しばらく会うことはないでしょう。どんなものにもお別れは必ずやってくるもので、それは私達の旅路も例外ではありません。

　分かってはいましたが、立ち止まってしまいます。

　遠く、まばゆい光のもとに歩む先生の背中に、私は何と言葉を掛ければいいのでしょうか。行かないでくださいと、もう少しだけ一緒にいたいですなどと、油断すればそんな小さな子どものような駄々だだをこねてしまいかねないような気がして、私は躊躇ためらうばかりでした。

　ただただ私はそこに立ち止まるばかり。

　ふいに、記憶が過よぎります。

『お別れは決して悲しいことばかりではありませんよ』

　本の世界の中。

　悲しみに暮れる一人の少女の背中を撫でながら。

　優しく、あやすように。

『立ち止まらないでください。篭こもらないでください』

　先生は、いつものように笑いかけるのです。

『別れは新しい出会いのためにあるのですから』

　それはただただ間違った方法で孤独を埋めようとした本に対して、なだめるために語っていた言葉ですけれども。

　二度と魔法使いを本の中に入れないことを約束する最中に語っていた言葉でしたけれども。

　その後ろにいた私にも、確かに響いていました。

　優しい言葉が、私の背中を押します。

　まばゆい星屑のほうへと。


「…………」



　こんな所で立ち止まってしまっては、もしかしたら先生に叱しかられてしまうかもしれませんね。

　だから私は、一歩ずつ、先生に置いて行かれないように歩みます。少しばかり足早に、高鳴る胸を抑えながら、先生へと追いつきます。

　そして先生のローブに手を伸ばしました。

　くい、と引っ張り、私は先生がこちらに向くよりも先に、一言。

「もうすぐさようならですね」

　迷った挙句あげく、結局何の飾りもない言葉を吐くばかりで精一杯な私でした。


「…………」



　やわらかい瞳がこちらを見つめていました。

「そうですね」何の飾りもない言葉が先生の口からも漏れます。「もうすぐさようならですね」

　軽く深呼吸をしてから、落ち着いた素振そぶりをしながら、私は言いました。

「別れの挨拶あいさつは何にしましょう？　さようなら、とか、ごきげんよう、とか色々ありますけれども」

　けれどどれもしっくりしませんよね。

　しめっぽいご挨拶はなんだか私達には合わない気がしますし、けれど普通に「さよなら」などと手を振ってしまうのも、それはそれで違うような気がします。

　涙を流しながら手を振るなどはもってのほかです。

　行かないでくださいなんて、論外ろんがいです。

　私達には、もう少し違ったお別れの仕方があると思うのです。

　先生は、覚えておられるでしょうか。

「別れの言葉なら決まっているでしょう」

　先生はくすりと笑いました。

　覚えておられるに決まっていました。

　当然ですよね。

　先生は本の世界の中で、一人の少女に語り掛けていたのですから。

　──思い出は大事にとっておくものです。決してそこに留まるべきものではないんですよ。

　などと。

　だから先生は、そして語るのです。

　それは私が一番最初に思いついて、けれど先生から貰いたかった言葉でした。

　曰く。

「また会えるときまで、さようなら」
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　少しばかり時計の針はりを戻しましょう。

「……せんせい？」

　それはフラン先生が本の中に閉じ込められた直後のこと。

　私がお風呂ふろに入っている間に消えてしまった先生は、部屋のどこを捜しても見つかりませんでした。まあ本の中に閉じ込められてしまったのですから、この世界のどこにもいないというのは至極しごく当然な話なのですけれど、この時点ではそのような発想もありませんでしたから、私はそこら中を見て回っていました。

　まずは部屋の中。

「先生？」ベッドの中とか。

「せんせー？」ベッドの下とか。

「せんせいー？」あと本棚ほんだなの隙間すきまとか。

「どこですかー？」それから机の中とか。


「…………」



　まあ正直なところ部屋の内装はシンプルにも程があるものでしたので、途中からどう考えても人間一人入り込めないようなところを覗のぞいたりしていたのですけれど、そのときの私は平静さを失っていましたので、奇妙きみょうな行動に出ても致いたし方なかったといえるのではないでしょうか。

「……くしゅん！」

　やがて私は開けっ放しの窓から流れ込む風にくしゃみを一つした頃に、自分自身がバスタオル一枚で部屋の中を徘徊はいかいしていたことに気が付きました。

　そして先生が部屋のどこにもおられない事実を改めて実感したのです。

　先生は一体どこに行ったのでしょうか？

　どう考えても窓の傍そばに置かれていた黒い本が怪あやしいのですけれども、私はローブに着替えて、ほうきに乗って、部屋から夜の帳とばりが下りた外へと飛び出しました。

　確証が得られなかったのです。

　なにより、黒い本から強烈きょうれつな違和感を感じ取っていましたから、迂闊うかつに開くことができなかったのです。

　それに、黒い本が部屋に投げ込まれて、それから先生がどこかに飛び去ってしまった可能性もゼロではありません。

　ですから私は、夜の空を飛びました。

　温まった身体を風が冷やします。

　曇くもり空の中には星々があり、見下ろせば街の明かりが浮かんでいます。暗闇くらやみのなか、そこら中に溢あふれた小さな光の粒たちが揺ゆれています。

　こんなときでなければ見惚みとれてしまうほどの輝きがちりばめられていました。

　星屑ほしくずが瞬またたくなか、私は先生を捜して街の中を飛びました。

　私は焦あせっていました。

　何が起こったのかも分からず、どうして先生がいなくなってしまったのかも分からないまま、私はあちこちを捜していました。

　時折屋根の上に降りては辺りを窺うかがったり、大通りから路地裏ろじうらまで歩き回ったり、そんな風に夜の街を徘徊しました。

　私が彼女と再会したのは、そんな折です。

「──イレイナさん？」

　ほの暗い裏路地を歩いている頃に、声がしました。

　懐なつかしい声でした。

　振り返った先には、懐かしい顔がありました。

　黒い髪、黒いローブに黒い三角帽子。胸元には、星をかたどったブローチと、月をかたどったブローチがありました。

　私は彼女を知っています。

「……サヤさん？」

　私の数少ないご友人が一人、そこには立っていました。
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　ぼくがこの国に来たのは、三日前のことでした。

「この国ではお人形を使って街の人達の手助けをしているのだけれど──」

　お人形の製作者であるワズリさん曰いわく、この国は近頃深刻しんこくな魔法使い不足──というより、魔法使い達が次から次へと力を失う事件に悩まされているそうで、そのために人形を操あやつるための魔法使いを、協会から借りたいとのことでした。

　街のはずれにある灯台とうだいで魔力を供給すればいいとのことですけれども、未経験のぼくで役割が務まるのかどうかと悩んだものですけれど、

「……分かりました」

　ぼくは仕事を引き受けました。

　通常、このお仕事は魔法使いが数人がかりで魔力を供給する役割を担になうそうですが、近場の国で暇ひまを持て余していたのはぼくだけで、少なくともランタン祭りまでの間はぼく一人で働かなければならないようですけれども──仕方ありません。

　シーラ先生はよく分からない危ない本を引き取って処分するお仕事があるそうですし、魔法統括とうかつ協会所属の魔法使いで、国々をふらふらと漂ただよう余裕があるのはぼくくらいしかいませんでしたから。

　翌日からぼくは灯台に篭こもりました。

　高くそびえる灯台の中には、青白い光が灯ともる大きな球体が一つ、頭上にありました。

　灯台における球体の役割は大きく二つあるそうです。

　一つは、ごく普通に国の場所を示すための光。

　そしてもう一つの役割が、国のあちこちに人形を配するための魔力の塊かたまり。

　ワズリさん曰く、魔力が絶えないようにこの球体に延々えんえんと魔力を注ぎ続けることが主な仕事のようです。そのほかにも、魔力を切らして街の途中でくたばっているお人形の回収だとか、街の情報収集などその他諸々の雑務もありますが、主だった業務は魔力をくべるだけですから、極端きょくたんなほどの重労働というわけでもないでしょう。

　拘束時間は長そうですけど。

「さあお仕事ですね！　頑張がんばらないと」

　ぼくは灯台の中で、街の地図をじっと見つめました。それから直近のニュースや、街で控ひかえている行事の数々など。観光客に人気のお店なんかも頭に入れました。

　それもこれも、この灯台に用意されている青白い球体のため──ひいては、街中の至る場所を歩き回るお人形のためです。

　お人形は魔力とともにぼくの記憶や思考をそのまま現わすようで、つまり街のお人形たちはぼくの分身のようなものなのだとか。

　要するにぼくが街のことを知らないと、困っている人に手を差し伸べることができないのです。

「……むむむむ」

　ぼくはひたすら時間の許す限り、資料を読み漁あさりました。

　その日も、その翌日も。

　そして、今日の夜。

「……疲れました」

　重い体を引きずりながら、ぼくは泊っている宿屋への帰路についていました。仕事は朝から夜まで休憩きゅうけいなし。一日の疲れは歩いている間ずっとぼくにまとわりついていました。

　これをあと何日か続けなければならないわけですけれど……、身が持つでしょうか……。

　正直なところ始めて三日でそこそこ疲労ひろうがピークに近くなっておりました。

　けれど。

　弱音は吐はいていられません。

　この程度、愚痴ぐちをこぼすほどのことでも何でもないじゃないですか。ぼくよりも辛つらい思いをしても何一つとして嫌な顔をせずに、自分の信念を貫いた人をぼくは知っているのです。

　彼女の苦しみに比べれば、この程度──。

　と、ぼくは、思っていました。

　そのときです。


「…………」



　ぼくは見ました。

　灰色の髪、瑠璃るり色いろの瞳ひとみ。胸元に星をかたどったブローチをつけた一人の魔女が、街を歩いているのを。

　懐かしい顔が、そこにはありました。

「──イレイナさん？」

　ぼくの声に、彼女は振り返ってくれました。

　いつもの彼女がそこにはいました。
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「そうですか……、お仕事を依頼されたんですか」

　数日前からサヤさんはこの街に滞在しているそうです。

　久々ひさびさにお会いした彼女は、「あの灯台に引きこもっていまは朝から晩まで働きっぱなしですよー」と街のはずれを指差しました。

　真っ暗闇でした。

「……どこですか？」

　見渡す限り暗闇くらやみですが？

「今はもう明かりがついていませんけど、大体あの辺りにあります」

「アバウトですね」

「で、大体あの中でなんか色々と本読んで過ごしてます」

「アバウトですね」

「大体そんな感じです！」

「終始アバウトですね……」

　随分ずいぶんとふんわりとした業務内容でしたね……。

「それでイレイナさんはこんな夜更よふけになにされてるんですか？」

　隣となりを歩くサヤさんは、こちらに視線を送りながらも首をかしげます。いつもと変わらぬ様子の彼女の姿でした。


「…………」私は少々迷いましたが、答えました。「……実は今、師匠ししょうを捜しているんです」



　明後日あさってのランタン祭りに合わせて先生がこの地方から離れること。それなのに突然いなくなってしまったことを、私は彼女に明かしました。

　サヤさんは「ふむふむ」と頷うなずいてから、

「それは大変な事態ですね……」と眉根まゆねを寄せます。

　そのうえで、

「ぼくも一緒に捜しましょうか？」

　とご提案を一つ、してくれました。

　いえいえ。

「大丈夫ですよ。お疲れでしょう？」

　朝から晩までずっと灯台の中に引きこもっておられるとお話しされたばかりですよ。そんな疲れ切った状態のサヤさんを巻き込むわけにはいきません。

　私とて良心くらいはあります。

「今日はゆっくり休んでください。あなたは明日も仕事があるんですから」

　人捜しなら私一人で大丈夫です──と私は手をひらひらと振って、遠慮えんりょいたしました。

　けれど彼女はそんな私を「駄目だめです」と断ずるのです。

「イレイナさん。ぼくはこの国で人助けのお仕事をしてるんですよ？　困っている人がいたら手を差し伸べないと駄目なんです」


「…………」



　この時に至って私は彼女に事情を話したことが失策しっさくであると気づかされました。

「というわけでぼくがイレイナさんのお力になりましょう！」

　ふふん、とサヤさんは胸を張ります。

「……いえでも」

「ぼくは協力すると言ったら聞きませんから！　イレイナさんが嫌だと言っても協力しますよ！　観念してぼくに協力されちゃってください」

「協力されちゃってくださいってなんだか妙な言い回しですね……」

　こうなっては梃てこでも退く気はないのでしょう。サヤさんは、

「幸いぼくは今、街でお人形を操ってますから、まあ人捜しくらいちょちょいのちょいですよ！」

　言いながら彼女はやや強引に私の手を引いて、歩き始めました。

　ひんやりとした手でした。

　私の前を歩く彼女は、私と同じ三角帽子を深くかぶり、「善は急げですよ！」と明かりのない灯台へと進みます。

　私は彼女の背中についていきながら、ぼんやりと空を見上げました。

　そういえば、初めてサヤさんと会った日の夜も、こんな星空の下で、捜し物をしていましたね。




　灯台に着いてすぐに、彼女は「えいっ」と杖つえを振り、明かりを灯ともしました。

　遥はるか頭上に見える球体が青白い光を放つと、直後に灯台の中がほんのりと照らされました。

　外に漏もらすための光だからでしょうか。

　私達のもとに届くのは、わずかなほの暗い光のみでした。

　遠くから見れば、さぞ美しくまばゆく輝いていることでしょう。けれど、真下から見上げる灯台の明かりは、わずかながらに端はしから端までを見渡すことができる程度。

「……うわ」

　そのときになって気づきましたが、灯台の中にはおびただしいほどの人形が収めらていたようです。光を浴びたお人形の数々は、自らの意思をもって立ち上がり、歩き始めます。

　ワズリさんお手製のお人形のデザインはバラエティーに富んでいました。肌が白いもの、浅黒いもの、髪が青いもの、赤いもの、瞳が緑のもの、黄色のもの。服がおしゃれだったり、シンプルだったり。

　まったく同じものは一つとしてありませんでした。

　そのお人形たちが、一糸いっし乱れることなく行進を始め、灯台から外へと歩いていきます。

　その光景は恐らく昼間あるいは朝方に見れば可愛かわいらしいものだったことでしょう。

　しかし今は真夜中です。

「軽くホラーですよね、この光景」

　見慣れているようです。えへへ、とサヤさんは笑いました。「とりあえず彼女達がぼく達の代わりに街中でフランさんを捜してくれるはずです。ぼく達はここでしばらく待っていることにしましょう？」と言いながら。

「そうですね──」

　私は青白く照らされた灯台の中を見渡します。

　とてもとてもシンプルで、飾かざりのない無機質な空間でした。部屋の隅すみっこのほうには旅行案内の雑誌がいくつも重ねて置かれています。きっとこの灯台に篭っている間に何度も何度も頭にその内容を叩たたきこんだのでしょう。読み込んだ跡は遠目とおめにもはっきりと分かりました。


「…………」



　その手前に目が留まります。

　お人形が一体、ありました。

「置き去りにされてますね」

「あれ？　あ、ほんとだ」

　ふるふると震えながら、お人形はうずくまっていました。身動きがとれないようには見えません。お怪我けがをなさっているようにも、見えませんでした。

　ただ動くだけの気力がないようでした。

　その様子はまるで、

「……泣いてます？　もしかして」

　そのように見えました。

「？　あれ……？　なんででしょうね？」

　きょとんとしながらサヤさんは首をかしげます。お人形の一体が泣いている理由になどまるで見当がついていないように見えました。

　それから彼女は私の肩に手を置きます。

「まあ一体くらい不調な子がいても仕方ないですね！　でも大丈夫ですよ！　そのほかの数十体は今頃街の中でフランさんを捜してくれてるはずですから！」

　任せてください！　と、随分と頼もしいことを言ってくれるものです。


「…………」



　けれど私は彼女の言葉を聞き流していました。

　彼女には申し訳ないのですけれども、私はこのとき、別のことを考えていました。灯台の頭上に浮かぶ青白い球体を見上げていました。「人形を操るには、あれに魔力を与えればいいんですよね？」

　彼女は私の視線を追って、頷きます。

「まあそうなりますね」

「そうですか」

　なるほどなるほど。

　と、私は杖を出しながら、彼女と同様に頷き。

「では私もお手伝いしましょう」そして杖の先から魔力を放ちます。私の杖の先から放たれた光が、サヤさんが生み出した光と混ざり合って、球体に注そそがれていきます。

「……イレイナさん？」

　何をしているんですか？　とでも言うように、彼女は私を見つめていました。

　いえいえ、

「あなたばかりに無理させるわけにはいきませんから」

「お仕事だから無理するのは当たり前です」ふふん、となぜだか誇ほこらしげに彼女は胸を張ります。

「隣に人がいないときは、そうすべきかもしれませんね」

　どうしても解決しなければならないことがあって、頼れる人がいないときは、無理すべきかもしれませんけれども。「でも今は私がいます」


「…………」



「ま、というかそもそも私のせいでサヤさんのお仕事が増えてしまっているのですから、こうするのも当然じゃないですか？」


「…………」



　再度彼女は沈黙ちんもくを返します。

　ささやかな光の中で、彼女は私だけを見つめ、そして、

「……イレイナさん、今日はちょっとお優やさしいですね。もしかして今日のイレイナさんって別人なんですか？」

　神妙しんみょうに何をおっしゃるのですか。

「私はいつでもお優しいですよ？」


「えー……？」



「なんですかその微妙びみょうな反応は」失敬しっけいですね。

「ぼくと会うときのイレイナさんはいつももっと、こう……眉まゆがしゅっとしてて、目がきりっとしてて、何かある度に『うるさいです』って言うような人だったような気が……」

「それはあなたの普段の行いがちょっとアレだからですよ」

「もっと具体的にお願いします」

「ことあるごとに抱き着いてきたり、平然と好きですとか愛していますとか結婚してくださいなどと語るようなところを要約ようやくしたんですよ」

「ちょっと記憶にないですね」

「もしかして今日のあなたって別人なんですか？」

　顔をしかめる私でした。一方で、暗がりの中でサヤさんはくすりと小さな笑みを浮かべて、「ぼくもいつも通りのぼくですよ」と返すのでした。

　何をもっていつも通りとするのかを、私から聞くことはありませんでした。

　もう何度となく、サヤさんとは顔を合わせていますから。彼女のことで知らないことはない──とまでは言いませんが、わざわざ尋たずねるまでもありません。

　いつもの彼女がどのような彼女であるのかくらい。

「あ、そうだイレイナさん。この国の観光はもうしましたか？　よかったら観光案内でもしましょうか？」

　いつ会っても、どこで顔を合わせても、どういうわけか私達の間にはいつも会話がありました。

　今宵こよいも例外ではありませんでした。

「それはありがたいですけど……疲れてませんか？　大丈夫ですか？」

「ご心配なく。お仕事なので」

「……無理するのは当然、ですか」

「いえいえ」あっさりと彼女は首を振ります。「単にイレイナさんとお話ししたいだけです」などと言いながら。

「……そですか」

　ではお願いします──と私は彼女に頷き、それからサヤさんにこの国の観光施設を教えてもらいました。フラン先生と見て回るための参考にさせてもらいましょう。

　先生が帰って来られるかは、分かりませんけれども。

「このお店はワズリさんっていう魔法使いがやっている喫茶きっさ店てんでして、料理はそこそこなんですけど、なんといってもクマのお人形が接客せっきゃくをしている変わったお店でして──」

　それからサヤさんは、私に色々なことを教えてくれました。何度も何度も読み込んだであろう付箋ふせんだらけの観光案内を開きながら、「ここ美味おいしいらしいですよ！」だとか、「このお店は海鮮料理が有名らしいです！」だとか。

　光る灯台の中に彼女はずっといるはずですから、恐らく一度もそういったお店には行ったことはないのでしょう。それでも、彼女はとてもとても楽しげに、私にこの国のことを話してくれました。

「行ったら感想、聞かせてくださいね？」

　などと言いながら。

　だから私は、

「覚えていたらそうします」とだけ答えていました。

　サヤさんによる観光案内は、そんな風に慎つつましく続きました。絶えず魔力を失いながら、お人形たちがいるはずもないフラン先生を見つけてくるのを待ちながら、彼女はその時間が退屈たいくつなものにならないように、尽つくしてくれました。

「あとは……この辺りのお店とかおすすめで……」

　けれどやはり、疲れには勝てなかったようです。

　やがて、こてん、と彼女はそのまま私の肩に頭を預けたまま眠ってしまいました。開かれたままの冊子に差された指が、ページをなぞります。杖を握る力はもはやなく、からん、と床の上に転がります。意識は既にここにあらず、私の隣からは、静かな寝息だけが響くのでした。

　だから私は、彼女の髪をこっそり撫なでながら、笑っていました。

「やっぱり無理してましたか」

　知ってましたけどね。

　結局、それからは私一人で魔力を灯台に与え続けました。サヤさんの声が響かなくなった灯台の中は、寂さびしく虚むなしく心細い孤独だけが支配していました。

　やることもなく、時間だけがゆっくりと過ぎていきます。

「……退屈ですね」

　見上げれば、灯台の明かりが一つ。

　やはり暗く、濁にごっていました。





○






　さてそれからのことはあらためてご説明するまでもないでしょう。

　私はワズリさんのお店に伺い、ひと眠りついたのちに、先生を助けに行きました。

　戻ってきたのは夕方頃。

　当初の予定ではこの一日は先生と観光をしたり、自分のための時間をつくったりなどしたかったのですけれども、気が付けばその時間の大半が終わっていました。

　陽が傾いた街並みは、侘わびしさにまみれていました。

「もうこんな時間ですか……」

　ため息が静かな街の中に溶けていきました。

　貴重な時間が失われたことを、私はただただ単純に憂うれいていたわけですけれども、もしかしたらフラン先生は別のことが頭を過よぎったのかもしれません。

「すみませんね、私のせいで」

　眉を下げて、ぺこりとこちらに頭を下げていました。

　いえいえ。

「先生に言ったわけじゃありませんよ？」

「それでも私がきっかけでこんな時間まで本の中にいたのですから、あなたに謝るのは当然ではありませんか？」

「私はべつに先生のせいだとは思っていませんけど……」

　別段、本の世界の中に入ったことに関しては後悔こうかいなどしてはいないのです。

　本の中で、先生の思い出を見ることができたのですから。

　たとえ夕暮ゆうぐれ時にここに戻ってきたとしても、存外ぞんがい、悪くない時間を私は過ごしていたのです。

　私が立ち止まる最中、一歩、また一歩と、先生は傾いた陽射ひざしのほうへと足を進めます。

　その背中を辿たどるように追いかけると、影の射さすほうから、ぽつりと先生は言葉を漏らすのです。

「自分のしたことがきっかけで、物事が予想と違っていたり、あるいは人に迷惑めいわくをかけるようなことになったとき、たいていの人は、自分のせいだー、なんて後悔するものではないでしょうか」


「…………」



「そんなときでも関係なく自分のせいじゃないと最初から最後まで主張できるのは、きっととても強い人だけでしょうね」

　あるいは自愛じあいが過ぎる人かの、どちらかなのでしょう。

　言いたいことは、なんとなく分かるような気がしました。

　けれども対処たいしょの仕方は、私にはよく分かりませんでした。

「……そういうとき、どうすべきだと思います？」

　だから単刀たんとう直入ちょくにゅうに、私は尋ねます。望みが叶わなくて、辛つらい辛い結末を迎えてしまったとして、果たしてどうするべきなのでしょうか？

　影の中で、先生は立ち止まります。

　そして。

「誰かに傍にいてもらいます」

　ずっと一人でいたら、自分自身の首を絞め続けてしまいますからね──と、先生は振り返り、

「だからまあ、私はまだ幸せなほうですよね」

　いつもの笑みを、浮かべてくれるのです。

　と、まあ、こんなところで。

　もしかしたら少し真面目まじめな話をして、急に恥はずかしくなったのかもしれません。あるいは私と目がばっちりと合って対応に困ったのかもしれません。

　先生はそれからすぐによそへと目を向けました。

「ところでイレイナ、ちょっと夕食でもどうですか？　おすすめのお店があるのですよ。奢おごりますよ」

　やや早口でそのような提案もなさっていました。

　おやおや。

　どこかで聞いたような台詞せりふですね。具体的には昨日あたりに。

「いいですね」ですからこくりと私は頷きます。けれど。「先生が私に食事を奢ってくれるなんて珍めずらしいですね」

　何か理由でも？

　と私は尋ねます。

　すると先生は、くすりと笑って、

「たいした理由はありませんよ」

　ただ一緒に食べたいだけです、なんてことを、平然と語るのです。


　…………。



　昨日の私ならばそのような言葉を先生が吐はいたあたりで「やったー！　楽しみです」などとほいほいついていったものですけれども。

「奢っていただくのなら一つ条件があります」

　私は先生の横に並びながら、先生を見つめます。

　先日私は灯台の中で陽が昇るまで延々と観光ガイドを読んでおりましたから、この国の人気店に関してはそれなりに知識があるのです。

　というわけで、

「実はこの辺りに美味しいお店があるみたいなんですけど、よかったらそこで奢っていただけませんか？」


「…………」先生は私の顔から何かを察さっしたようでした。「あの、お高いお店では……ないですよね？」



「うふふ」

「イレイナ」

「やっぱり悪いことをしたと思っておられるのなら形にして示してもらったほうがいいのではないでしょうか」

「前言ぜんげん撤回てっかいしてもいいですか」

「だめです」

　そして私は、先生の手を引いて歩き始めるのでした。

　遥か先には、灯台の明かりが一つ。

　とても美しく、誇ほこらしく輝いていました。





○






　お食事後に一人で灯台に赴おもむくと、当然のようにサヤさんがいました。

　仄暗ほのぐらい灯台の中、彼女は地面に座り込んでいました。

　私の顔を見るなり、開口一番に彼女はすぐに佇たたずまいを正して、「イレイナさん！」喜びと戸惑いが混ざったやや複雑な表情を浮かべながらも、頭を下げました。地面にぺたぺたと手をついておりました。

「昨日はすみません！　気が付いたら寝ちゃってたみたいで……お仕事中だったのに……」

　そこまで気にするようなことではないんですけど……。

　深夜帯でしたし、彼女は私のために色々と手を尽くしてくれたわけですし。

「気にしないでください」

　私は彼女に歩み寄って跪ひざまずき、肩に手を置きました。細くて、少しばかり頼りない肩でした。

　初めて会ったときと変わらず。

「それに、謝るのは私のほうですよ。寝ているあなたを放って帰ってしまったんですから」

　ですから気にしないでください──と私は言って、サヤさんは、その手を見つめて少しばかりの沈黙を置いてから、こちらに顔を向けてくれました。

　やがて真面目な声で語ります。

「……やっぱりお優しいですねイレイナさん」

　何を言うんですか。

「私はいつも優しいですよ？」


「ええー……？」



　サヤさんはやはり大げさなくらいに顔をしかめておりました。

　ですから私は杖を手に取り「何ですか？　何か言いたげじゃないですか」と彼女の頰ほおをつんつんとつつくのです。

　彼女は「むぐぐ」と目を細めます。

「少なくともこの状況を傍目はために見たら誰がどう見てもイレイナさんが優しい人だとは思わないと思います……」

「失敬しっけいな」

「ところで今日は何用ですか？」

「あなたのお仕事を手伝いに来ました」

「頰をつつくことはぼくの業務に含まれていませんけど？」

「いえこれはあくまで私の趣味しゅみです」

「随分と変わった趣味をお持ちですね……」

「うふふ」

「褒ほめてないですよ」

　頰を膨ふくらませるサヤさん。私はすぐさまその膨らみを杖でつついてしぼませました。ひゅう、と彼女の口から息が漏れます。

　もちろん私がここに来たのは、こんなことをするためだけ、ではありません。

「これはあくまでついでです。今日はあなたと少しお話をしに来ました」

「お話ですか」

「隣に座っても？」

「汚きたない床ゆかの上でもよければ」

　私は返事の代わりに、彼女の隣に腰を下ろし、杖を出します。

「遠くから見た灯台の明かり、とても綺麗きれいでしたよ」

「でも真下から見るとあんまり綺麗じゃないですよね」

「私はこういう景色も嫌いじゃありませんけどね」

　距離によって物の見え方は変わってくるもので、遠くから眺ながめたときに綺麗だったものも歩み寄ってみれば汚れきっていた、なんて話は旅をしていれば幾いくらでも耳にします。けれど、「多くの人に愛されて、けれど見ることも叶わないものの傍にいられるというのは、幸せなことです」

　そして私は杖を出し、魔力を漏らします。昨日と同じように杖の先からまばゆいほどの光が、サヤさんが放った魔力と混ざりあい、灯の中に溶けていきます。

　彼女は、ただその光景を眺めていました。

「イレイナさん」

　そして、囁ささやくようにこちらに語り掛けるのです。「べつに、お仕事はぼく一人で大丈夫ですよ？　お手伝いなんてなくても、ぼく一人で、役目くらいこなせます」

　私は彼女に顔を向けませんでした。

　ただ天井てんじょうに昇る光を見つめながら、

「昨日私も夜通しやってみましたけど、結構な重労働ですよね、これ」とだけ、答えていました。

「でも、ぼく一人でもできます」

　おや強情ごうじょうなことで。

「お手伝いはだめですか？」


「…………」



　答えはありませんでした。

　では質問を変えましょう。

「一人でやらなければならない理由があるんですか？」


「…………」



　やはり答えはありませんでした。

　沈黙を肯定と捉とらえるのならば、

「理由があるんですよね」

　そして私は彼女に顔を向けます。

　昇りゆく青い光に照らされた彼女の顔色は、しかしとてもとても暗く、澱よどんでいました。

　まるで真下から見上げた灯台のように。

　遠く離れて眺めれば美しく誇らしく輝いていても、真下から見上げればとてもとても、頼りないのです。

　私はそれを、知っていました。

「モニカさんを助けられなかったことを、悔くやんでいるからですか？」

　ここに辿り着くよりも前から、知っていました。





○






「人が生きる街エマデストリン」

　静寂せいじゃくの国バラードでシーラさんとお会いした折に、彼女は突然、「ちょっと面つら貸せ」と私を外へと連行して、斯様かような話を始めました。

「この国は随分と変わった国でな、人の死を極端に嫌う風習がある。どんな極悪人でも死刑にかけられることはないし、病が蔓延まんえんしても国は何としてでも命を守ろうとする。極端なくらいに人の死に敏感びんかんな国だ」

　サヤさんがその国を訪れた理由は、国の中で連続殺人事件が起こっていたから、とのことでした。

　つまり事件の解決のために魔法統括協会の職員として派遣はけんされたということでしょう。

　わざわざ二人きりになってそのような話を私にするということは、

「……苦戦しているんですか？」

　と思いました。けれどシーラさんはゆるりと首を振ります。

「いや。事件のほうはもう解決したんだ。犯人は捕まって、追放処分を受けた」

「追放処分、ですか」

「国の外で殺されたってことだよ」

「……ああ」国の中では殺しを禁じている国、ということですしね。なるほど殺しを嫌う風習が適応されるのは領土の中だけということですか。

「事件は無事解決したし、あいつも無事に戻ってきた」

　そして。

　シーラさんは深くため息をついて、それから語ります。

「ただ、戻ってきてから少しあいつが沈しずんでいてな──あの国には、あいつの友達がいたらしい。魔法統括協会の新人だった頃によく一緒になっていた同い年の女だ」

　名前はモニカさんというらしいです。

　研修時代から随分と時間が経たっていましたから、今も尚なおモニカさんが故郷で働いていたことを知ったのは事件の後だったそうです。

「それで、そのお友達はどうしたのですか？」

　お話の流れから察するに、そのモニカさんの身に何かがあったことは疑うたがうまでもありませんでした。

　事件に巻き込まれて、怪我をなさったのでしょうか。あるいはサヤさんと仲たがいをしてしまったのでしょうか。

　しかしシーラさんがそれから吐いた言葉は、私の薄っぺらい予想とはまるでかけ離れたものでした。

　曰く。

「追放処分を受けた」

　シーラさんは、ただ一言、そう言いました。


「…………」



　それはつまるところ。

　サヤさんのお友達が半年以上前から人を殺していて、捕まって、処刑されるに至った。

　そう解釈するほかありませんでした。

　やりきれない思いを抱えて、サヤさんの心に影が落とされてしまったのでしょうか──シーラさんは空に浮かぶ煙を追いかけるように視線を上げていました。

　それからほどなくして、シーラさんは懐ふところから一冊の本を取り出しました。

　ぼろぼろの本の表紙には綺麗な字で『モニカ』とだけ綴つづられていました。

　日記だそうです。

「お前、このあと、海辺のトロコリオに行くんだろ？」

　言いながら、彼女は私にモニカさんの日記をぽん、と押し付けます。

「これを渡してやってくれないか」

「……何が書かれているんですか」

「読めば分かる」


「…………」



　それは言外ごんがいに読めと諭さとされているような気がして、私は沈黙ののちに、日記を開いていました。

　綺麗な細い文字で綴られていたのは、顔も知らないモニカさんのこれまでの思い出の数々。お友達と出会ったことや、魔法統括協会に入ったばかりの頃の思い出の数々から、国に戻ってからの記録が事細かに綴られていました。

　そして、とても重く、目を背けたくなるくらいに苦しい物語も、そこにはあったのです。

　だから私は、一通り読んだのち、本をすぐに閉じたのです。

「こういうものは、あなたから渡したほうがいいんじゃないですか？」

「あたしは海辺のトロコリオには行けないんだよ。まだ仕事がある」

　シーラさんの表情がいつもよりも一層、険けわしくなったように感じられました。彼女も好き好んでサヤさんと離れ離れになっているわけでは、ないようです。

「年食って役割が増えると面倒だな」

　一緒にいたくても、彼女にはそうすることができないのでしょう。

　彼女には役割がいくつもあります。

　魔法統括協会で働く大人としての役割。人に物を教える先生としての役割。それと、サヤさんの師匠としての役割。
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　きっと彼女も、その抱かかえた幾いくつもの役割に選択を迫られて、選ばざるを得なかったのでしょう。

　苦しい選択肢を。

　だから私も選びました。

　苦しい選択肢を。





○






　ぼろぼろの冊子は、私の手の中。

　サヤさんはその表紙に綴られた彼女の名を目で辿っただけで、きっとすべて察したのでしょう。

　笑っていました。

　くたびれた笑みでした。

「……意地悪ですね。知ってたのに黙ってたんですか」

　深く、重いため息が私の手にかかります。

「話すタイミングを窺っていたんです。昨日は先生も捜していましたから」

「……フランさんは見つかりましたか？」

「ええ。おかげさまで」

「ぼくは何もしてませんよ」


「…………」



「何も、できませんでしたよ」

　眠っていただけですから──と。

　そしてほんの数秒。私が彼女に返すべき言葉を捜している最中に、サヤさんは青白い光の向こう側で、いつもの明るい表情を見せました。

「ぼくのこと、シーラさんから聞いたんですよね。落ち込んでるって。でもぼく、大丈夫ですよ？　もうすっかり立ち直りましたから。もう今は普通にお仕事できてるんです。ほら、この国のお人形達だって、ぼく、普通に動かせてるんですよ？」


「…………」



「だからイレイナさん、心配しないでください。ぼく、一人でもやれますから」


「…………」



「知ってますか？　イレイナさん。この国の魔法使いさん達って、このお仕事を交代でやってたみたいなんです。でもぼく、一人でできてるんですよ。もう昔のままのぼくじゃないんです。一人でも、こんな仕事くらいこなせるんです」


「…………」



「ぼくは大丈夫です。心配されるようなことなんて、何も、何もないんです。だから──」


「…………」



「だから、そんな顔でぼくを見ないでください」

　私は一体どんな顔を浮かべていたのでしょうか。

　真剣に彼女のお話に耳を傾けていたつもりでした。目を逸そらさずに、彼女だけを見ていたつもりでした。

　けれどサヤさんは、そんな私から、顔を背けるのです。

　悲しそうな顔を浮かべながら。

「サヤさん」

　私は彼女に手を伸ばします。

　びくり、と彼女の肩が震えました。強張こわばりました。

　それでも構わずに私は彼女の肩に触れるのです。わずかに震えた細い肩が相変わらずありました。

「モニカさんが亡なくなったのは、あなたのせいじゃありませんよ」


「…………」



「あなたは何も悪くありません」


「…………」



　こんなこと、私に言われたところで何も響かないかもしれませんけれども。それでも、私は言葉を紡つむぎ続けます。

「いつものあなたの顔を、見せてください」

　私は絶えず語り掛け続けました。「いつものあなたを見せてください」

　いつものサヤさんに、戻ってください。

　私は、何度も何度も語り掛けました。けれど何度語り掛けても、彼女は返事一つしませんでした。言葉は喉のどの奥に詰まったまま、外に漏れるのは、わずかな吐息といきばかり。

　辛い気持ちを、ずっと閉じ込め続けていました。

　途方とほうにくれました。

　何をしたって、彼女は応えてくれないのですから。

　壊こわれてしまいそうなほどに我慢がまんを重ねている彼女は、どこか昔の私のようにも、見えました。

「……サヤさん」

　だから私は彼女を、抱き寄せていました。

「……やめてください」

　ぐい、と腕の中の彼女の手に、力が込もります。

　全力で拒絶しようとしていることはその手からよく伝わってきました。けれど私は離しません。彼女が拒こばむたびに、強く強く、彼女を抱くのです。

「優しく、しないでください……！」

　ぎゅうう、と彼女は私のローブを摑つかみます。ほんの少しの痛みが、私の腕にまとわりつきました。それでも私は離すことはありませんでした。

　このまま離してしまえば、もう二度と会えなくなるような気がしたのです。

　彼女は私の腕の中で、尚も拒み続けます。胸に押し付けられた頭から、私がかつて渡した三角帽子が転がり、落ちました。

　黒い髪が揺れるなか、彼女は震える声で囁くのです。

「今のままじゃ駄目だめなんです。ぼくのままじゃ駄目なんです。一人で何もできないままのぼくだから、みんなどこかに行っちゃうんです。置いていかれてばかりなんです。強くならなきゃ駄目なんです。このままだと、ずっとずっと、皆どこかに行っちゃうから──」

　初めて会ったとき。

　彼女は妹さんに置いていかれて、孤独こどくに心折られていました。置いていかれたと感じたのかもしれません。

　私に魔法の教えを乞こうたあと、彼女は独ひとりで魔女見習いの試験を受けて、合格しました。独り立ちしたと思っていました。

　魔法統括協会に所属するようになって、お友達ができました。一人ではなくなりました。

　そして先日、お友達と再会しました。

　お友達は、一人で国の規律きりつに立ち向かい、命を落としてしまいました。

　もしかしたら、そのときサヤさんは、またかつてのように、思ってしまったのかもしれません。

　また独りぼっちになってしまったと。

「どうしてですか……？　どうして皆、ぼくを置いてどこかに行っちゃうんですか……？」

　弱く、弱く、彼女は声を漏らします。既に私の腕に込められていた力はなく、痛みだけがそこには残されていました。

　いつも元気なサヤさん。

　私の知る彼女は、ほんの少し馬鹿ばか馬鹿しいことをしながらも、時に嫌々いやいや仕事をこなしながらも、けれどもいつだって、彼女は笑っていました。

　けれど本当はずっと、孤独を恐れていたのでしょう。

　ずっとその気持ちを押し殺していたのでしょう。

「大切な人と離れ離れになるのは辛いですよね」

　痛いほどその気持ちは分かります。

　けれど。

「サヤさん」

　腕に込めた力を緩ゆるめて、彼女を離します。震えた手で私のローブを摑む彼女の顔は、涙なみだで濡ぬれていました。

　綺麗な顔が、くしゃくしゃになっていました。

　だから私は彼女の頰に手を添えて、

「あなたは一人なんかじゃないですよ」

　流れる涙を拭いながら、語るのです。

「私はずっとあなたの傍にいます」

　今までも、これからも。





○






『私は何でも知っている』

　日記の冒頭はそのような文章で始まりました。これを綴ったのがどこの誰とも知れない人間だとしたら、それはとてもとても傲慢ごうまんこの上ない文章に他ならないのですが、しかしこのモニカという女性は、確かに何でも知り尽くしている女性のようでした。

『私は人の心を読むことができる。何を考えているのかも、何を思って生きているのかも、すべて』

　小さい頃から人の心を誰よりも理解できたモニカさんは、同時に長い孤独をその身に秘めていました。人の気持ちが分かるゆえに、彼女は誰とも親しくなることができなかったようです。

　人との距離が近くなればなるほど、他人が美しいばかりの人間ではないことを、心を読むことのできない私達ですらよく理解できます。だから私達は選ぶのです。仲良くなれる人と、そうでない人を、私達は無意識のうちに選より分けることができるのです。

　けれど、ひと目見ただけでどのようなことを考えて生きている人間なのかを理解できてしまう彼女は、きっとずっと、誰も寄せつけることはできなかったのでしょう。

　遠くから眺めても、近づいても、何も変わることはないのですから。

　モニカさんにお友達ができたのは、そうして生まれて、孤独を抱き続けて生きて、十数年が経たった頃です。

『今日は友達ができた。名前はサヤ。優しくて、いい子で、噓うそをつかない素敵すてきな子』

　モニカさんは魔法統括協会で出会ったサヤという少女のことをとても大事に想っていたようでした。日記の中、魔法統括協会に所属してから綴られた日々には、彼女のことばかりが書かれていました。

『今日はサヤと近場の喫茶店でランチをとった』『師匠がとても厳きびしいらしい。疲れている』『パフェを奢ってあげたらとても喜ばれた。単純な子』『今日は一緒に図書館に行った』『児童書ばかり読んでいたから、哲学書てつがくしょを渡してあげた』『こんな難しいの読めないと言われた』『今日は一緒に帰った』『他愛たあいもない会話がとても楽しい』『今日も一緒に帰った』『今日も──』

　もしかしたら彼女は、知っていたのかもしれません。

　サヤさんも同時に、天真てんしん爛漫らんまんな笑みの裏に孤独を抱き続けていたことを。

　モニカさんは、国に戻ったあとも、サヤさんのことを大事に想ってくれていたのでしょう。日記には仕事のことばかりが綴られるようになりましたが、それでも、サヤさんのことを時折触れていました。

　ある日を境に、日記の内容は一変します。

『──誰もこの国を救おうとしない。誰も正しいことをしようとしない。だったら、私がやるしかない』

　今より半年ほど前のことです。

　生まれ故郷が内包している大きな矛盾むじゅんに耐えられなくなった彼女は、病に罹かかった人を自らの手で殺あやめていきました。それがなによりも間違ったことだと知りつつも、彼女は、民衆から命を奪い続けました。

　大きな覚悟があったことでしょう。

　彼女が選んだことは、決して褒められるようなことではないと、彼女自身がよく理解していました。それでも、苦しんでいる人々から目を逸らすことができなかったのです。

　彼女は誰よりも他人を理解できたから。

　できることなら、彼女のそんな姿は、親友には絶対に見られたくなかったはずです。

『協会からサヤが派遣されてきた』

　けれど、サヤさんは来てしまったのです。大事にしているからこそ会いたくなかった彼女が、来てしまったのです。

　彼女は大きく、大きく苦悩しました。

『どうしてあなたが来てしまったの？』

　自らの命を捧ささげて国を救うつもりだったのです。彼女は命を捨てるつもりだったのです。それなのに、親友が訪れて、その決意が揺らいでしまいました。

　けれど、そのときには、もう彼女は後戻りできないところまで、来てしまっていたのです。

『ごめんなさい』

　きっと自分の行いを知れば、サヤさんは心に大きな傷を負うことは分かっていました。同時に、サヤさんならば、きっと真相しんそうまで辿り着いてしまうことも、確信がありました。

　彼女に残された選択肢は、一つしかなかったのです。

　日記の最後は、サヤさんへの想いが綴られていました。

　誰の心も知り尽くしていた彼女が、ずっと胸の内に秘めていた想いが、詳つまびらかに綴られていました。




　フラン先生を本の中から取り戻したあと。

　食事が済んだ頃に、私は先生に日記を読んでもらいました。先生は最後の最後までモニカさんの想いを読んだあとで、

「優しい人だったのですね」

　ただそれだけ、呟つぶやいて、本を閉じました。


「…………」



　私はシーラさんから日記を託たくされたときから、サヤさんのお話を聞いたときから、ずっと頭を抱えていました。貰もらい受けたはいいものの、どうすればいいのか。

　どうすればこの日記を渡せるのかが、分からなかったのです。

　私がサヤさんにできることは一体何なのでしょうか。

　私には分からないのです。

　大切な人を亡くしたことなど、私にはありませんでしたから。

「悩んでいるのですね」

　食後。

　紅茶を一口飲みつつ、先生は淡々たんたんと私に言いました。見透かすような目がありました。

「分かりますか」

　まるで心を透かして見ているかのように、感じました。

「分かりますよ。私はあなたの師匠ですから」


「…………」



　私は目を伏せます。静かな時間が訪れました。かちゃり、と先生の手元にカップが置かれます。湯気をたてて、紅茶は揺れ、香りが舞いました。

「彼女に対してあなたがしてあげられることなんて、一つだけですよ」

　悩む私に反して、先生は至極平静としていました。

　いつものままの先生が、私に言うのです。

「一緒にいてあげなさい」

　そう言って、やわらかく笑うのです。




　二つの杖から魔力が漏れる灯台の中。

　彼女は目の前で顔を覆おおって泣いていました。

　孤独を感じていたことでしょう。ひとり取り残されたと感じていることでしょう。きっと、モニカさんの死をまだ受け入れるには、時間が必要なことでしょう。

　けれど、私はサヤさんに、忘れてほしくはないのです。

　ずっと前に、出会った頃に彼女に語ったお話。

　もう一度だけ、語ることにしましょう。

「あなたは独りなんかじゃないですよ」

　私は汚れた床に落ちた三角帽子を拾い上げて、埃ほこりをはたいて、両手に握りました。両手によくなじむ三角帽子でした。

　これはかつて、私が彼女に渡して差し上げたものです。

　だから私のものではありません。

　あるべき場所に、戻さないといけませんね。

「忘れちゃったんですか？」

　彼女の頭に、三角帽子が被せられます。

　──一緒にいてあげなさい。

　先生の言葉が、私の頭に過りました。

「私はずっと、出会ったときから、ここにいるじゃないですか」

　──昔、泣いている女の子の傍に寄り添ってあげたように。

　──かつて帽子を渡してあげた時のように。

「これまでも、これからも、私はずっとあなたと一緒です」

　どうかそれを、忘れないでください。

　私は、ただ、それだけを語りました。

　それだけのことを言うために灯台の明かりを目指して、ここに来たのです。

　泣きはらした顔を見せたくないのかもしれません。彼女は頭に乗せられた帽子のつばを、ぎゅっと握り締め、俯うつむきます。

　儚はかなくて、か弱い彼女の傍に、私は寄り添い続けました。




　それから私達は、夜を共に過ごしました。

　光が昇る中で、泣き止んだサヤさんと、離れ離れになっていた間の物語を互いに語り合いました。

　旅の途中で出会った変な人の話だったり、サヤさんのお仕事の話だったり。あるいはモニカさんの話だったり。色々な言葉が、光昇る灯台の中で絶えず交わされ続けました。

　いつまでだって話せました。

　終わることなどないように思えました。

　結局灯台を出たのは陽が昇り始めた頃になってしまいましたけれども。それでも不思議と疲れはありませんでした。

　まだまだ話し足りないと思ったくらいです。

　灯台を背に朝日を眺めながら、サヤさんはこちらに顔を向けます。

「やっぱりイレイナさんは優しいですね」

　おや何を仰おっしゃるのですか。

「私はいつでも優しいですよ？」

　失敬ですね。

　わざとらしく頰を膨らませてみせる私に、サヤさんは、
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「そうですよね」

　頷き、

「知ってます」

　笑います。

　いつものように、笑います。

「ずっと前から、知ってます」





○






　海辺のトロコリオ滞在三日目の夕方。

　港へと赴くと、様々なお店が軒のきを連ね、そこら中にランタンがあふれていました。子どもから大人、ご老人に至るまで、ランタンに火を灯して大事そうに両手に握っておりました。

　既にあちこちでランタンがふわりと宙に上がっていました。

　美しくて儚はかない光景が、私達の周りを覆います。

　そこら中が願い事であふれかえっていました。

「お仕事はいいのですか？」

　ふいにフラン先生は、サヤさんに尋ねます。本来ならば灯台の中でお人形を操るお仕事をしている最中であるところのサヤさんは、ここにいました。

　私の隣に。

「お祭りのために一時的に離脱しています」

　サヤさんは答えながら、遠くにそびえる灯台を眺めました。港からは弱弱しい青白い明かりがわずかながら見えました。

「……どなたかがお仕事を代わってくれたのですか？」

　先生はその明かりを訝いぶかしげに眺めておりました。

「まあそんなところですね」

　私は頷きます。

　どなたかが、というのは語弊ごへいがありますけれども。「数時間程度なら私達の代わりにお仕事をしてくれることでしょう」

「……？」

　先生は少々不思議そうに首をかしげてから、思い出したように「ああそういえば」と口を開きます。

「イレイナ。本の中に入ったときにあなたから借りたお人形、ちゃんと全部返しましたか？　さっきワズリに会ったのですけれど、『私服の人形が返ってきてない』とぼやいていましたよ？」

「お祭りが終わった頃に返しにいきますので、ご安心を」

「……？」

　首をかしげる先生でした。

　私は目を逸らしました。

　昨日の夜の話です。

　サヤさんと二人でお話しをしていた最中に、私は一つ思いついたことがあったのです。ワズリさんが作ったお人形の中で、意識を持つことのできないただの魔力を貯めるだけのお人形──本の中に入るときに借りた私服のお人形達。

　ひょっとするとこのお人形を上手うまく扱あつかえば、灯台の中に入る人の代わりになれるのではないかと思いました。

　それで夜の間に試してみたのです。

　結果は見ての通り。

　灯台は尚も輝いています。

　さすがにお人形に込められる魔力には限界がありますから、丸一日お仕事を代わってもらうことはできませんけれども、数時間程度であれば、問題なく私達の代わりとして働いてくれるようです。

　ので。

　私はサヤさんに言いました。

「今はお祭りを楽しみましょう」

　せっかくのお祭りのときに、灯台の中で一人寂しく光を眺めているだけなんて、悲しいですから。




　祭りの会場の中で、街の人たちがランタンを配っていました。

　例によって私達もランタンを受け取りました。

　ささやかな明かりが三つ。

　港に並びます。

「この国のランタン祭りは、会えなくなった人への想いを乗せて、空へと上げるんですよ」

　先生は両手に抱えた小さな光を眺めながら、私達に語ってくれました。

　曰く。

「ランタン祭りが初めてこの街で開かれたのは大昔のことです。亡くなった方への想いや、離れ離れになった大切な人への想いををランタンに託して、街の人たちが毎年この時期に空へと上げていたのが風習の始まりだそうです」

　はじめは街の誰かが一人で始めたことでした。

　けれど、空へと吸い込まれるランタンの美しさに、人々は魅了みりょうされたのでしょう。

　一つ、また一つと、ランタンに想いを託す人は時代とともに増えていき、今では観光客がこの時期に国へと訪れて、想いを託されたランタンがたくさん空へと上げられるまでになったといいます。

　たった一人が始めたことが、こんなにも大きな意味を持つものへと変わっていったのです。

　たくさんの人の想いが重なって。

　心奪われるほどの情景が、今日のこの国にはあるのです。

　私は尋ねます。

「サヤさんは誰への想いを載せるんですか？」

　私の言葉は聞こえていたはずですが、しかし彼女は、


「…………」



　黙りました。

　沈黙の中で、彼女はほんのり温かい光を眺めるのです。

　遠くからでも、両手に包まれていても、依然として美しいランタンを、眺めるのです。

　そして、やがて。

「ぼくは飛ばしません」

　彼女は、ゆっくりと首を振りました。

「大事な人はずっと傍にいますから、だから、想いを乗せる必要なんてないんです」

　この国の風習に則のっとるのならば、このランタンは離れ離れになった大事な人への想いを載せるものですから。

　離れ離れになることはありませんから。

　これまでも。

　これからも。

　そのように、言いました。

『親愛なるサヤへ』

　モニカさんの日記の最後。

　きっと、彼女はいつかサヤさんの手に日記が渡ることを、予期していたのでしょう。未来が見えずとも、彼女は何でも知っていましたから。

　それくらいのこと、予想できていたのでしょう。

『きっともうじき、あなたは真相に辿り着くことでしょう。もしかしたらもう、気づいているかもしれないけれど』

　日記の最後に綴られていたのは、自らの行いのすべての真相と、サヤさんへの想いでした。

『私はあなたのことが大好きだった。噓が苦手で、いつも笑っていて、素敵なあなたが好きだった。眩まぶしかった。あなたのようになれたらと、何度も何度も思った』

　きっと書きながらも彼女は泣いていたのでしょう。

　文字は滲にじんでいました。

『きっと、私はこのまま死ぬことになるでしょう。あなたの元を離れなければならなくなるでしょう。ごめんなさい。悲しい想いをさせてしまって、ごめんなさい』

　モニカさんが綴った日記の最後の言葉。

　私はどういうわけか綺麗に覚えていました。

『けれど、どうか忘れないで』

　それはきっと、私がかつて語った言葉と、まるで同じだったからでしょう。

『私は、ずっとあなたの傍にいることを』

　見覚えのある三角帽子を頭に被ったサヤさんは、囁きました。

「忘れません」

　自らに誓うように、囁きました。

「ずっと、忘れません」

　大事な人の名前が綴られた日記は、彼女の胸に収められていました。

　彼女を想う人は、ずっとそこにいるのです。

　尚もささやかな明かりが、サヤさんの胸の傍で、輝いています。

　彼女に寄り添うように、誇らしく。
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　暗い暗い夜の中。

　遥はるか遠くの空、小さな明かりがぽつりぽつりと昇のぼっているのが見えました。

　それはまるで星が夜空に吸い込まれていっているかのようにも見えて、わたしとお姉ちゃんは、しばしその情景じょうけいに瞳ひとみを奪われていました。

「綺麗きれい……」

　お姉ちゃんは囁ささやきます。

　わたしはただただ、頷うなずくことしかできませんでした。

　ここが空の上であることを忘れてしまうほどの景色けしきがここからは見えたのです。

　見下ろせば眼下がんかに街が広がっています。ゆっくり、ゆっくりと地上に舞い降りている最中の空の城は、最後の最後でとても綺麗な光景をわたし達に見せてくれたようです。

　ランタン祭り。

　噂うわさで聞いたことがあります。毎年、この時期になると、街の人達が空にランタンを飛ばすお祭りが行われているそうです。

　わたしとお姉ちゃんも、もし可能ならばお祭りに参加したいと思っていたのですけれど──結局、間に合うことはありませんでした。海辺のトロコリオに辿たどり着く直前に、目と鼻の先まで迫った頃に、この国でお仕事を請け負ってしまいましたから。可能ならばお祭りに参加したかったのですけれど、でも、お仕事がありますから、仕方ないですよね──と、わたしもお姉ちゃんも半なかば諦あきらめていたのですけれども。

「特等席を見つけてしまいましたね」

　わたしは横に立つお姉ちゃんに言います。

　お祭りに間に合わなかった代わりに。

　お仕事を請け負った代わりに。

　とてもとても綺麗な景色が、星屑ほしくず散らばる空の中に溶けていきます。

「そうね」

　お姉ちゃんは頷きます。

　同時に、寂さびしそうに呟つぶやきます。

「でも、もう二度とここから見ることはできないわね」

　このお城は、ゆっくりと地上へと戻っています。このまま地上まで降りれば、もう二度と空へと昇ることはないでしょう。

　このような景色がわたし達の前に現れるのも、これが最後のことになるはずです。

　たった一度だけの綺麗な景色。

　もう二度と、見ることは叶かないません。


「…………」



　ランタン祭りは、離れ離れになったどなたかへの想いを乗せて、ランタンを空へと飛ばす風習のことを指すそうです。

　同じ空の下にいる誰かへの想いを、ランタンに託たくして、飛ばすのです。

　けれどわたし達は、今、空の上にいます。

　ここでいう離れ離れになった誰かとは一体誰でしょう？

　ずっと前、わたしは、国でお姉ちゃんの帰りを待ちながら、ずっと後悔こうかいしていました。

　お姉ちゃんを信じてあげられなかったことを、お姉ちゃん一人を国から追い出してしまうような結果を招まねいたことを──わたし自身の愚おろかしさを、ずっと後悔していました。

　わたしにとっての誰かが一体誰なのかは、考えるまでもありませんでした。

「……お姉ちゃん」

　わたしは、お姉ちゃんに手を伸ばしていました。

　温かいお姉ちゃんの手がぴくりとわたしの指先に触れると、

「……どうしたの？」

　くすり、とお姉ちゃんは困ったように笑い、その手を握り返してくれました。

　わたしの手が、温かさに包まれていきました。

「なんでもないのです」

　目を逸そらすように遠くの空を眺ながめながら、わたしは願います。

　どうかもう、二度とこの手が離れませんように。





○






　フランさんを乗せた船が国から離れた直後のことです。

　懐なつかしい匂においがしました。

　ついつい顔をしかめてしまうような、何度嗅かいでもその度に身体のどこかに毒を置いていくような、とてもとても臭くさくて、嫌で、けれど懐かしい匂いがしました。

　ぼくはその匂いの持ち主のことを、よく知っています。

「イレイナさん」

「？　はい」

　ぼうっと船を眺めていたイレイナさんは、こちらに振り向くと、やや顔をしかめました。

　ぼくと同じく鼻が利きくのか、それともぼくと同じく匂いの持ち主に覚えがあるのか──すぐに辺りを見渡したあとに、「匂いますね」と一言。

　彼女の居所いどころは、姿が見えずとも匂いを辿ればおのずと見えてくることでしょう。

「ですので、ちょっとぼく、行ってきますね」

　イレイナさんはぼくの言葉に「ええ」と頷きながら、

「お気をつけて」

　と微笑ほほえみかけてくれました。

　その手には依然いぜんとしてランタンが大事そうに握られていました。




　こんな雑踏ざっとうの中で煙草たばこを吸すっているような人間というのは、どうやらこの国においてはたったの一人しかいないようで、少し歩けば、すぐにその犯人と遭遇できました。


「…………」



　ぼくと目が合うと、彼女はばつが悪そうに顔をしかめて、白いため息を漏もらします。

「……気づいてたか」

　夜闇よやみの魔女シーラさんが、そこにはいました。

「そりゃ匂いで分かりますよ」

　気づかないとでも思っていたのかもしれませんけれども、人込みの向こう側の物陰ものかげからもくもくと煙けむりがあがっているのが見えましたし、そもそも三角帽子も見えましたし、何なら目も合いましたし。

　なにより、ずっと嗅いでいた匂いですし。

　気づかないわけありません。

「お仕事はどうしたんですか？」

　ぼくが尋たずねると、シーラさんは、

「……輸送中の荷物を封印する仕事だったんだがな、手違いで荷物が消えたらしい」

　としか答えてはくれませんでした。

　どうしてこの国に来たのかまでは、話してはくれませんでした。

　もしかしたら輸送中の荷物というのは、この国から出されたもので、消えた原因を探るためにここまで来たのかもしれません。もしかしたら単に次の仕事の依頼を受けているのがここだったから来ただけかもしれません。

　けれどもう、そんなことはどうだっていいのです。

　ここに来て、顔を合わせてくれたことが、何よりも嬉うれしいのです。

　イレイナさんから全部聞いています。

　人が生きる街エマデストリンまで自ら赴おもむいて、モニカさんの日記を回収してくれたことも、イレイナさんにそれを託してくれたことも。

　全部聞いています。

　ずっと心配してくれていたことも。

「……悪かったな」

　シーラさんは、暗がりから見える空の灯火ともしびに目をやります。

　顔を背けているだけのようにも、照れ臭そうにしているだけのようにも、見えました。

　だからぼくは小さな明かりを片手に持ったまま、精一杯せいっぱい笑って、彼女の手を引きました。

「ランタン祭り、もっと明るいところで見ましょう？」





○






　小さな灯が夜空の星屑の中へと吸い込まれていきました。

　静かに揺ゆれる船の上から、見えるランタンの明かりは、徐々に小さく、頼りない輝きへと変わっていきます。

　きっといずれ見えなくなってしまうことでしょう。

　だから私は、手を伸ばしました。

　思い出に溢あふれる空へと。




「何をしているの？　フラン」

　初めてこの海を渡ったとき、空に手を伸ばす私に、師匠ししょうは訝いぶかしげに首をかしげていました。

　きっと私の行動が理解できなかったのでしょう。師匠はただ「綺麗ね」と淡々たんたんと感想を述べるだけでしたから。

　けれど私にとって、その空の情景は、まったく違うものに見えていました。

　たくさんの人の思い出が折り重なった、綺麗な空でした。

　だから答えるのです。

「憧あこがれの人を忘れないようにしています」

　届くはずもない空に背伸びをしながら。




「また会いましたね」

　師匠の娘さんのお名前を聞いて、その姿を見て、抱きしめて、私はすべて理解しました。

　大昔、自分自身を救ってくれた人間がどこの誰であったのかを。これから先、彼女がどのような少女に育ってゆくのかも。

　そこには運命があったのです。

　だから私は、彼女に手を伸ばしました。


「…………？」



　まだ両脚で立ち上がることも精一杯だった頃の彼女は、その手を不思議そうに眺めてから、私を見上げました。

　灰色の髪、透すき通るような瑠璃るり色いろの瞳。

　彼女の名前は、イレイナ。

　ゆっくりと手を伸ばして、ふわりと握ってくれました。

　やわらかいやわらかい、小さな手でした。




「もうお別れですね」

　港で伸ばした手を、イレイナが握りました。

　まだ小さくて、頼りない手に思えました。

　けれども、昔に比べれば、

「……大きくなりましたね」

　たったそれだけの感想しか、私の胸の内からはあがりませんでした。込みあげるものがあったせいでかろうじて口から漏れた言葉がたったのそれだけだったからかもしれませんけれども。

　イレイナはくすりと恥はずかしそうに笑います。

「そうかもしれませんね」

　けれど、と彼女は言葉を紡つむぎます。

「まだまだ大きくなる予定です」

　そして、握られた手は、ゆっくりと離れていきます。

　冷たい夜の空気が、忘れがたい温もりを指先から奪っていきます。喪失そうしつ感かんが私の手を覆おおいます。私の胸に温かいものが飛び込んできたのは、その直後でした。




「また会いましょう。いつか」





○






　私はそう言って、先生に抱き着いていました。

　感極まって一体私は何をしてしまっているのでしょう。はしたないものです。

　と私の中にいる素面しらふな私が囁ささやいてきたような気がしましたが、この際空気に身を任せて、えいやっ、と両手を先生の背中に回しました。

　先生はもしかしたら私のこのような行動に少々驚かれたかもしれません。

「あらあら……」と私の頭の上で声がしました。しかし私は今のところ先生の懐ふところで俯うつむいているためにどのような表情をしているのかは、見当もつきませんでした。

　でも見る必要もありませんよね。

　顔を見てしまえば、もしかしたらまた寂しくなってしまうかもしれませんから。

「イレイナ……」

　先生はやがて、私の背中に手を回して、ゆっくりと語ります。「ちょっと身長、伸びましたか？」

「あ、すみません背伸びしてます」


「…………」



「先生に抱き着くための丁度ちょうどいいサイズになるためにはこうするしかなかったもので……」

　仕方がありません。

　足元にやたらと力を入れなければ今の身長差では丁度いい感じにならないのです。それらしいムードをつくるためには多少の努力も必要なのです。

　先生は私の背中をぽん、と軽く叩たたきました。

「けれどやっぱり、昔に比べて大きくなりましたね」


「…………」そうでしょうか。「そうかもしれませんね」



　けれどやはり、これで最後にするつもりはないのです。

　先生は、両腕にゆっくりと力を込め。

　そして、私の耳に囁くのです。

「また会いましょう。いつか」




　遠くへと去りゆく船は、ゆらりゆらりと海の上を滑すべっています。

　ずっと見つめているはずなのに、その姿はいつしかとても頼りなく、小さなものへと変わっていました。きっともうじき、船は暗がりの中にまみれて、見えなくなってしまうことでしょう。

　まだ胸に温もりが残っているような気がしました。

　もしかしたら、依然いぜんとして抱えているランタンの火が、そのように感じさせているだけかもしれませんけれども。

　きっと、じきに先生が乗る船は見えなくなることでしょう。

　先生から、この国の明かりは見えているでしょうか。

　私がいるこの場所が、見えているでしょうか。

　どうか、長く長く、光が届くことを、私は願いました。

「さようなら」

　そして、両手から小さなランタンが放たれます。

「また会えるときまで」

　ふわり、と宙を舞い、私の手元にあった明かりが空に昇るランタンたちの中に、紛まぎれていきます。この光を、先生は見てくれていることでしょうか。




　港町で一人、両手を離してランタンを空へと上げる女性が一人、おりました。

　灰色の髪、瑠璃色の瞳の彼女は、黒いローブと三角帽子を着込んだ魔女であり、旅人でもありました。

　国から国へと渡り歩く彼女は、旅をしながら、出会いと別れを紡いでいました。

　これからも、これまでも、旅路は続くことでしょう。

　繰り返す出会いと別れを忘れないように、瞳に刻きざむように、思い出の火が散らばる暗がりの空へと手を伸ばす彼女は、誰でしょう。

　言うまでもありませんね。

　そう私です。
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あとがき









　こんにちは！　三ページしかないのでいきなりですが各話コメントに入らせてもらいます！

●第一章『旅たびの航路こうろ：本ほんの中なかの物語ものがたり』

　第十巻のプロローグ的な扱あつかいの話です。本の中からイレイナさんが話しかけるとう感じの流れを一度でいいからやってみたかったんですね。実現できてよかったです。

●第二章『恋こいに恋こいする人魚にんぎょの話はなし』

　人魚といえば悲恋ひれんの話が主であるように感じますが、本作ではコメディ調の話になりました。キースくんが女慣なれする日は来るのでしょうか……。

●第三章『思おもい出で留とどめる文字もじの国くに』

　イレイナさんとフラン先生、あとフラン先生の師匠ししょうさんの話です。……以上！

●第四章『魔女まじょ裁判さいばん』

　プロットを思いついた段階で書くかどうかかなり迷った話なのですが、担当編集さんが「やろうよこれー！」と仰おっしゃっていたので書くことになりました。たぶん今までで一番既刊きかんを読み返した回です。

●第五章『魔法まほう使つかいたちの空そら』

　アムネシア姉妹しまいと魔法使い姉妹の話です。空の上にあるお城の話はずっと前から考えてはいたのですが、長々ながながとした章になりそうだしどうしようかなと書くのをためらっていたのですが、今回のエピローグへの流れとして最適そうだったので十巻でようやく実現しました。

●第六章『旅たびの航路こうろ：孤独こどくの本ほんの物語ものがたり』

　今回の章は二部構成になっています。眼鏡めがねイレイナさんを登場させることができたのは嬉うれしかったです。この章で孤独な本を諭さとすフラン先生の姿が、次の章への導入となります。

●第七章『旅たびの航路こうろ：灯台とうだいの中なかで』

　人は成長するものですし、永遠に昔のままの関係とはいかないものですけれども、分かっていても、人間関係が変わっていくことには侘わびしさがあるものだと思います。電子書籍でサヤさんの物語で始まり、三巻と五巻で二度の節目ふしめを迎えましたが、この巻もそういった巻にしたいと思っていました。イレイナさんがサヤさんに帽子を被かぶせてあげて始まった『魔女の旅々』シリーズの十巻は、もう一度帽子を被せて、終わりです。フラン先生との二人旅も、サヤさんの悲しい日々も、ここで終わりです。

●第八章『旅たびの航路こうろ：暗くらがりの空そらに昇のぼる火ひ』

　ランタン祭りはコムローイを題材だいざいにしています。本作では遠く離れてしまった人への想いを乗せて飛ばすものとしました。遠く空の上から眺ながめるアムネシア姉妹と、ランタンを飛ばさずに明るい場所へと師匠を引っ張るサヤさん。海の上から眺めるフラン先生。陸の上からランタンに手を伸ばすイレイナさん。とそれぞれ同じ景色を見ながらも、ランタンに願った思いは違っているはずです。




　以上で各話コメントを終わります。お久ひさしぶりです。白石しらいし定規じょうぎです。主に最終章が長くなりすぎたぼくのせいで今回はあとがきのページ数がとても少なくなっておりますので、簡潔かんけつにまとめたいと思います。今回はシリーズ始まって十巻ということで、物語に区切りをつける巻にしたいと以前から考えていました。ので、今回の最後はサヤさんの話で締しめたいと思っていました。最終章の長さから完全に最終回仕様の巻になってしまいましたが、これからもシリーズは続いていきますので、応援おうえんよろしくお願いします！　ちなみに予告をしますと次回から普通にイレイナさんの一人旅に戻ります。

　今回付属のドラマＣＤに関してですが、まあTwitterのほうで何度も言っているのですが、第一弾では緊張しまくりで下唇したくちびる千切ちぎれるかもわからないレベルで嚙かんでいたのですけど、第二弾は本当に後ろで聞いていて面白おもしろくて仕方なくて、終始しゅうし笑いっぱなしでした。個人的に四章が一番気に入ってます。キャストの方々をはじめ、ドラマＣＤに携たずさわってくださった皆みなさま。あらためてありがとうございます！

　それでは謝辞しゃじを。

　担当編集Ｍ様。今回はギリギリまで待っていただき申し訳……ありません。なんだかんだあって結局過去最長のページ数になってしまいました……。

　あずーる様。いつも可愛かわいいイラストをありがとうございます。ドラマＣＤ表紙のイレイナさんが特に好きです……。これからもよろしくお願いします。

　読者の皆様。今回あとがき短くてすみません。これからもイレイナさんの旅を見守っていただければ嬉しいです。それでは！
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